
		
			[image: cover.jpg]
		

	
		
			[image: 4c_1.jpg]
		

	
		
			[image: 4c_2.jpg]
		

	
		
			[image: 4c_3.jpg]
		

	
		
			[image: 4c_4.jpg]
		

	
		
			[image: 4c_5.jpg]
		

	
		
			サキュバスに転生したのでミルクをしぼります②

			木野裕喜

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・小久江厚＋アオキテツヤ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			第一搾　エリムのホワイトシチュー

			第二搾　王都の騎士

			第三搾　前哨戦

			第四搾　魅了してみましょう

			第五搾　最強の性技

			第六搾　マジで惚れそうだ

			第七搾　最低最悪のビチグソチ●カス野郎だ

			第八搾　戦う決意

			第九搾　ゾクゾクしちゃった

			第十搾　それは香り漂う栗の花のように

			第十一搾　丸出しの変態紳士

			第十二搾　無敵看板娘

			第十三搾　ち●こ磨いて出直してこいや

			第十四搾　格の違い

			第十五搾　チ●カスが残ってますよ

			第十六搾　賢者よ、永遠なれ

			第十七搾　今のオレにできること

			第十八搾　どえらいのに狙われていますよ

			番外編　お願い、パンツ脱がせて

		

	
		
			第一搾　エリムのホワイトシチュー

			　

			　サキュバスの経験値は、直接的な性行為にしろ、間接的な自家発電にしろ、とにかく自分がきっかけとなって、男に精を「ドピュッ」と排出させることで加算されていく。

			　ただし、経験値にできるのは、一人の男につき１ポイントだけ。

			　同じ男に何度、たとえ一日に十回ハッスルさせたところで、経験値が増えることはない。

			　そして、レベルアップに必要な経験値量は、レベルが上がる度、倍々になっていく。

			[image: kei.png]

			【リーチ・ホールライン】

			レベル：５（10／16）

			性別：女

			種族：サキュバス

			年齢：17

			職名：酒場の看板娘

			特能：一触即発

			[image: kei.png]

			　これが現在のステータスだ。まだ転生して三日目の朝だぞ……。

			「あらまあ、もうエリムのレベルと並んだの？　昨日の時点ではレベル２だったわけだから、一晩で二十人以上の経験値が入ったってこと？」

			「そうなるん……ですかね」

			　段階飛ばしのレベルアップで生ける屍となったオレは、カウンター席の一つでパジャマ姿のまま突っ伏し、スミレナさんに愚痴を零している。

			「てことは、あと六人でレベル６なのね」

			　レベル５（16／16）になると、ステータスはレベル６（０／32）に更新される。

			「今日明日中にエリムを抜けそうね。あ、抜くと言っても、レベルのことよ？　エリムからは既に経験値を取得済みだし、抜いても意味ないものね」

			　おかしいな。愚痴を吐き出しているはずなのに、余計に気が滅入ってきたぞ。

			「スミレナさん」

			「なぁに？」

			「引きこもっていいですか？」

			「看板娘が引きこもってどうするの」

			　ですよね。

			　居候させてもらっている身で、職務放棄なんて言語道断。自分でもわかっちゃいるけれど、こちとら、先日までごく普通の男子だったわけです。ち●こ付いてたわけです。

			　それが何をトチ狂ったのか、看板娘？　冗談キツいんじゃないですかね。

			　変わり果てた自分の姿と境遇を嘆いていると、朝食と乳しぼりを兼ねて店に入って来ていたミノコがカウンターにどっかりと顎(あご)を乗せてきた。

			　家の中で犬を飼っていたりすると、稀に見せてくれるベストショットの一つではあるけど、ミノコのサイズと質量でやられると、目の前にプレス機が落ちてきたような錯覚を起こす。

			「お待たせ、ミノコちゃん。今日の試飲をお願いね」

			　スミレナさんが、ミノコの前に白い液体の入った、洗面器みたいな皿を置いた。

			　ミノコはピンク色の鼻を近づけ、すんすんと匂いを嗅いだ後、ぴちゃぴちゃと液面を舐めるようにして飲み始めた。合わせて、筆みたいな尻尾がぷらんぷらんと左右に揺れている。

			「試飲ってことは、これ、新しいお酒なんですか？」

			「そうなんだけど、自信作かというと」

			　飲む勢いは止まらないが、息継ぎの合間にミノコが「モゥ、モ～ゥ」と鳴いた。

			「ミノコちゃんはなんて言ったの？」

			「あー、45点だって言ってます。甘さに偏りすぎだって」

			「あぁん、やっぱり低い。もちろん１００点満点中でよね？　うーん、女性客を意識しているからといって、安易に甘味を足したのは失敗だったわ」

			「色が白っぽいのは牛乳を加えたからですか？」

			「ええ。まろやかさは増したと思うんだけど、どうもこれじゃない感があるのよ」

			【オーパブ】の客は、圧倒的に男性が多い。スミレナさんが牛乳を使ったお酒作りに挑戦しているのも、新規の女性客獲得を狙ってのことだ。――が、難航しているようだ。

			「リーチちゃんも何か飲む？」

			「オレですか？」

			「味覚はサキュバスになっても変わっていないのよね？　栄養にできない固形食だと、お腹を壊しちゃうかもしれないけど、飲み物だけでもどうかしら。朝は普段、何を飲んでいたの？」

			「朝は、そうですね。砂糖とミルクたっぷりのコーヒーとか好きでした」

			「ミルクたっぷり？」

			「ミルクって、牛乳のことですからね。変なこと想像しないでくださいね」

			　わざわざ補足を入れないといけないのが辛い。

			　てっきり、いつもの調子でからかってくるのかと思いきや、スミレナさんはきょとんと目を丸くしただけで、なんの反応も示してくれない。

			「もしかして、この世界にはコーヒーが無いんですか？」

			「あ、や、コーヒーって、豆を挽(ひ)いたアレよね？　だったらあるわ。あるんだけど、ちょっと待って。牛乳と…………コーヒー？」

			「すごく合うんですよ？　そのまんま、コーヒー牛乳っていう飲み物があってですね」

			　実はオレ、コーヒーにはちょっとうるさかったりする。

			　もっぱら知識だけだが、そのこだわりっぷりには、あの拓(たく)斗(と)も「ブラックで飲めねェくせによくそんな自信満々な顔できるよな」と舌を巻くほどだ。

			　ここでも得意になり、ホットとアイスの淹れ方の違いなんかを語ってしまったけど、何やらスミレナさんは、別の考えごとに没頭していて聞こえていないようだった。

			「糖蜜を発酵させて、焙(ばい)煎(せん)したコーヒー豆と、あと氷砂糖も使って……。うん、いけるかも」

			「もしかして、また何か閃きました？」

			「ええ。リーチちゃん、ありがとう。アナタの一言で、解決の道が見えたわ。甘さの中にも、ほのかな苦みを加えられる食材。カギはコーヒーだったのよ」

			　マジか。すげー。またしても、オレがヒントを。

			「リーチちゃんは、コーヒーが飲みたいのよね？」

			「はい。ホットでいただけますか」

			「ごめんなさい。無いわ」

			「え、どっちなんですか？」

			「今、お店には無いってだけよ。ただ、手に入れるのが少し厄介になりそうなのよね……」

			「厄介？　物凄く高級だとか？」

			「いいえ。個人的に飲むだけなら問題ないの。問題なのは、この町でコーヒーや紅茶を扱っているのが、領主の直営店だけということなの」

			「それはまずいことなんですか？」

			「前にも言ったと思うけど、アタシは領主と折り合いが悪いのよね。お店で使うコーヒー豆を卸(おろ)してほしいなんて言っても絶対に断られるわ。でも、これについては嫌がらせというより、商売の棲み分けの意味が強いかしら」

			　客を奪い合って共倒れしないために、そういう考え方も必要なんだろうな。

			「王都とか、別の町で買ってくればいいんじゃ？」

			「個人的な買い物ならともかく、商売で扱う物を他の町で仕入れようとするなら、品物ごとに別途商(あきな)い証が必要になるの。それは領主が管理、発行をしているわ」

			「折り合いが悪いって、コーヒー以外の買いつけは大丈夫なんですか？」

			「町の人たちに助けてもらっているわ。領主はそれもいい顔をしないけど、そこにまで文句をつけたら、いよいよ町全体を敵に回すことになるからできないでいるのよ。町民のほとんどはアタシの味方だから」

			　領主さん、人気ないんだな。

			「一応、申請してはみるけど、相当足元を見てくるでしょうね。だけど、この新作案は絶対に試したいわ。必ず成功する。そんな確信があるの」

			「それで【オーパブ】の人気が上がったら、さらにやっかまれそうですね」

			「いつかどこかで会うことがあるかもしれないし、本当にヤな奴かどうかは、その時になってリーチちゃん自身で判断するといいわ。まず間違いなく好きにはなれないでしょうけど」

			　他人の好評、悪評は自分の目で見てから決めるスミレナさんが、ここまで言う領主か。

			　種族差別もするって話だし、できれば会いたくないな。

			「コーヒーは無いけど、牛乳を温めて、砂糖で甘くしてみる？」

			「あ、ホットミルクですね。ぜひお願いします」

			　春のお日様みたいに穏やかに微笑んだスミレナさんが、「了解」と言って離れて行った。

			　ここだけ切り取ると、ホント理想的なお姉さんなんだけどな。惜しい人だ。

			　頬杖をついて、スミレナさんの後ろ姿をぼんやりと眺めていると、

			「――できましたあああああ!!」

			　火にかけていた鍋の前に立っていたエリムが、天井を貫くような大声を上げた。

			「リーチさん、お待たせしました！」

			「お待たせって、何も待ってないけど？」

			　よく見ると、エリムの目には濃いクマができている。徹夜でもしたんだろうか。

			　ふらふらになりながら、エリムがカウンターに鍋敷きを置いた。その上に、まだぐつぐつと音を立てている小鍋が載せられる。

			「まずは香りを確かめてみてください」

			　自信に満ちた声でそう言ったエリムが鍋の蓋を取ると、もくもくと勢いよく天井まで湯気が立ち上って行った。

			　鍋に充満していた湯気が晴れると、中から雪みたいに真っ白なスープが現れる。

			　いや、スープじゃない。

			　一緒に入っている鶏肉や芋の沈み具合からして、とろみがある。小麦粉を使っているのか？

			　見た目がわからずとも香りで。

			　香りがわからずとも見た目で。

			「……シチューだ」

			　それだとわかるくらい、完璧に再現されていた。

			「リーチさんから断片的に教えていただいた情報を基(もと)に試行錯誤を繰り返しまして、ようやく牛乳をメインにした料理の一作目が完成しました。どうぞ、ご賞味ください」

			　底の深い皿にすくわれたシチューが、エリムの手でオレの前に置かれた。

			　そこへ、木のスプーンが添えられる。

			「……食べて……いいのか？」

			「もちろんです。リーチさんのために作ったんですから、食べてください」

			　鼻から吸い込んだ香りが、これは美味(うま)い。絶対に美味(おい)しい。不味(まず)いはずがない。早く食え。そう訴えかけるように、脳を殴りつけてくる。

			　涎(よだれ)が口から零れ落ちないよう、何度も何度も喉を鳴らした。

			　牛乳以外のまともな食事がとれる。

			　本当に叶うなら、それはサキュバスにとって、食の革命だ。

			「い、いただき、ます」

			　わずかに口を開いただけで、涎(よだれ)が口元を伝う。

			　パジャマの袖で拭い、期待と不安に震える手でスプーンを掴んだ。

			　うるさく跳ねる心臓を落ち着かせてから、オレは香り立つホワイトシチューに挑んでいく。

			　

			「その試食、待った！」

			　

			　ひとすくいしたシチューを口に入れる寸前で、高い声が割って入ってきた。

			　スミレナさんだ。

			「姉さん、どうして止めるの？」

			　ここで「待て」とか酷いです。一秒でも早く食べたいんですけど。

			「エリム、サキュバスは本来、何を栄養としているのか知っているわよね？」

			「そ、そりゃ、知っているけど。それが？」

			「それを踏まえた上で尋ねるわ。嘘偽りなく答えなさい。そのシチューとかいう料理、本当にミノコちゃんの牛乳を使っているの？」

			　なんか言い出した。

			「姉さんが何を言っているのかわからない。というか、わかりたくないんだけど」

			「だから、その白濁としたシチューの中には、ミノコちゃんからしぼったミルクじゃなくて、エリムからしぼったミルクが使われているんじゃないかって――」

			「リーチさん、あの変な人は放っておいて、温かいうちに食べてください」

			「あ、うん。ええと」

			　すくいあげたスプーンには、どろりと濃厚ホワイトな熱々シチューが一口分。

			　少量であっても損なわれない芳(ほう)醇(じゆん)な香りが漂い、すこぶる美味しそう。

			　……なんだけど。

			　どうしよう。なんか、それっぽく見えてきた……。

			「ほら、リーチちゃんも不安がっているじゃない！」

			「姉さんのせいでしょ！」

			「いや、疑ってるわけじゃないんだ。本当だぞ？　ただ、なんていうのか」

			　カレーを食ってる時に、ウ●コの話をされたみたいな感じというか。

			　どう言えば伝わるかと考えているうちに、スミレナさんが話を進めてしまう。

			「何故そんなことをしたのか、追及したりはしない。アタシだって、リーチちゃんにやましい気持ちの三つや四つや五つや六つあるから」

			　多い！　それちょっと多いですよね!?

			「やましいことなんて何もないから！　僕はただ料理人として、リーチさんに美味しいものを食べてもらいたいだけだよ！」

			「まだ白(しら)を切るわけね？　サキュバスであるリーチちゃんに、より栄養価の高い食事をとってもらいたいと思うのは良いことよ。けど、一番大事なのは、リーチちゃん本人が望んでいるかどうかでしょ？　そこを無視してはダメ」

			「してないから!!」

			　姉弟(きようだい)喧嘩？　が終わるのを待っていたら、せっかくのシチューが冷めてしまう。

			　エリムがそんなバカなことをするはずがない。

			　だって今……オ●禁中……なんだろ？

			　約束したし。昨日の今日で、いくらなんでもね。

			　それでなくとも、オレはエリムを信頼している。しているったらしている。

			　だからさっさと食べてしまおう。

			「姉さん、僕はね、こう見えて料理にプライドを持っているんだ」

			　白熱していく遣り取りを横目に、オレはスプーンを口へ運ぼうとする。

			　その刹那。

			　スプーンを持っていた方の手首を、他ならぬエリムによって掴まれてしまう。

			　シチューが口に届くのを阻まれたオレは、だらしなく口を開いたままエリムを見上げた。

			　不意をつかれたせいで、「はぇ？」と、まぬけな声を出してしまう。

			「失礼します」

			　そう言って、バーカウンターから身を乗り出してきたエリムは、オレの右手首と、その先にあるスプーンを自分に引き寄せ、ぱくりと咥えてしまう。

			　今まさにオレが食べようとしていた一口が、エリムの口の中に消えた。

			「――ごくん。……姉さん、これでわかったよね？　僕は料理でフザケたりなんかしないよ。変な物なんて入っていないから」

			「エリム、信じていたわ」

			　毒見までさせといて。

			　ここまで堂々とした掌返しを、オレは見たことがない。

			「リーチちゃんも、エリムを信じてあげて」

			「疑っていたのはスミレナさんだけです」

			　オレとエリム、加えてミノコから向けられる冷やかな視線もどこ吹く風で、スミレナさんが自分用の器とスプーンを持ってきた。

			「いい香りね。アタシにも一皿もらえるかしら」

			「いつものことながら、姉さんは調子がよすぎるよ」

			「正直に言うとね、先を越された気がして悔しかったの。エリムはこうやって、牛乳を使った立派な料理を仕上げてきたじゃない？　同じように、アタシはお酒でいろいろ試しているわけだけど、成果が芳(かんば)しくなかったから、負けたって思ったの」

			「負けた？　姉さんが僕に？」

			「ええ、そうよ。エリム、立派になったわね」

			　優しい声音で、スミレナさんが弟の成長を祝った。

			　それに少し遅れて、エリムが照れ臭そうに、「へへ」と鼻の頭を指で擦った。

			　一見すると、感動的なシーンに思える。

			　だけど、いくら先を越されたのが悔しかったからとはいえ、実の弟に、ザー●ン混入疑惑は普通かけない。絶対かけない。

			「姉さんの分はちょっと待って。先にリーチさんに新しいスプーンを出すから」

			「や、別にいいよ」

			　言ってすぐ、オレは手に持ったままのスプーンで、改めてシチューをひとすくいした。

			　煮込まれて柔らかくなった芋も一緒に、パクッと口に入れる。

			「リ、リーチさん!?」

			　ズキュウウウン!!

			　そんな擬音が、頭の中でフラッシュした。

			　未知の味というわけじゃない。だけど牛乳とはまた違う、三日ぶりにまともな食事が食道を下りて行く感覚は、異性と初めてキスしたかのような衝撃があった。したことないけど。

			　そして実証された。

			　牛乳で作った料理は、サキュバスにとっても食事たり得るのだと。

			　ホクホクの芋も、牛乳をたっぷりと染み込ませているからか、胃袋まで届く。

			「う……美味ぃぃい……。美味すぎるぅぅ……」

			　咀(そ)嚼(しやく)もそこそこに、オレは感涙しながらシチューを口の中へ掻き込んでいった。

			　感動的な美味さだった。背中の翼も、過去最高速度でわしゃわしゃ動いている。

			「リーチさん、そのスプーン、僕が口をつけてしまっていたんですけど……」

			「ああ、ごめん。エリムはそういうの、気にする方？」

			「い、いえ。リーチさんが構わないのでしたら、別に……」

			「オレ、あんまそういうの気にしないから」

			　さすがにスミレナさんとだったら遠慮するけど、拓斗とも普通に回し飲みとかしてたしな。

			「そんなことより、まだあるのか!?　あるならおかわり！」

			「あ、はい。まだまだあるので、ゆっくり食べてください」

			　ゆっくりとか無理。二杯目を用意してもらう時間すら待ち遠しい。

			　オレのおかわりと、スミレナさんの分を皿によそっているエリムを、ミノコのつぶらな瞳がじーっと見つめている。食べたそうな顔だ。

			「エリム、ミノコにも少しやってくれないか」

			「わかりました。ウシさんのお腹をいっぱいにできるほどの量は無いですが」

			「そんなたくさんやったらオレの分がなくなるだろ！　味見程度でいいから！」

			　ミノコが不満げに、ブモ、と柔らかい鼻で後頭部を小突いてきた。

			「ご要望とあらば、また作りますよ。気に入っていただけたようで何よりです」

			　スミレナさんとミノコにとっては、初めて味わう料理だったわけだけど、二人ともエリムのシチューを絶賛した。当然だ。これを不味(まず)いなんて言う奴は、舌がどうかしている。

			「マジで美味いよ。本当にありがとうな」

			　同じ料理を皆で囲む。それがこんなに早く実現するなんて。

			「どういたしましてです。美味しいと言ってもらえたので、僕も頑張った甲斐がありました。次も楽しみにしていてください」

			「今までに食べた、どんなシチューよりも美味い気がする。なんでだろ。オレのために作ってくれたってのが、特別美味しく感じさせるのかな。料理は愛情っていうし」

			「あ、愛……ですか？」

			「あれ？　こっちの世界では言わない？」

			「料理は真心といったことは言いますが。愛ですか。でも、うん、愛ですね！」

			「愛情な。それより、何かお礼しなきゃ」

			「お礼なんて。リーチさんの嬉しそうな顔を見ることができただけで満足です」

			「それだとオレの気が済まない。オレにできることなら、なんでもするから言ってくれ」

			　瞬間、エリムとスミレナさんの表情がピシリと固まった。

			「なんでも……ですか？」

			「まあ、金は無いし。体を使った雑用くらいしかできないと思うけど」

			「か、体を使った!?」

			『――ごくり。目の前の豊かな肢(し)体(たい)を舐め回すように眺めた僕は、思わず息を呑んだ』

			「ちょっと姉さん!?　勝手に怪しいナレーションを入れないでくれる!?」

			「でも想像したでしょ？」

			「しちゃったけども！」

			　そこでオレも、自分の発言が少しばかり危ういものであったことに気がついた。

			「あの、なんでもとは言ったけど、常識の範囲でお願いできると」

			「リーチさんも、そんな心配はいりませんから！」

			　エリムは、オレの中身というか、前世が男だったことを知らない。

			　別に、教えたっていいと思うんだけどな。

			　そうすれば、妙な想像だってしなくなるだろうし、オレも気を遣わなくて済むし。

			　だけど、それはスミレナさんに止められている。

			　なんでも、男でいたしちゃった事実にエリムの心が耐えられないからだそうだ。

			　実(じつ)姉(し)の言うことなので、一応従っているものの、どうにもスッキリしない部分もある。

			　スミレナさん、面白がってるだけじゃね？

			　すー、はー、とエリムが深呼吸をして息を整えた。

			「僕はこれからも料理の腕を磨いていきます。リーチさんは、僕の知らない世界の料理の味を知っているわけですから、また今回のように、率直な意見をいただけると嬉しいです。それがお礼ということで」

			「そんなことでいいのか？」

			「十分です」

			『――代わりに、起伏に富んだ、その美味そうな身体を隅々まで味見させてもらいますから。ぽそりとそう呟いた僕は、彼女の衣服に手をかける自分を頭の中で思い浮かべたのだった』

			「今度は浮かべてなかったよ！　姉さんの頭の中だけだよ！」

			　オレは無意識に、パジャマの胸元を、ぎゅっと手で押さえていた。

			「リーチさん、この人の言うことに耳を傾けないでくださいね！」

			「あ、いや、大丈夫。その、オレはエリムのこと、信じてるから」

			「今そんな風に言われたら、釘を刺されているようにしか思えません！」

			『――まあいいさ。時間と機会はいくらでもある。ゆっくりねっとり堕としていってやろう。僕の心に棲まう悪魔がほくそ笑むのであった』

			「ほくそ笑んでないから！　姉さん、もういい加減にして！」

			　エリムが憤慨すると、スミレナさんは可愛らしく唇を尖らせた。

			「だってエリムばっかり評価を上げちゃって、ずるいじゃない。いくら頑張っても、アタシの作るお酒は、未成年のリーチちゃんに飲んでもらえないんだもの」

			「だからって。こっちの身がもたないよ」

			　スミレナさん、そんなことを考えていたのか。

			　馬鹿だな、と思った。

			　この町におけるスミレナさんの影響力は計り知れない。ギリコさんも言っていた。

			　オレが無事にスミレナさんの庇(ひ)護(ご)下に入れたのは、信じがたいまでの幸運だって。

			　それだけでも、感謝したってしきれないのに。

			「オレはスミレナさんにも感謝してます。だからスミレナさんにも、何かお礼がしたいです。もちろん常識の範囲で。一般人の考える常識の範囲で」

			「なんでもしてくれるの？」

			「常識の範囲で」

			「やけに常識を押すわね。でも、じゃあ早速一つ」

			　スミレナさんが、器にまだ半分残っていたシチューをいそいそと自分のスプーンですくい、オレに向かって差し出した。

			「はい、あーん」

		

	
		
			[image: p_23.jpg]
		

	
		
			　……食えと？

			「これなら常識の範囲でしょ？」

			「いや、でも、そのスプーン」

			「それがどうかしたの？　リーチちゃんは気にしないのよね？　さっきそう言ったわよね？　だったらアタシともしてくれるでしょ？」

			「だ、男女間ではちょっと」

			「あら、おかしなことを言うのね。エリムとやったのが、その男女間じゃない」

			　……ほんまや。

			「女同士だもの。平気よね？　ほらほら、早くしないと冷めきっちゃうわ」

			「オ、オレに構わず、スミレナさんが全部食べちゃってください」

			「エリムと間接キスするのはよくて、アタシとはダメなの!?　納得いかないわ！」

			「間接キスって言わないでください！　そんなつもりはなかったんです！」

			「お風呂で裸を見せ合った仲じゃない！　今さら間接キスくらいで、何を恥ずかしがることがあるの!?　ほら一気、一気！　リーチちゃんの、ちょっといいとこ見てみたい！」

			「煽らないでください！　オレからは、女性とそういうことはできません！」

			「どうしても？　どうしても無理なの？」

			「……すみません、無理です」

			「……そう」

			　珍しくエリムに後れを取ったことで気を落としていたみたいだから、励ますつもりでお礼がしたいと言ったのに、逆にもっと落ち込ませてしまったかもしれない。

			　スミレナさんは寂しそうに、スプーンを器に戻した。

			　その様子を見ていると、心がズキズキと痛み、罪悪感に苛(さいな)まれる。

			　が、何を思ったか、スミレナさんは左手に器を構えて立ち上がった。

			　そして空いた右手を、オレの後頭部を抱きかかえるようにして添えてきた。

			「な、なんですか？」

			　とてつもなく嫌な予感がする。

			　スミレナさんが、ずず、と器から少量のシチューを口に流し込んだ。

			「間接きふがダメはら、もう直接するひかないひゃない！」

			「その理屈はおかしいですよね!?」

			　全然諦めてないよ、この人。むしろパワーアップして帰ってきたよ。

			　含んだシチューが零れないよう、すぼめられた口がオレの顔に近づいてくる。

			「観念ひなさい！」

			「マジでマジでマジで勘弁してください！」

			　緊急事態であったため、オレは力任せにスミレナさんを突き飛ばしてしまった。

			　その拍子に、ごくん、とスミレナさんの喉が鳴った。

			「す、すみません。大丈夫で――」

			「リーチさん、危ない！」

			　エリムが天井を指差し、切迫した声で危険を呼びかけた。

			　顔を上げると、そこにはスミレナさんの手にあったはずの器が宙を舞っていた。

			　真っ直ぐ、オレに向かって落ちてくる。

			「――ッッッ!?　熱、アチチチッ！」

			　頭からもろにシチューを浴び、上半身がびちゃびちゃになってしまった。

			　幸い、板張りの床に落ちても器が割れることはなかったけど、髪に、顔に、首に、胸元に、どろりとした物が垂れていく。慌ててパジャマのボタンを二つ開け、風通しを良くした。

			「アチ……チ……あれ？」

			　最初こそ火傷(やけど)するかと思ったけど、急速に冷めていったのか、もうそこまで熱く感じない。

			「リーチちゃん、ごめんなさい、大丈夫!?」

			「あ、はい、大丈夫です。言うほど熱くないので。でも、うわ、べとべとだ」

			　今着ているパジャマもマリーさんの店で買ったものだ。新調したばかりなのに、変にシミや匂いがついちゃったりしないだろうか。

			　オレは頬から顎(あご)に伝っていくシチューを指ですくい取り、舐め取った。すると、

			「「――――ッ!?」」

			　スミレナさんと、カウンターの向こうにいるエリムがビクリと肩を跳ねさせた。

			「どうかしました？」

			「こっちの台詞よ。リーチちゃん、何をしているの？」

			「何をって、もったいないじゃないですか。せっかくエリムが出してくれたんですから」

			　ぺろり、ぺろりと、口の周りに付いているものは直接舌で舐めた。

			　髪から滴(したた)り落ちそうなものは手皿で受け止め、それも舐めた。

			「うへえ、胸のところがびっちゃびちゃになってる。これはどうしようかな」

			「……リーチちゃんなら、それも直接舐め取れるんじゃないかしら」

			「直接って、それはさすがに――あ、できた」

			　胸を下から持ち上げると、余裕で口に届いた。ついでだし、このまま舐め取っていく。

			「リーチちゃん、凄いわ。ううん、凄すぎる。でも絶対に外でやっちゃダメよ」

			「それを言うならスミレナさんでしょう。さすがに今のはハシャぎすぎですよ」

			　こんな惨事を招いたってのに、スミレナさんは反省するどころか、シチューまみれになったオレを、うっとりした表情で眺めている。というか、そろそろタオルが欲しいんですけど。

			「姉さん、一つだけ言わせてほしい」

			　神妙な面持ちのエリムが、場に緊張を生んだ。

			　今回は誰が見たってスミレナさんが悪い。厳しく注意して、ちゃんと反省してもらおう。

			　頼むぞ、エリム。お姉さんだからって遠慮することはない。ガツンと言ってやれ。

			「ありがとう」

			　なんで？

			「いいのよ。後片付けは、アタシがやっておくから」

			「僕は少し外を走ってくるよ」

			　エリムはどろどろのオレに小さく会釈をし、本当に店の外へ飛び出して行った。

			　何故か内股で。

			「リーチちゃん、お風呂に入って来なさい。ごめんなさい。そして、ありがとう」

			　今度はスミレナさんにまでお礼を言われた。

			　風呂場へ向かう間、オレはずっと首を傾げていた。

			「この家の姉弟、ワケわかんねー……」

		

	
		
			第二搾　王都の騎士

			　

			　いらっしゃいませ。酒場【オーパブ】へようこそ。

			　お客様をお迎えするのは、このオレ、看板娘のリーチ・ホールラインのお仕事です。

			　本当は人間じゃなくてサキュバスなんだけど、それは秘密。

			　魔物だってバレたら大変なことになっちゃう。

			　そんなことより、当店の人気メニューはもう召し上がっていただけましたか？

			　クリーミーなシチューやグラタンはもちろんのこと、最近ホットケーキなんかも始めたのでオススメしたいな。ホットケーキって、小麦粉と重曹、砂糖に卵、あとは牛乳があれば簡単に作れちゃうんだね。知らなかったよ、ビックリ。

			　この世界に転生してきて、早くも二週間が経ちました。

			　もうトイレで失敗しないし、着替えやお風呂も目を瞑ったままできるようになったよ。

			　事あるごとにスミレナさんが乱入してくるけど、あしらい方が上手くなってきたかも？

			　女の子の体だけじゃなく、だいぶこっちの生活にも慣れてきた気がするかな。

			　なんてね。ちょっと強がっちゃったかも。

			　仕事ではまだまだ失敗も多いけど、これからの活躍を温かく見守ってほしいな。

			　え？　テンションがおかしい？

			　仕方ねーだろ。こんなもん、まともな神経でいられるかっつーの。

			　何があったのかって？　はは、これ見ろよ。
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			【リーチ・ホールライン】

			レベル：７（37／64）

			性別：女

			種族：サキュバス

			年齢：17

			職名：酒場の看板娘

			特能：一触即発
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			「レベル７ってなんなんじゃああああああああああい!!」

			「リーチちゃん、気を鎮めて！　営業中よ！」

			　今日だけで何度目だろう。ステータスを視るたびに叫んでしまう。

			　客の注目を集めてしまったので、慌てて愛想笑いで誤魔化した。

			「すみません……。取り乱しました」

			「無理もないわ。累計何人になったの？」

			「……ちょうど……百人」

			「ヒュゥ♪」

			　ヒュゥ、じゃないですよ。ホントこれ、マジで笑えないんで。

			　気持ち悪さの喩えが思いつかない。男だった頃は、味わったことがないおぞましさだ。

			「スミレナさんも女性なら、少しはオレの心境を理解してくださいよ」

			　唇を尖らせて言うと、スミレナさんは、反省の色とは少し違う思案顔になった。

			　自分に置き換えて考えてくれているんだろう。

			「ねえ、思ったんだけど、その経験値って、入ってくるポイントは一人につき１ポイントだとしても、一人一回しかやっていないとは限らないわよね？　むしろ、一回しかやっていないと考える方が不自然だわ」

			　彼女にまともな反省とか、期待したオレが馬鹿だった。

			「人によっては毎日どころか、暇さえあればやっているかもしれないし。アタシの予想だと、回数だけなら人数の十倍はくだらないわね。だってリーチちゃんだもの。めちゃシコよね？」

			「残念ですけど、オレが欲しかったのは反省と慰めであって、冷静な分析じゃないんですよ。スミレナさんって、思ったことはとりあえず口にしますよね」

			「はしたない女だと思わないでね」

			　今さらはにかまれても致命的に遅すぎます。

			　なんだか頭痛が……。まだ完全には仕事に慣れていない上、オマケというには、でかすぎるスピリチュアルダメージも相まって、正直まいってしまう。

			「体調悪そうね。生理来ちゃった？」

			　この人、自覚なく殺しにかかってくるよな。

			「………………違いますけど……やっぱ来るんですかね」

			「そりゃあ、女の子だもの。来ると思うけど。まあでも、サキュバスの体だし、人間とは少し仕組みが違うということもありうるわね。どちらにせよ、来たらちゃんとアタシに言うのよ？　間違っても、エリムになんとかしてもらおうなんて思っちゃダメよ？」

			「………………はい」

			「でも、来ること自体はおめでたいんだから、その時はお店も休みにして盛大にパーティーを開きましょう。一日目は内輪でやって、二日目は常連さんたちにも祝いに来てもらって」

			「一生のお願いです。本ッ気でやめてください」

			「恥ずかしがり屋さんね。だけど本当に辛そうよ？」

			「なんかここ数日、体が重くて……」

			　レベル７に上がってからは特にだ。

			「え、身重？　相手は誰なの!?」

			「すみません。ツッコむの、しんどいです」

			「ごめんね。リーチちゃんは頑張りすぎるから心配だわ。ちゃんと適度に手を抜くのよ？」

			「店長がそんなこと言っていいんですか？」

			「大事なのはメリハリよ。締めるところは締める。抜けるところは抜く。男性客だって抜いているんだから、おあいこよ。ただ、彼らは手を抜くというか、手で抜いているわけだけど」

			「倒れそうです」

			「あらいけない。後の仕事は全部エリムに押しつけて、今日はもう休んだら？」

			「冗談です。やれます」

			　今日も店は繁盛しているんだから、オレだけ休んでいるわけにはいかない。

			「そういえば、今日は人間じゃない種族のお客さん、多いですよね」

			　今日はというか、日増しに少しずつ増えていってるような？

			　一目で人外だとわかるお客さんは、初日だとリザードマンのギリコさんくらいだったのに、今なんて、店の中が完全にファンタジーだ。

			　エルフやドワーフみたいに、人間とそう変わらない姿の種族だけじゃなく、全身が石の塊でできている人や、体がメラメラ燃えているせいでイスに座れない人までいる。

			「ふふ。それはリーチちゃんの影響ね」

			「どういうことです？」

			「亜人、なんて呼び方は人間本位のものだから、あまり使わない方がいいけど。ギリコさんとロドリコさんの件をリーチちゃんが仲裁して以来、亜人にとって【オーパブ】は居心地の良い店だっていう噂が立ったみたいね」

			「……良いこと、ですよね？」

			「もちろんよ。まあ、可愛いと評判のリーチちゃんを見るためっていうのが一番の集客力ね」

			　それは反応に困る。

			「ああ、そうそう。奥のテーブル席にいるお客さんなんだけど」

			　スミレナさんの視線の先――バーカウンターから一番遠いテーブルには、西洋風の青っぽい鎧を着た男の二人組がついている。どちらも人間だ。

			　一人は四十代半ばくらいかな。顔のシワ一本一本から滲み出てくるようなダンディズムは、男であっても見惚れてしまいそうだ。

			　もう一人は、ずいぶん若い。二十代前半……いや、多分十代だ。

			「冒険者じゃなさそうですけど、明らかに堅気でもないですよね」

			「彼らは王都の騎士よ」

			　どうりで。伝わってくるプレッシャーが、一般客とはまるで違う。

			　店に出るようになってから、冒険者の客は何人も見てきたが、その誰とも雰囲気が異なる。冒険者は粗野で奔放なイメージが強いけれど、彼らに抱いた印象は、精強にして厳格。

			　まさしく、騎士のイメージを体現している。

			「あそこの接客は、アタシかエリムがするから、リーチちゃんは、あのテーブルに行かなくていいわ。騎士は、冒険者以上に魔物に対して鼻が利くから」

			　その鋭い嗅覚は既に味わった。

			　店に入って来た彼らをテーブル席に案内したのはオレなんだけど、その時、年上の騎士から不(ぶ)躾(しつけ)に「君は人間か？」と訊かれたのだ。

			　咄(とつ)嗟(さ)に誤魔化すことはできたけど、もう近づきたくはない。

			　それはそれとして、彼の声は渋い外見を全く裏切らない、重低音のバリトンボイスだった。

			　今からでも遅くないので、あんな声になりたいです。

			「にしても、どうしてこんな町の酒場に来ているのかしら」

			「【オーパブ】は王都にマークされているんですよね？　巡察か何かじゃ？」

			「だとしてもよ。若い方の騎士は知らないけれど、もう一人は、この国に暮らしている者なら子供でも知っている有名人なの」

			「え、でも、他のお客さん、全然騒いでいませんよ？」

			「騒がしいのを好むタイプじゃないからね。あれ、アーガス・ランチャック騎士長だわ」

			「き、騎士長？」

			「王都騎士団のトップってこと」

			　なるほど。そんな大物なら、気安く話しかけるどころじゃないな。

			　こりゃ、マジで近づかないでおこう。目も合わすまい。

			　気のせいだといいんだけど、なんとなく見られている気がしなくもないし。

			「――リーチちゃん、【ラバンエール】のおかわりをもらえるかい？」

			　客の一人から、ちゃん付けの名指しで追加注文を頼まれた。

			　げ。

			　誰かと思えば、さっきちょろっと話に出ていた、ロドリコ・ガブストンさんだった。

			　しかめっ面になりかけたのを、強引に営業スマイルへと変える。

			　無理しちゃダメよ。そう念を押しながら、スミレナさんがドリンクを注(つ)いでくれた。

			　それを受け取り、ロドリコさんのいる客席へ運んで行く。

			「お待たせしました」

			「ありがとう。リーチちゃん、少し話がしたいんだけど、ここ、座らないか」

			「すみません。見てのとおり、仕事中なんで」

			「真面目なんだな。そこが君の魅力でもあるが」

			「や、真面目とかじゃなく」

			「今日、仕事が終わった後は時間あるかい？」

			「仕事が終わる時間だと、もう夜中ですから」

			「であれば、明日の昼過ぎは!?　それならリーチちゃんも仕事前だろうし、時間を取れなくもないと思うんだが！　こないだのお詫びを兼ねて、何かごちそうするよ！」

			「い、いやあ、お気持ちだけで」

			　張っ倒したい。

			　客である以上、手を上げるわけにはいかないので、笑ってやり過ごすしかない。

			　あの日以来、ほぼ毎日店にやって来ては、こんな風にウザ絡みされる。

			　確か、ロドリコさんは三十二歳だと言っていた。

			　対してオレは十七歳。向こうの世界だったらＪＫだ。

			　気持ちはわかるよ？

			　中身は武士(もののふ)の心を宿した大和男児でも、オレの見た目、かなりの美少女だもの。

			　とはいえだ。

			　この世界での恋愛観をまだよく知らないけど、三十二歳がＪＫにご執心なのはどうなんだ？

			　オレはアイドルじゃないんだから、まずいだろ。事案発生だろ。

			「こんなことを本人に告白するのは恥ずかしいが、自分は一日のうちで、どうしようもなく、リーチちゃんのことだけを考えてしまう時間があるんだ。何故だろうな」

			　普通の女なら、こういう台詞を言われたら、ときめいたりするんだろうか。

			　だけど、オレの場合はこう思うわけだ。

			　――ああこいつ、やりやがったな。

			　と。

			　これで経験値が入っていないと考えるのは無理がある。

			「え、えーと、空いている食器、おさげしますね」

			　ロドリコさんの酒癖の悪さは知っている。律儀に最後まで付き合う必要はない。

			　スミレナさんやエリムの手を煩わせたくないので、オレはいつも適当なところで切り上げて仕事に戻るようにしている。

			　トレイに皿やグラスを手早く載せ、ロドリコさんから離れようとした。

			「リーチちゃん、今度君に何かプレゼントを――」

			「わ、ちょ」

			　そこへ、なおも食い下がってきたロドリコさんによって腕を掴まれてしまう。

			　バランスが崩れてトレイが傾き、山積みになっていた食器が床に落ちていく。

			　割れる。

			　オレは片目を瞑って体を強張らせた。

			　

			「――危ねェなあ」

			　

			　一瞬の出来事だった。

			　ものぐさに聞こえる声と共に、四つ五つはあった食器が全て、パパパパ、と目にも留まらぬ手捌きで空中キャッチされた。

			「す……ご」

			　曲芸じみた神(かみ)業(わざ)を、事も無げにやってのけたのは、例の騎士、その若い方だった。

			　呆けるオレに、騎士は「気をつけなよ」と言い、トレイに食器を戻してくれた。

			　近くで見ると、思ったよりも圧力を感じない。

			　息苦しいほどの威圧感は、騎士長からのみ放たれていたのかもしれない。

			　短い黒髪に、目元に泣きボクロのある若い騎士は、続けてロドリコさんを窘(たしな)めるようにして目を細めた。

			「オッサン、女の子相手にハシャぐのはわかるけど、あんまハメ外しすぎンなよ」

			「なっ!?　自分はまだ、オッサンなどと呼ばれるような年では！」

			「オニイサン、ハメ、外しすぎンなよ」

			　蛇に睨まれた蛙だった。

			　やはり若くても騎士は騎士。瞬間的に解放されたプレッシャーを浴びたロドリコさんは顔を青くし、口ごもりながら「気をつけます」と答えるしかできなかった。

			　ロドリコさんを退けた騎士の視線が、オレに戻ってくる。

			　じぃ、と無言で見つめられたオレは、人間とは違う何かを感じ取られたのだろうかと思い、背筋に冷たい汗を流した。

			「あ、あの？」

			「……いや、なんでもねェ」

			　パッと顔を背けた騎士は、用は済んだとばかりに踵(きびす)を返して席へ戻ろうとする。

			　驚いたことに、オレを助けるためだけに席を立ってくれたらしい。

			「あ、ありがとうございます！」

			　オレは騎士の背中に、慌てて頭を下げた。

			　騎士は首だけで振り向き、ニッ、と白い歯を見せた。

			「そんだけ可愛いと、大変だな」

			　そう言って笑った騎士の顔は、まるで親しい同級生のようにくだけていた。

		

	
		
			第三搾　前哨戦

			　

			「もし。そこな乳の大きな娘よ。はよう案(あ)内(ない)せんか」

			　店の入り口に立っていたその人物の存在には、少し前から気づいていた。

			　ただ、風(ふう)貌(ぼう)から客だとは思えず、どう話しかけたものやら迷っていたのだ。

			　そうこうしているうちに痺(しび)れを切らしたのか、「店員が席にご案内します」の立札を指差して向こうから声をかけてきた。

			　まだ客と言っていいのかわからない。だからオレは、真っ先にこう尋ねた。

			「えーと、お父さんか、お母さんは？」

			　子供だった。

			　オレと同じく緋色の瞳。光の加減で白く見えたりもする綺麗な銀髪は腰に届く。

			　透き通る雪のような白い肌は、スリットは深いものの、上品な黒いドレスで包まれており、まるでお人形みたいに愛らしい。

			　あどけない顔立ちと１４０センチほどの背丈からして、十二歳くらいだろうか。

			　文句の付けようのない美少女だけど、それでもやっぱり子供だった。

			　ファミレスならまだしも、ここは酒場。大人の店だ。王都の騎士たちも周りから浮いているけれど、この子はそれ以上に、完璧なまでに場違いだと言える。

			　未成年のオレやエリムが働いている以上、二十歳(はたち)未満の来店を禁止にしてはいないものの、それにしたって幼すぎる。本当に一人で来たなら、こんな遅い時間に外を出歩いていることを叱ってやらなきゃならない。

			　などと考えていると、少女は見透かしたようにくすりと笑った。

			「わちきはこう見えて、子供ではありんせん。酒も飲める年なんえ。それに――」

			　少女が口元を手で隠してオレに内緒話を持ちかけてきたので、腰を折って耳を近づけると、少女らしからぬ艶めかしい声で、「非処女じゃ」と耳打ちされた。

			　驚きすぎて、危うく鼻水を吹き出しそうになった。

			「その様子じゃと、お前さんはまだのようじゃな。立派な物を持っておるんに」

			「え、いや、う、嘘だあ」

			「嘘などついとりゃせん。ここの店主、その先代らとも酒飲み仲間よ」

			　先代って、スミレナさんの御両親？　だったら、この子は何歳なんだ？

			　だけど確かに、声には妙な色気がある。

			　脳に直接語りかけられているみたいというか、軽い陶(とう)酔(すい)を覚えるような。

			「――リーチさん、どうしました？　あ、メロリナさん」

			　対応に困っていると、騎士のいるテーブルに料理を運んでいたエリムがオレたちに気づき、少女のものと思われる名前を呼んだ。

			「エリム坊か。ちょうどよい。お前さんからも言うてやりんさい」

			「ああ、そういうことですか。リーチさん、メロリナさんはウチの常連ですよ」

			　度々あることなのか、説明の必要もなく、エリムは一目で状況を把(は)握(あく)した。

			「お前さんは新顔じゃな。わちきはメロリナ・メルオーレという。覚えておいてくんなまし」

			　エリムのお墨付きを得ると、少女にしか見えないその女の子はスカートの両端をちょこんと摘まみ、軽く膝を曲げた。

			「この子、いや、この人、本当に大人なのか？」

			「信じられないかもしれませんが、それは間違いないんですよ。僕は詳しい素性までは教えてもらっていないんですけど、僕が物心ついた頃からメロリナさんは店に通っていて、見た目も全く変わっていないんです。姉さんより年上であることも確実です」

			　……マジで？

			「もういいかや？」

			「う、疑って、すみませんでした。オレはリーチ・ホールラインといいます」

			「気にしないでくんなんし。他人を驚かせるのは嫌いじゃありんせん」

			　カカ、と愉快そうに声を上げる様を見て、オレはようやく、彼女が自分よりも年上なのだと納得できた。自分では――いや、子供では絶対にできない妖艶な笑みには、不自然なところが微(み)塵(じん)もなく、堂に入(い)ったものだったからだ。

			「カウンター席、空いとりゃすかえ？」

			「はい、大丈夫です。すぐに案内を」

			「構いんせん。忙しそうじゃ。自分で行きんす」

			　しずしずと優雅な足取りで、スミレナさんのいるカウンター席に向かう少女――ではなく、成人女性を、オレとエリムは見送った。……うん、ファンタジーだな。

			「――こんばんはぁ。お邪魔しますよぉ」

			　おっと、呆けている暇はない。仕事に戻ろう。

			　新しく店に入って来たお客さんを案内するべく、オレは接客に気持ちを切り替えた。

			　見た感じ、三十そこそこの男性で、まだ見たことのない顔だ。

			　その男性客を見てオレが連想したのは、トランプのジャックだった。

			　髪が外巻きにカールされており、センスが残念なのか、もしくは目立てればデザインなんてどうでもいいと考えているのか、とにかく派手に派手を重ねたローブを着込んでいる。

			　そして、顔をしかめてしまいそうになる香水のキツい匂い。飲食店でこれは、他の客たちの食欲を損ねかねない。できるだけ隅っこのテーブルに案内しよう。

			「いらっしゃいませ。お一人様――ではないですね」

			　後ろに剣士風の男が二人、付き従うようにして控えていた。

			「おやぁ？　見たことがない店員さんですねぇ。もしかして」

			　男にしては高く、間延びした声からは、こっちを値踏みしているような印象を受ける。

			　オレを上から下までまじまじと眺めた男は、にたりと口の端を不気味に吊り上げた。

			　そうして放たれた一言は、ナイフのように鋭利だった。

			「お嬢さん、魔物だったりするんじゃないですか？」

			「……ッ!?」

			　胸を突き破り、心臓を刺されたかと思った。

			　ドッ、ドッ、ドッ、と、鼓動がバイクのエンジンみたいにうるさく跳ねる。

			　無意識に握りしめた手の中に汗がたまり、冷や汗が全身に浮かんだ。

			「うわ、カストールだ」「ウザい奴が店に来やがった」「帰れ、クソ領主」

			　客席から、そんな非歓迎的な言葉が聞こえてくる。

			　この男が……領主？

			【メイローク】の領地を仕切る立場からして、もっと年を食っているのかと思っていた。

			　いや、外見から実年齢は測れないという例をさっき見たばかりだけど。

			「皆さん、聞こえていますよ。陰口なら隠れてしてくださいねぇ」

			　慣れているのか、カストールという名前らしい領主は意に介さない。

			　カストール領主は正面に立っているオレを無視したまま、店内に視線を一巡させた。

			　そこで騎士の存在に気づき、目を見張った。

			「こ、これはこれは、アーガス騎士長殿ではございませんか！」

			　カストール領主は競歩みたいな早足で、騎士二人のいるテーブルへと歩み寄って行った。

			「どうしてこのようなところに……。ハッ、もしや、例の件で、アーガス騎士長殿自ら視察にお越しくださったのですか？」

			「それもあるが、今は別件を調査中だ。静かに食事をさせてもらえるだろうか」

			「やや、お騒がせして申し訳ありません！」

			　ゴマすりの手本を見ているかのようだ。

			　領主といったら、町長みたいなものだろ？　相手が王都の偉いさんだからといって、自分の暮らしている町の長が、あんな風に揉み手をして、へこへこと権力に媚びる様を見せられて、気を悪くしない町民がいるだろうか。あれで支持しろってのが無理な話だ。

			「それでは失礼いたします。貧相な安酒場ですが、どうぞ、ごゆるりとおくつろぎください。あ、ここの支払いは、わたくしめがしておきますので」

			「必要ない。後で貴殿の館へ足を運ぶ。その時に、改めて菓子の一つもいただこう」

			　すげなく言われたカストール領主だが、満面の笑みを崩さず深々と一礼した。

			　そうして騎士長から離れ、また店の出入り口を背にする位置へ戻ってきた。

			　こいつの他人を蔑(さげす)むような目、喋り方、下品な服装、キツい香水、髪型。

			　さっきまではそうでもなかったのに、今はそれら全てが癇に障る。

			　何より、【オーパブ】を貧相な安酒場って言いやがった。

			　怒りで、緋色の瞳がさらに燃えるように赤くなるのを感じる。

			　オレを魔物だと疑っておきながら、カストール領主は何故かそれ以上の追及をしてこない。

			　不安と焦りで頭の中がぐるぐるになり、吐きそうなくらい気分が悪くなっていく。

			　そんなオレの肩に、そっとスミレナさんが手を載せた。

			「この男は店で新しい顔を見つけると、客も従業員も関係なく、とりあえず魔物じゃないかと因縁をつけるの。ただの嫌がらせよ。普通にしていればいいから」

			「スミレナさん……オレ、こいつ嫌いです」

			「そうね。そうなっちゃうわよね。それよりも、リーチちゃん、さっきよりずっと顔色が悪くなっているじゃない。熱が出てきたんじゃないの？」

			　頭に血が上っているせいかと思ったけど、言われてみれば、心なしか呼吸も荒い。

			　熱を意識すると、途端に視界がぼやけて焦点も定まらなくなってきた。

			「……こんなになってまで。エリム、リーチちゃんに肩を貸してあげて」

			　すぐに駆け寄って来てくれたエリムに掴まる。

			　オレに代わってカストール領主と対(たい)峙(じ)したスミレナさんは、静かに怒っていた。

			「こんばんは、領主さん。今日は何をしにいらしたのかしら？」

			　表情は笑顔。だけど、スミレナさんの声には隠しきれない怒気が含まれている。

			　店内はカウンター席を除き、テーブルは全て埋まっており、客の数も五十人をくだらない。そのほとんどが手を止め、二人の遣り取りに固(かた)唾(ず)を呑んでいる。

			「もしかして、コーヒー豆を卸してくださる件、やっと前向きに考えてくださるのかしら？」

			「んふふふ。何度言われても、却下ですねぇ」

			「だったら、何しにここへ？」

			「ご自分の胸に訊いてみるとよいのでは？」

			「ごめんなさい。この店と同じく貧相な胸なもので、さっぱりわかりかねます」

			　スミレナさんが自分の胸に手を添え、わざとらしく皮肉を言った。

			「ふん、相変わらず、減らず口で煙(けむ)に巻いてきますねぇ。それより、この店は、いつまで客を立ちっぱなしにさせておくんですか？」

			「あら？　領主さんはウチのお店、出禁になってるんだけど、ご存じなかった？」

			「ず、ずいぶんと上から目線ですねぇ。仮にもわたしは、この町の領主なのですよ？」

			「鬱陶しさが増したわ。用がないなら今すぐ帰ってくださる？」

			「用件に入らせていただきますねぇ」

			　早くも小物臭が滲み出ているカストール領主が、オホン、と咳払いをした。

			「最近の【オーパブ】は、とみに繁盛しているようじゃないですか」

			「おかげさまで」

			「ただ、気になる話を聞いたんですよ。何やら得体の知れない物を売り出しているとねぇ」

			　酷い言い草だな。カストール領主が言っているのは、当店好評売り出し中、ミノコ印の牛乳――【メグミノコ】（※商品名）のことだろう。

			「新しい商売を始めるのなら、ちゃんと上に申告していただかないと困りますねぇ。わたしのところまで話が通っていませんよ？　だからこうして、わざわざ貴重な時間を割いて、監査に来たという次第なのですがねぇ」

			　この男の粘っこい喋り方を聞いていると、背筋が寒くなってくる。

			　直接相手をしているスミレナさんは、なおさら顔をしかめているはず。

			　と、思ったんだけど。どういうわけか、本人は首を傾げていた。

			「久しぶりに領主さんの顔を見たから、改めて考えてみたんだけど。やっぱりわからないわ」

			「わたし、そんなに難しい話をしましたかねぇ？」

			「難しい話というか、理解に苦しむ話？　ねえ、どうして領主さんに話を通す必要があるの？　だって領主さんでしょ？　町の人たちから例外なく嫌われている。ねえ、どうして領主さんは嫌われ者なの？　それなのに、どうして領主なんてやっていられるの？　どうして領主さんはまだそこにいるの？」

			　これ、言われた方のメンタルは無事でいられるのかな。でもいいぞ。もっとやれ。

			　心の中でスミレナさんを応援していると、肩を貸してくれているエリムが体調を心配して、「家の中に入りましょう」と言った。

			「最後まで見ていたいんだ。悪いけど、もう少し寄りかからせてくれ」

			　カストール領主が【オーパブ】の弱みを探しに来たというなら、オレはこの場にいない方がいいだろう。でも、この先もずっと、そんな風に脅えて暮らすなんてまっぴらごめんだ。

			　スミレナさんが戦っているのに、その勇姿を、オレが見ていなくてどうするよ。

			「ふあっ、リーチさんの胸が当たる……。くっ、なんて柔らかいんだ。耐えろ僕。誘惑に打ち勝つんだ。まだ半月も経っていないんだぞ。先は長いんだ。こんなところで負けてたまるか。ああでも、くそ、こんなに大きくて温かいなんて……くぅぅ」

			　こっちはこっちで、何と戦っているのか。

			　エリムのどうでもいい苦悩はシャットアウトし、意識をスミレナさんへ戻す。

			　もはや顔面神経痛を懸命にこらえているみたいに、表情の体裁をまるで保てなくなっているカストール領主に、ふぅ、とスミレナさんが小さく溜息をついた。

			「まあ、冗談は置いておくとして」

			「じょ、冗談にしては、真に迫っていたように思いますけどねぇ」

			「別に、新しい商売を始めたわけじゃないわ。単純に、新商品を導入しただけよ」

			「本当にそうですか？」

			「言いたいことがあるなら、そっちこそはっきり言いなさいな」

			「どうにもいかがわしい匂いがぷんぷんするんですよねぇ。一部の噂では、若い女性の母乳を販売している、などというものもありましてねぇ」

			　そう言って、カストール領主がオレをチラ見した。

			　ぞわり、と背中に氷を放り込まれたみたいに鳥肌が立った。

			「他にも、見たことのない動物を連れているアナタ方の姿も確認されていましてねぇ。むしろこちらの方が問題でしょうか。未確認動物を町に入れるとなれば、それ相応の調査を然(しか)るべき機関で、時間をかけて行う必要が出てきますからねぇ」

			　そんなことになったら、店の収入が落ちる以前に、オレが生きていけないだろうが。

			「わたし、何か間違ったこと言っていますか？」

			「それに関しては正論だと思うわ」

			「そうでしょう、そうでしょう。そもそもがですねぇ。【オーパブ】などという名前からして風紀的に問題があるとは思いませんか？　これでは勘違いをしてしまう客がいても仕方がない。店長として、改名を考えたりはしないんですかねぇ？」

			　形勢が自分に傾いたと見たのか、カストール領主はほくそ笑み、後ろに控えた従者たちにも一緒に笑うよう促した。

			「…………ねえ、ザブチンさん」

			　対してスミレナさんが、この日一番の冷淡な声を発した。

			　その一言で、カストール領主の眉(み)間(けん)にシワが寄る。

			「その名で呼ばれるのを、わたしが好まないことは、町民なら皆知っているはずですよねぇ」

			　オレはエリムに、「ザブチン？」と単語のみで尋ねた。

			　エリムは領主を指差し、「ザブチン・カストールです」とフルネームを教えてくれた。

			「カストールさん、アナタの香水、飲食店に入って来るには少しばかりキツすぎるわね」

			「んふふ、物の価値がわからない人で――」

			「臭いのよ。その最低なセンスには正気と常識と品性を疑うしかないけど、もしかして本気でオシャレのつもりでいるのかしら？　そんなはずないわよね。アナタが香水を使っているのはチンケな小物臭と一緒に自分のチ●カス臭を隠したいからよね。だったら香水なんて使わずにお風呂で念入りにザブザブとチ●カスを洗い落としてきたらどうかしら。せっかくカストールなんてカッコイイ苗字がついているのに性格と同じで全然カスが取れていないんじゃない？　アナタにこそ改名を勧めたいわ。今日からザブチン・カスマミレとでも名乗ったらどう？」

			　信じられます？

			　見た目、清楚美人なスミレナさんの口から、チ●カスなんて単語が出てくるんですよ？

			　途中、何度か反論しようとしていたけど、カストール領主はスミレナさんが一息つくまで、エサを欲しがる金魚みたいに口をぱくぱくとさせるしかできないでいた。

			「ア、アナタはまたそうやって、町の中に素性のわからない種族を匿(かくま)うのですか!?」

			「素性なんてわからなくても意思の疎(そ)通(つう)はできるじゃない。というか、商売の話をしていたと思ったら、また突然話を変えるのね。問題のすり替えが下手なこと」

			「危険かもしれない。それだけで排(はい)斥(せき)する理由としては十分なのですよ！　保護指定している種族とだけ良好な関係を築ければ、それでいいではないですか！　どうしてわざわざ、危険を招き入れるようなことをするのですか!?」

			「危険が全くないとは言わないわ。でも、アナタたちが危険だと決めつけている種族の中に、仲良くなれる存在だっていることを知っているからよ」

			「自分勝手極まりない見解ですねぇ。わたしなどは、町民の安全を守る立場にあるからこそ、身を削る思いで財を投じ、私兵団を編成してまで、日々魔物討伐の一助になろうとしているというのに！」

			　チラ、チラ、とカストール領主が、何度も騎士長さんの反応を窺っている。

			　どれだけアピールに必死なんだ。

			「どうだか。アナタが邪魔者扱いするのは、魔物指定されている種族だけじゃないでしょう？　リザードマンのように、保護指定されていないだけでも差別するじゃない」

			「いずれは魔物指定される可能性があるからですよ！　危険な芽は早めに摘んでおくに越したことはないじゃないですか！　本当ならねぇ、町の出入り自体規制したいくらいなんです！　それなのに、こんな店があるから、かえって寄ってくるんですよ！　迷惑なんですよ！」

			　声量と剣幕で押し切るつもりなのか、カストール領主は身長差を利用して、スミレナさんの頭上からがなり立てた。

			　力と体格で劣る女性のスミレナさんが、怯えて床に視線を落としてしまう。

			　――なんてことがあるはずもなく。

			　スミレナさんは体重を乗せ、思い切りカストール領主の足を踏みつけた。

			「ぬぉああああああああああ!?」

			「べらべらべらべらと。アナタが本当に町のことを考えて危険な魔物を近づけさせまいとしているんだったら、主張が違ったとしても、アタシもなんとか歩み寄る努力をするわ」

			「あぃい痛っ、いいいだだだ！」

			「でもね、アナタは私欲が透けて見えすぎるの。功を上げて領地を拡大したいの？　それとも王都議会の末席でも狙ってるの？　そんなくだらないことのために、誰かの尊厳を踏みにじる真似をしないでちょうだい」

			　スミレナさんが足をどかすと、カストール領主は崩れるように片膝をつき、踏みつけられた足の甲を押さえて涙目になっている。従者が肩を貸そうとするが、それを突っぱねた。

			「こ、これは傷害行為です！　こんなことをして、ただで済むと思っているんですか!?」

			　あーあ、言っちゃった。浅い。薄い。小物すぎるぞ、カストール領主。

			「アナタは町民を味方につけているつもりなのかもしれませんが、わたしが商業組合に本気で手を回せば、こんな店を潰すくらい――」

			「決を採りましょう」

			　胸の前で腕を組み、仁王立ちするスミレナさんが、しゃがみ込んだままのカストール領主を軽(けい)蔑(べつ)するように見下ろして言った。

			「ザブチン・カストールは【メイローク】の領主として相応しくない。彼の解任を望む者は、その場でご起立を」

			　突然の多数決。もとから立っているオレとエリムは、賛成ならこのままでいればいい。

			　だけど、他の客たちは違う。スミレナさんに味方しようとするなら、わざわざ立ち上がってカストール領主に敵対する意志を示さなくてはならない。それなのに、

			　

			　――【オーパブ】が……揺れた。

			　

			　店内にいた客たち全員が、示し合わせたように立ち上がったのだ。

			「なっ、に……を？」

			　整然とした、一糸乱れぬ集団行動は圧巻だった。

			　カストール領主の下顎(あご)が、わなわなと震えている。

			　そんな情けない姿を曝している男に、大勢の客を背に従えたスミレナさんが、くいっと顎(あご)で店の隅を見るように仕向けた。

			「これ以上の問答は、領主として無能であることをみすみす曝すことになってしまうわよ？」

			　つられて、オレもそちらに目をやった。

			　騎士長だけが、唯一着席したままの例外だった。だけどそれは、カストール領主に味方しているというより、関わることを拒否しているだけに思えた。

			　そしてなんと、若い方の騎士は、他の客と同じように立ち上がっていた。

			　オレと目が合うと、ニカッと笑い、こっそりピースサインまでしている。

			「この先、まだ底の浅い戯(たわ)言(ごと)を言ってくるつもりなら、今度は【メイローク】で暮らす人たち全員に向けて、もう一度同じことを問いかけるわ」

			　カストール領主は完(かん)膚(ぷ)なきまでに圧倒され、二の句も継げない状態になっていた。

			「お引き取りを」

			　身を翻(ひるがえ)しながら、興味を失ったとばかりにスミレナさんは言い捨てた。

			　それからはもう、カストール領主のことを一(いち)瞥(べつ)さえしない。

			　他の客も、一頻りスミレナさんを称えた後は、敗者の存在など忘れて歓談に戻っていった。

			　文句なしに、スミレナさんの完全勝利だった。

		

	
		
			第四搾　魅了してみましょう

			　

			「ん……」

			　背中に、ふわふわとした感触がある。

			　いつの間にか、ベッドに寝かされているようだ。

			　そういえば、スミレナさんがカストール領主を半泣きにさせて追い返したのを見届けた後、その場で気を失ったんだった。エリムが部屋まで運んでくれたんだろう。

			　どれくらい眠っていたのか。まだ営業中だったのに、迷惑をかけてしまった。

			　お酒を楽しんでいたお客さんたちにも水を差しちゃったかな。

			　後で謝らなきゃ。

			　体調は……ダメだ。全然回復していない。頭は熱で朦(もう)朧(ろう)とするし、胸の圧迫感も酷い。

			「ブラジャー……苦し」

			　外してしまおう。オレは寝る時、つけない派なので。

			　目を閉じたまま、手探りで自分の背中をまさぐった。

			　……あれ？

			　無い。ブラジャーのホックが見つからない。

			「あ、んぅ」

			　一瞬、胸の圧迫が強まり、こそばゆい刺激が走った。

			　しかもそれが、二度、三度と続く。

			　え、何、ちょっと待って。

			「ん、ふ、あ」

			　これ、ブラジャーの締め付けじゃない。

			　ブラジャーはおろか、肌に触れる空気からして、上半身が全部脱がされている。

			　そして誰かが、上から押しつけるようにして直接胸を揉んでいる。

			「ふぁ、あん、くふぅ」

			　誰だ？　この揉み方は、スミレナさんじゃないぞ。

			　スミレナさんには初日に風呂で揉みしだかれ、翌日にマリーさんと協力して揉みまくられ、それ以降は、一日一回必ずオレの生(なま)乳(ちち)を触ると宣言されたとおり、事あるごとに揉みくちゃにされているから間違えるはずもない。

			「だ、れ」

			　体はまだ睡眠を欲しているのか、なかなか目蓋が開いてくれない。

			　スミレナさんじゃないとするなら、他に考えられるのは……。

			「エリ……ム？」

			　何してんだよ。何揉んでんだよ。お前、そんな奴じゃないだろ。

			　意識のない女の服を脱がして、変なことするような奴じゃないだろ。

			「や、め、んぁ」

			　何か言えよ。怖いだろうが。

			「すごいのう。ほんにすごいのう。仰向けでこのボリューム。末恐ろしい娘でありんすなあ」

			　オレの訴えに答えたのは、カラカラと弾むような可愛らしい声だった。

			　ようやく、うっすらと目蓋が開いていく。

			　そこで見たものは、オレの腹に馬乗りになり、心臓マッサージでもするみたいに一心不乱に胸を揉む幼女の姿だった。
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			「……メロリナさん？」

			「おお、気がついたかや」

			「何やってるんですか？」

			「揉みとうなる乳があったので揉んでおった」

			　それがどうかした？　みたいなノリで言われた。

			「やめてくれます？」

			「感じんした？　良い声が出ておったえ。下の感度も調べてよいかや？」

			「やめてくれます!?」

			　頭を持ち上げて自分の恰好を確認すると、白いエプロンドレスは完全に脱がされ、ベッドの下に捨てられていた。残った黒いワンピースも、まるでバナナの皮を剥くかのように上半分をズリ下ろされている。つまり、おっぱいモロ出し状態だ。

			　言っても手を放してくれそうにないので、オレは強引に体を起こそうとした。

			　と、そのタイミングで部屋の扉が開かれた。

			「メロさん、何やってるの!?」

			　スミレナさんだ。体調を崩して倒れたというのに、好き放題弄ばれているオレへの仕打ちを見かねたのか、血相を変えて部屋に入ってきた。

			「いやはや、この手に吸いつくような乳、まごうことなき〝ギガンテス級〟じゃな。こうして揉み続ければ、遠くないうちに〝ヘカトンケイル級〟に上がるやもしれんのう」

			〝ギガンテス級〟のネクストステージが発覚した。

			「いくらメロさんでも、やっていいことと悪いことがあるわよ」

			　もっと言ってやってください。この人、全然やめてくれないんです。

			　今もスミレナさんを見て喋っているのに、乳揉みの手は一向に止まらない。

			「怖い顔はよしなんし。乳はこのとおり、二つありんす。分け合えばよかろ？」

			　そういう問題じゃないです。ほらスミレナさん、早く止めてやってください。

			「右乳をいただけるかしら」

			　味方なんていなかった。

			　オレの周りに登場する年上の女性って、どうしてこんなんばっかなんだ？

			「――姉さん、新しい水とタオルだけど」

			　続けてエリムも部屋にやってきた。

			　もう店じまいを済ませてきたのか。ホント申し訳ない。

			　でもようやく、この状況を諌(いさ)めてくれる、良識のある味方が来てくれた。

			「あ、リーチさん、目が覚め――」

			　どぱっしゃああああ!!

			　なんて音を立てて、エリムが盛大に鼻血を噴いた。

			　ちなみに、半分は洗面器と、中に入っていた氷水が床にぶちまけられた音だ。

			　エリムは受け身も取らず、顔面からぶっ倒れた。

			　散乱した水がみるみる赤く染まっていく。

			　…………いや、オレのせいじゃないよ？　オレは悪くない。

			「しまったわ。エリムなんかに、リーチちゃんの生乳を拝ませてしまうなんて」

			「カカ。これでエリム坊も、今夜は精が出るじゃろうのう。文字どおりの意味で」

			　二人に心配する素振りはなく、エリムは放置された。

			　頼れる味方がいないので、オレはスミレナさんが参戦してくる前に上体を起こした。

			　オレに跨(またが)っていたメロリナさんが、わぷ、と可愛い声を出し、ベッドからころりんと転がり落ちた。丸出しの上半身を、すかさず元に戻す。

			「具合はどう？」

			　剥かれたワンピースを正しながら、「あまり良くないです」と正直に答えた。

			「メロさん、原因はわかる？」

			「りぃち、というたかの。りぃちの体調不良は、体内の魔力が、数日間オ●禁したキ●タマのようにぱんぱんになっておるせいじゃ。要するに、溜めすぎが原因でありんす」

			　女子が使う喩えとして、それでいいんですか？

			「順に説明していくが、急激なレベルアップによる魔力供給過多が原因じゃ。低レベル帯ではままあることよ。お前さん、見たところ、一度も魔力を消費しておらんしょや」

			　なんか専門的なことを言い出したけど、お医者さんだったりするのか？

			「リーチちゃん、紹介するわ」

			「紹介なら、もうエリムからしてもらいましたよ？　お店の常連さんだって」

			「あまりおおっぴらに言えることじゃないから、詳しいことはエリムにも言ってなかったの。前に少し話してあったでしょ。サキュバスの知り合いがいるって。このメロさんがそうよ」

			「え、この人が!?」

			　紹介を受けたメロリナさんが、尖った八重歯を覗かせて小悪魔的な笑みを作った。

			「今一度名乗ろう。わちきの名はメロリナ・メルオーレ。年は三百歳前後と言ったところか。よう覚えておらん。見てのとおり、年老いたサキュバスでありんす」

			「三百歳……。見てのとおりって、どこを見てのとおり？」

			「ほれ。髪の色も抜けてしまっておろ？　元はお前さんと同じ金髪でありんした」

			　改めて思う。この世界はファンタジーだと。

			「あれ？　でも、サキュバスだとしたら……」

			　メロリナさんは、銀髪を真っ直ぐ下ろしている。オレみたいに、サイドアップにしてツノを隠したりはしていない。そもそも、ツノが見当たらないんだ。

			「ツノかや？　除角した。人里ではいちいち面倒なんでの」

			「取って大丈夫なんですか？」

			「死ぬようなことはありんせんが、若いうちはオススメしんせん。淫魔は、このツノで性欲をコントロールしていんす。故に、ツノを切り落とすと性欲のタガが外れ、男のナニのことしか考えられんド淫乱になってしまう。わちきはもう閉経しておりんすから、ちょうどバランスが取れておる感じかの」

			「…………。つ、翼は？　服で隠れているだけで、生えてるんですか？」

			「見るかえ？　スミレナ、ちょいと後ろを引っ張ってくんなまし」

			　スミレナさんがメロリナさんの襟首を摘まみ、背中が見えるようにしてくれた。

			　折れそうな細い首に、少しばかりドキドキしながら覗き込むと、メロリナさんの背中には、オレと同じくらい小さな翼が生えていた。

			「これで信じたかや？」

			「……はい。本当にサキュバスなんですね」

			「ついでに、ほれ」

			「あ、尻尾」

			　メロリナさんがオレに向かって軽くお尻を突き出すと、スカートの中からにょろん、と。

			　先っぽがハート形の、黒くて細長い尻尾が零れ出た。

			「サキュバスって、尻尾も生えるんですか？　オレには無いですけど」

			「これは尻尾の飾りを尻穴に挿しておるだけじゃ。引き抜いてみるかや？」

			「えっ、いや!?」

			「カカ。ひっかかりおったの。ちゃんと自前でありんすよ」

			　そう言って、いたずらっぽく笑い、尻尾を上下左右、自在に動かしてみせた。

			「普通なら、第二次性徴を迎えたら自然と生えよるが、お前さんは生理もまだのようじゃし、そう心配することでもなかろ。そのうち、にょろっと生えてきよるわ。陰毛と一緒じゃ」

			　そうそう。ある日突然、一本だけにょろっと生えてきたりするんだよな。

			　じゃなくて。

			「やっぱりサキュバスにも、生理があるんですか……」

			「当たり前じゃろ」

			　だよなー。当たり前ですよねー。

			　はぁ……。

			　まあ、尻尾も厄介と言えば厄介だ。気をつけなきゃいけないものが、また増えてしまう。

			　とはいえ、先輩サキュバスの登場は心強い。

			　オレ自身、まだ自分の体について、わからないことだらけだからな。

			「メロリナさんの翼って、大きさはオレのとそう変わらないですよね。ツノや翼の大きさが、レベルの高さを表す指標になる、みたいなことをエリムから聞いたんですけど」

			「ツノは確かに少しずつ大きくなっていきんすが、サキュバスの翼は、ある程度までレベルが上がるとサイズを調整できるんす。でないと性行為の時に邪魔でありんしょ。必要な時にだけ海綿体が集まり、肥大しんす。ち●こと同じじゃ」

			　わかりやすいけど、さっきからシモで喩えすぎじゃないでしょうか。

			「じゃあ、メロリナさんのレベルはいくつなんです？」

			「わちきか。27じゃな」

			　……ちょっと、すぐには計算できない数字だった。

			　必要経験値が倍々になっていくのが、サキュバスのレベルの仕組みだったはずだけど。

			　ええと、ダメだ。わからない。でも多分、とんでもない数字になる。

			「お前さんのレベルはいくつじゃ？」

			「オレは７です」

			「ふむ。お前さんが転生してきてから、２の４の８の……」

			　計算やめて。オレは何もやってない。

			「体調不良の原因に話を戻すがの。サキュバスは、レベルが上がるにつれて魔力量が増える。これはスミレナが説明したそうじゃな。より詳細に言うと、最大魔力量と、時間当たりの魔力回復量が増える。人にもよるが、レベルが５上がれば、それぞれ倍くらいにはなるかの」

			　てことは。

			　レベル27のメロリナさんは、レベル７のオレの、倍の倍の倍の、さらに倍くらい？

			「で、今問題になっておるのは、本来であれば好ましいもの。レベルアップのボーナスとでも言うべきものでありんす」

			「ボーナス？　ボーナスなのに、どうして体調が悪くなるんです？」

			「淫魔はレベルアップした瞬間、最大量に近い魔力が体内に補充される。魔力は性行為の時に使うと様々な快楽を男に与えるのでありんすが、乱交中にレベルが上がってしまい、うっかり男を腹上死させてしまうほど魔力を使ってしまうという笑い話も珍しくありんせん」

			　全然笑えないんですけど!?　サキュバス怖すぎるんですけど!?

			「お前さん、レベルアップを重ねて魔力がどんどん補充されているのに、一度も外に放出しておらんしょや。だから溜まるばかりで、体が許容できる魔力量を大幅に超えてしまい、パンク寸前なんでありんす」

			「それが、体調不良の原因……」

			「原因がわからず放置していれば、お前さん、近いうちに死んでおったな」

			　そんなにヤバい状況だったのか……。

			「遠い遠い昔、わちきがまだ子供だった頃は、サキュバスも固まって集落を作っていんした。そこで産まれた女子は、体がレベルアップに耐えられるくらい成長するまで男の目に曝さん。急激なレベルアップは、今のお前さんのような状態になってしまいんす。それを避けるため、五歳くらいになると、近所の男を一人ずつ呼んで見抜きしてもらい、少しずつ経験値を上げていく方針を取っておった」

			「とんでもない風習ですね」

			　向こうの世界なら即逮捕案件だ。

			「ええと、つまり、体調を戻したいなら……」

			「魔力を外に放出するしかありんせんな」

			「ど、どうやって？」

			「お前さん、魅了は使えんのかや？　サキュバスであれば、この男を落としたいと意識すれば自然と発動するような能力なのでありんすが」

			「男を落としたいと思ったことなんて一度もないです。今後もありません」

			「死んでもいいのかや？」

			「……いいわけないです」

			「別に性行為をしろとも、複数の男を魅了しろとも言っておりゃせんよ。一人を魅了し続けることでも魔力は消費される。それに魅了の効果は永久ではない。相手の心を一生どうにかしてしまうなどという心配もありんせん」

			「…………それでも」

			「難しいかや？　困りんしたねえ」

			　本当に、それしか方法はないのか。

			　そういうサキュバスの性質に抗うために、ミノコが生まれたのに。

			　皆が口を閉ざしてしまい、通(つ)夜(や)みたいなムードが立ち込めていく。

			　手詰まりな状況もだけど、他の人にまで重い雰囲気を味わわせてしまうのが辛い。

			　とにかく、今はこれ以上レベルアップしない方法を考えましょう。

			　そう言って、とりあえず沈黙を破ろうとした。

			　その矢先だった。

			「リーチちゃん、今からエリムを魅了してみましょう」

			　スミレナさんの提案によって、事態は一気に加速していく。

			　暴走という形で。

			「エリムを魅了するって、何言ってるんですか!?　スミレナさんの弟ですよ!?」

			「だったら見ず知らずの男の人にする？　アタシは事情を説明できる相手の方がいいと思う。下手に恋人のいる相手を魅了なんかしちゃった日には、余計な問題を呼び込むことになりかねないもの。それを考えるなら、エリム以上の適任はいないと思うわ」

			「そ、それはそうかもしれないですけど」

			　淡々と語るスミレナさんに、メロリナさんが背伸びをして耳打ちした。

			「いいのかや？」

			「エリムなら、魔力なしで、とっくに魅了されているようなものだから」

			「ほうほう、なるほどのう。りぃち本人は気づいておらんようでありんすが？」

			「そこがまた、リーチちゃんのアホ可愛いところなの」

			「お前さんも、いい趣味だのう」

			　何をコソコソ喋っているのか、当人そっちのけにして、エリムを魅了するという方向で話が進んで行ってしまう。

			　スミレナさんが、血の湖に浮かんでいるエリムの肩を揺すった。

			「いつまで寝ているの。早く目を覚ましなさい」

			「う、ううん……。ここは……どこ？　僕は……誰？」

			　倒れた拍子に頭でも打ったかな。

			「ここはアナタが仕えている家。主人はアタシ。そしてアナタの名前はエロムよ」

			「僕は……エロム？」

			「スミレナさん、事態が事態なんで、今は真面目にお願いできますか？」

			「ごめんなさい。アタシの中の何かが、チャンスだ！　と囁(ささや)いた気がして」

			　だからって、弟の記憶と名前を改ざんしようとしないでください。

			「エリム、しっかりなさい。リーチちゃんを助けられるのはアナタだけなの」

			「ん、うんん？　リーチ、さん？」

			　まだ意識がはっきりしないエリムの頬を、スミレナさんが気つけとばかりに、ベシ、バシ、ボギ、メキョ、と叩いていく。

			「あだ、うべ、はぶ、ね、姉さん、も、やめて！　起きた！　目も覚めたから！」

			「そ。じゃあ今から、リーチちゃんがアナタを魅了するから、そこに正座待機」

			「み、魅了？」

			　ざっと簡潔に、スミレナさんがエリムに状況を説明していった。

			　メロリナさんがサキュバスだったことを、エリムは初めて知らされたわけだが、驚きよりも「やっぱり人間じゃなかったんですね」と納得していた。

			「事情はだいたいわかりました。リーチさんを助けられるのは僕だけ。そういうことでしたら迷う余地なんてありません。この体、どのようにでも使ってください」

			「そんな簡単に決めていいのか!?　魅了って、ある意味精神支配だぞ!?」

			　永続的なものじゃないとしても、それがきっかけで、エリムとの友達関係にヒビが入ることだってありうる。だったらいっそ、赤の他人の方が――

			　そんな危うい考えを感じ取ったんだろうか。

			　エリムがオレの不安を取り除くかのように、柔らかく微笑んだ。

			「リーチさん、心配いりませんよ」

			「……根拠あるのか？」

			「根拠も何も、これは確定事項なんです。サキュバスの魅了がどれほど強力だったとしても、僕の、リーチさんへの気持ちが変わるわけじゃありませんから」

			「お前、そこまで……」

			　そこまで、自信を持ってくれているのか。

			　何があっても、オレとの友情は不滅だって。

			「やってください、リーチさん」

			　ああ。

			　ああ。

			　ここまで言ってくれる奴を、オレはもう、ただの友達だなんて思えない。

			　エリム、お前は……オレの親友だ。

			「……わかった。お前の覚悟は無駄にしない。だからオレも、逃げずに向き合うことにする。ここで引いたら男がすたるってもんだよな」

			「リーチちゃん、女の子よ」

			「こやつら、素でやっとるのかや？」

			　外野から何やらツッコミが入ったようだが、オレたちの熱い思いを冷ますことはできない。

			　エリム、見せてやろうぜ。オレたちの友情パワーを。

			　と、意気込んだはいいが。

			「いざ魅了と言われても、何をどうやればいいのか」

			「ちゃんと魅了が発動すれば、わちきには、りぃちの魔力の流れを感じ取れる。とりあえず、じっと相手を見つめてみなんし」

			「了解です」

			　メロリナさんに言われたとおり、オレは、背筋を伸ばして正座しているエリムを睨みつけるようにして、じぃぃっと凝視してみた。

			「……どうだ？」

			「ちょっとドキドキしますが、特にこれと言って」

			「リーチちゃん、目が怖いわよ？　不安げな気持ちは残しつつも、優しく笑いかけるように。それでいて、小首を軽く傾げて上目遣いを心がけるのよ」

			　注文が細かいな。

			　だけど、スミレナさんとて花盛りの女性。サキュバスじゃないけど、その意見は貴重だ。

			「こんな感じですか」

			「ぐうっ!?」

			　実践した瞬間、エリムが心臓のあたりを押さえて苦しみだした。

			　これはもしや。

			　すかさずオレは、メロリナさんに意見を賜(たまわ)ろうと振り返った。

			　が、ふるふると首を横に振られてしまう。発動していないってことか。

			　でもそれじゃ、エリムは何に苦しんで？

			「リーチちゃん、そこで一言――……ごにょごにょ……こう言うのよ」

			「え、うえぇ、そんなこと言えないですよ」

			「自分の命がかかっているのよ!?　恥ずかしがっていてどうするの!?」

			　スミレナさんも、声を荒らげてしまうほど真剣にオレを心配してくれている。

			「わ、わかりました」

			　だったらオレも、恥ずかしさを屈服させるつもりで臨むのが誠意というもの。

			　小首傾げと上目遣いは維持したまま、少し体をもじもじさせ、まずは軽いジャブを一発。

			「エリムくん、リーチのこと、好き？」

			「愛しています」

			　これ、かかってんじゃないの？

			「じゃあ……リーチのこと……お嫁さんにしてくれる？」

			　くひょぉぉお、顔面発火しそう。

			　逃げ出したくなる羞恥心を気力で抑え込み、オレはエリムの反応を待った。

			　エリムは、さっきみたいに大きなリアクションは取らない。

			　代わりに、正座から落ち着いた所作で立ち上がり、オレの目を真っ直ぐに見つめてきた。

			　温和なエリムらしからぬ、きりりと表情の引き締まった、精(せい)悍(かん)な男の顔をしている。

			「必ず幸せにします。リーチさん、僕と結婚してください」

			「メロリナさん、これ絶対かかってますよね!?」

			「かかっておらん。魔力の流れを一切感じんせん」

			　てことは。

			「エリムの馬鹿野郎！　まぎらわしいこと言うんじゃねえ！　こっちは冗談でやってるんじゃないんだぞ!?　ネタにネタを被せて遊んでる場合か！」

			「いや、多分、僕のこれまでの人生で、一番真剣だったんですけど……」

			「やだ。ウチの弟、超不(ふ)憫(びん)」

			　くそ、なんで発動しないんだ。魔力ってなんだよ。どうやれば使えるんだよ。

			　もう一度エリムに正座してもらい、次なる手を考える。

			「他にはないですか!?　もうこの際なんで、なんでもやりますよ!?」

			「小首傾げと上目遣いくらいじゃ甘かったのかもしれないわ。もっと相手を誘惑するポーズを取ってみるというのはどうかしら？」

			「有効な手段でありんすよ。一般的なサキュバスが蠱(こ)惑(わく)的な仕草をすれば、ほぼ確実に魅了は発動する上、効果も増幅しんす。その分、より多くの魔力を消費できるしの」

			「誘惑のポーズですか。例えば？」

			「前屈みになって腕を下へ向けて伸ばし、おっぱいを寄せて谷間を強調するのよ」

			「わちきやスミレナでは、どう寄せても叶わん夢のようなポーズでありんすな」

			　二人してわざとらしく、よよよと涙を拭う真似をする。

			「や、やってやろうじゃないですか！」

			　自棄(やけ)気味にぐるぐると腕を回し、頭の中でポーズをシミュレーションする。

			　屈むことで、重力に従って下へ伸びた胸を、横から腕で潰すように。

			　イメージが固まったところで、いざエリムへと向かう。

			「……なんでスミレナさんまで、エリムの隣に正座してるんですか？」

			「特等席で見たいじゃない？」

			　もう好きにしてください。

			　すー、はー、と大きく深呼吸をしてから、オレは頭突きをする勢いで45度腰を曲げた。

			　そして伸ばした両腕で、むぎゅっと胸を挟み、手は膝で固定する。
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			「さあ、どうですか!?」

			　だぷしゃあ！

			　エリムが、本日二射目となる鼻血を噴いた。

			「…………お、おい、エリム？」

			「むぅ、やはり発動しておりんせんなあ」

			「あら、リーチちゃん、そういえば、ブラジャーを外したままだったのね。そんなに胸を強調すると、ぽっちが浮いているわよ」

			　どぷっしゃ！

			「ちょ、おま……」

			「ダメじゃなあ。ちぃとも魔力が動いておりんせん」

			「リーチちゃん、そのままの姿勢で、お尻をこっちに向けて」

			「え、こうですか？」

			「そうそう、突いてとばかりに。いいわ、見事な安産型よ。パンティーラインもくっきりね」

			　ぶぱっしゃ！

			「こ、これ、ちょっと、エリムの出血量がヤバくないですか!?」

			「魔力は確かに持っておる。そしてこの器量。魅了の素質がないとは思えないんじゃがなあ。何が足りんのやら」

			「もう少し色気を上げてみましょう。ぎりぎりよ。ぎりぎりを攻めるの」

			「あの、待ってください。そんなことしたら、エリムが」

			「少しだけ、スカートをたくし上げさせてもらっていいかしら？　今は膝上五センチだから、あと五センチ、いえ、六……七……八…………三〇センチくらいいっちゃいましょうか」

			「がっつりいきましたね！　これ見えてるでしょ!?　ぎりぎりを軽く越えてますよね!?」

			　ばぶっしゃ！

			「ほらああああああ！」

			「ここから、パンツだけを膝まで下げるという合わせ技はどうでありんすか？」

			「名案ね。スカートは持っておくから、パンツはメロさんでお願い」

			「それはヤバいヤバいヤバいエリムが死にますって引っ張らないでええええ！」

			　ぷっしゃああああっ!!

			　天井にまで届く赤いシャワー。

			　ギャグ漫画の古典的なリアクションの一つとして用いられることはあるけど、実際目の前でやられると、ドン引くどころの話じゃない。

			　もはや座っていることすらできなくなったエリムが、ふらふらと前後に船を漕ぎ、ぱたりと静かに倒れた。仰向けになったまま、ぴくりとも動かない。

			　そこでようやく、本当にようやく、オレの服から手を放したスミレナさんたちが、さすがにやりすぎたといった風に、バツが悪そうな顔をした。

			　三人して冷静に、この部屋の状況を確認する。

			　…………酷い。

			　壁紙や天井が白いだけに、凄惨な殺人現場みたいになっている。

			「う、うむ。魅了なしでここまでやれるとは、りぃちは大した娘でありんすな」

			「リーチちゃんなら、これくらい造作もないことよ」

			「なんかオレが原因みたいに言われてますけど、それ責任転(てん)嫁(か)って言いません!?」

			　そして案の定、誰もエリムを介抱しない。

			　だけど迂(う)闊(かつ)に手を出すと、被害が拡大しそうで怖い。

			「メロさん、今のでも魔力が使われた気配はなかったの？」

			「全くなかったのう。これはもう、魅了は使えんと考えるのが妥当でありんす」

			「本能的に、男を誘惑することを拒絶しているのかしら」

			　それなら大いにありうる話だと思った。

			「魅了も使えない。性行為もできないとなると、本当に打つ手なしじゃぞ。あとは、運を天に任せるしかありんせんな」

			「運、と言いますと？」

			「極々稀にじゃが、レベルアップ時に特能が発現するということは知っておるかや？　淫魔は人間と比べて、幾分発現率は高い。可能性は極めて低いが、次のレベル８になった時、特能が発現するのを祈るしかありんせん。それが叶わなければ、選択肢は二つでありんす。このまま死を待つか、男との性行為で魔力を消費する方法を、わちきから教わるかじゃ」

			「ということは、特能が発現していれば、魔力を消費できるんですか？」

			「それはもちろんだえ。じゃが、言ったように奇跡を願うようなもので」

			「特能、オレ持ってますよ!?」

			「なんじゃと？　どの段階で発現したんでありんす？」

			「なんか最初から。レベル１の時からありました」

			「ほっほぉう。まさかの天授かや。カカ。なんじゃなんじゃ、それをはよう言わんか」

			「使い方がわからなかったので、オレもすっかり忘れてました」

			「メロさん、リーチちゃんは助かるの？」

			「特能を使いさえすればの。なんせ淫魔であるサキュバスの特能じゃから、男との性行為中にしか使えんものとてありんす。そうであった場合、結果は同じであろ」

			　まだ安心はできないってことか。

			「サキュバスが、爆破系の攻撃能力を持つことってありますか？」

			「わちきは多くのサキュバスを見てきんしたで、大概の特能なら、名を聞けば、どんなものかわかりんすが、そんな攻撃的な特能は聞いたことがありんせんな。なんという名じゃ？」

			「【一触即発】っていうんですけど」

			　名前を口にした直後、メロリナさんから表情が消えた。

			「どうしました？」

			「ん、ああ、そうじゃな。まず、お前さんが一番気にしておることでありんすが、その特能は性行為中にしか使用できん類のものではない。お前さんは助かりんす」

			「本当ですか!?」

			「やったわね、リーチちゃん！」

			「はい！　よかった、よかったあ！」

			　スミレナさんによる抱(ほう)擁(よう)も、今ならオレの方からだって抱き返せる。

			　いつの間にか、壁に寄りかかって回復に努めていたエリムも、親指を立てて祝ってくれた。顔は土気色を通り越して、なんか白くなっているけど。

			「それで、具体的にはどういう特能なんですか？」

			「わちきが若い頃、一国を傾かせたことがあるという話は聞いているかや？」

			「スミレナさんから。本当にそんなことをしたんですか？」

			「しちゃったでありんす」

			　てへぺろ、と舌を出してウインク。

			　やらかしたことは、これっぽっちも可愛くないのに、その仕草はどえらい可愛さだった。

			　サキュバスが魔物指定されている責任の一端は、確実にこの人にあると思う。

			「対して、これはおとぎ話のようなものでありんすが」

			　言って、メロリナさんが、ぽすんとベッドに腰を下ろした。

			「昔々、歴史書にも載っておらんほど、遠い昔のこと。一人の若いサキュバスがおりんした。そのサキュバスは絶世の美女であったとか、稀代の床上手であったということもありんせん。普通のサキュバスでありんした。ただ一つ、発現していた特能を除いて」

			　ニヤニヤと、メロリナさんはオレの反応を窺うように語る。

			「そのサキュバスが、特能を使って何をしおったと思いんす？」

			　そんな風に訊くってことは、国を傾ける以上のことをしたんだろうか。

			　投げかけられた質問に、オレは答える。

			「国を滅ぼしてしまった？」

			　しかしメロリナさんは、チッチッチッ、と舌を鳴らした。

			「逆じゃ、とも言い切れんか。そやつはな、大陸に百以上もあった国を、全て己(おの)が特能一つで支配し、最後には大陸一強の自分の国を作ってしまいおったそうな」

			「ん……なっ!?」

			「お前さんの持つ【一触即発】とはな、そんな覇業すら為せる特能でありんすよ」

		

	
		
			第五搾　最強の性技

			　

			　オレでも魔力を消費できる類(たぐい)の特能であってほしい。

			　それだけを祈っていたのに、蓋を開けてみると、とんでもない話を聞かされた。

			　特能を使って百以上の国を支配？　自分の国を作った？

			　スケールがでかすぎて、全く実感が湧いてこない。

			「ちなみに【一触即発】は、淫魔の間で〝クイック・ファイア〟と呼ばれているでありんす。効果は対象に触れることで発動しんす」

			「クイック・ファイア!?」

			　なんですか、なんですか、その中二臭のぷんぷんするネーミングは。

			　はっきり言って、そういうのは大好きですよ。

			　向こうの世界だったら〝速射〟って意味があったはずだけど、対象に触れなければならないということは、遠距離タイプじゃない。その上でイメージすると。

			「やっぱり爆破系の特能なんじゃないですかね!?」

			「こだわるでありんすねえ。まあ、ある意味では爆発――否、暴発と言った方が正しいかの。この特能は対象に魔力を注ぎ込むことで、内側から――」

			「ファイアッ!!　となるわけですね!?」

			「いかにも。さらには注ぎ込む魔力量で強弱の調節も可能ゆえ、イカすも殺すも、お前さんの匙加減一つでありんす」

			「生かすも殺すも。ほらほら、どう考えても攻撃スキルじゃないですか！」

			　内部破壊系か。これはあれかな。決め台詞を「お前はもう●んでいる」とかにするべきか。

			「ねえ、メロさん。アタシ、なんとなく、この特能がどんなものか想像できたわ」

			「でしょや。普通、ここまでヒントが出れば、わかりそうなものでありんすが」

			「さっきの話みたいなことが本当に可能なの？　大げさな気がするけど」

			「もちろんまだ秘密がありんす。ただ、魔力調整もままならんうちからそれをやると、下手をすれば相手を殺しかねん。りぃちが特能を使い慣れてから、改めて教えようと思いんす」

			　スミレナさんとメロリナさんが、また何やら密談を交わしている。

			　女の人って、内緒話が好きだね。

			「さて、感激するのはそのくらいにして、試してみようかや」

			「この場でできるんですか？　対象が生物じゃなくても使えるとか？」

			「いんや、生物限定でありんす。さらに言えば、男限定でありんす」

			「え、男……限定？」

			「サキュバスの特能は、そのほとんどが男にしか効果を示さんよ。お前さんの【一触即発(クイック・ファイア)】も例外ではありんせん」

			　この場にいる男なんて一人しかいない。

			　休憩を取ったことで少しだけ回復したのか、エリムの顔にわずかな赤みが戻っている。

			「りぃち、わちきと手を重ねてみなんし」

			　戸を押すみたいにメロリナさんが左手を掲げたので、オレは自分の右手をそこに合わせた。

			　オレも女になって、ずいぶんと小さくなったけど、メロリナさんの手はもっと小さかった。

			「魔力と言っても、初めてではどういうものかわかりんせんよな。この状態で、わちきの手の温度を覚えるつもりで、触れている部位に集中してみんし」

			「ん……と……。こ、こんな感じですか？」

			「よいぞ。わちきは女なので、こちらに魔力は流れてこんが、お前さんの手から確かな魔力の波動を感じんす。大きさも申し分ありんせん。これで一度【一触即発(クイック・ファイア)】を発動して、その時の感覚を、お前さんの基準にしなんせ」

			「基準。ううん……」

			「やってみんとコツも何も掴めはせんか。とりあえず、わちきが見本を見せてやるとしよう。わちきの特能も、基本は対象に触れて発動する類のものでありんすから」

			　重ねていた手を放したメロリナさんが、そんなことを言った。

			「メロリナさんにも特能が？」

			「カカ。好き放題無茶しておった頃は、この特能のおかげで数多(あまた)の男どもが、わちきを求めて群がって来おったものよ」

			　メロリナさんに男が群がる？

			「まさか、男をロリコンに変えてしまう能力!?」

			「お前さん、意外に失礼な奴じゃの」

			　違うのか。

			　ジト目でオレを睨みつけたメロリナさんが、続けてエリムに目をやった。

			　エリムの呼吸はまだ正常とは言えないけど、自分から再び正座の姿勢を取っている。

			　お前ってば、まだ頑張るつもりなのかよ。なんて友情に篤(あつ)い奴なんだ。

			「エリム坊、すまんが付き合ってもらえるかや」

			「そ、その前に確認させてください。メロリナさんの特能は、対象を無理やり虜にしてしまうような、精神干渉系のものではないんですか？　僕には好きな女性がいるので、もしそうなら遠慮させていただきたいんですが」

			「安心せい。違いんす」

			　エリムに好きな人？　いるの？

			　おいおい、つれないじゃないか。教えてくれりゃいいのに。

			　これは親友として、エリムの恋を全力で応援してやらないとな。

			「では、その、しゃ、射精を促すようなものであったりしませんか？」

			「何かまずいのかや？」

			「実は僕、ある願掛けをしているところでして……」

			「ああ、オ●禁しとるようでありんすな」

			「ど、どうしてわかるんですか!?　まさか、姉さんかリーチさんが!?」

			「そうではない。わちきくらい経験を積んだサキュバスであれば、その雄がどれくらい溜めておるのか、肌の色や体臭などからわかりんす。お前さんだと、そうじゃなあ。十日から二週間といったところでありんしょ？　ずいぶんと溜めとりゃすな」

			「す、凄い、当たっています……」

			　凄いとは思うけど、こんなに羨ましくない特技は初めてだ。

			「心配には及ばんよ。お前さんが心配するような特能ではありんせん」

			「じゃ、じゃあ、アソコを刺激するようなものじゃないんですね？」

			「刺激するようなものでありんすよ」

			「ダメじゃないですか！　今の僕は、ちょっとの刺激もまずいというか！」

			「お前さん、童貞でしょや？　なんじゃったら、わちきが筆おろしをしてやりんしょうか？」

			　メロリナさんが、正座しているエリムの膝の上に、向き合う形で跨(またが)った。そのまま抱きつくようにして首に手を回し、吐息が触れ合う距離にまで顔を近づける。

			　エリムの手がメロリナさんを引き剥がそうとしているが、どこに触れていいのかわからないらしく、わたわたと右往左往するばかりだ。

			「は、離れてください！　ああ、お尻柔らかい。僕は……初(はつ)体験は、リーチさんとって決めているんです！」

			　ん？

			「スミレナさん、なんか今、オレの名前が出ました？」

			「出たわねえ。初体験だなんて、エリムってば、意外と大胆じゃない」

			「初体験？　早く助けて、じゃなかったです？」

			「んー、ちょっと無理があると思うわ。やっぱり初体験じゃない？」

			「スミレナさん、自分の弟がピンチなのに、アホなこと言ってる場合ですか？」

			「やだ。アホな子に、アホって言われちゃった」

			　こんな会話をしている間にも、不幸なのか羨ましいのか判断しづらいエリムの苦悩は続く。

			「お前さん、勃起しとるかや？」

			「お答えできません！」

			「隠しても、尻に当たっとるからわかりんす」

			「だったら訊かないでください！」

			「りぃち。わちきが特能を使った後、続けてエリム坊に【一触即発(クイック・ファイア)】を撃ち込んでもらうが、心の準備はできとりゃすか？」

			「え？　あ、いや、もう少し。だって使うとどうなるのか、まだ聞いてないです」

			「ふむ。その様子では、聞けば余計に踏ん切りがつかんくなりそうでありんす。エリム坊には少々酷な仕打ちになりんすが、いたしかたなし」

			　何がいたしかたなしなのか、よっこいしょ、と年寄りくさいことを言いながら立ち上がったメロリナさんが、エリムの肩に右手を置いた。

			「や、やめてください！　僕はオ●禁一ヶ月を成し遂げることで、強(きよう)靭(じん)な精神力を手に入れ、人として、男として、一皮剥けてみせると自分に誓ったんです！」

			「カカ。お前さん、まだ剥けとらんかったのかや。それは好都合でありんす」

			　謎の言葉をエリムに残したメロリナさんが、すうっと目を閉じ、息を吸い込んだ。

			　そして、

			　

			「【一気呵成(ウェノーク・リニック)】」

			　

			　特能の名前だろう。それをメロリナさんが口にした瞬間、彼女の掌からエリムの体の中に、何かが流れ込んでいくのを確かに感じた。

			　今のが……魔力。

			「――――ッ!?　う、ぐ、ああ、ああああああああああ!!」

			　魔力の流れを追っていると、いきなりエリムが、自分の腹を抱えるように背を丸めて悲鳴を上げた。尋常ではない苦しみようだ。

			「メロリナさん、エリムに何をしたんですか!?」

			「【一気呵成(ウェノーク・リニック)】――いかなる包茎であろうと、切る必要なく、たちどころに剥けチンに変えてしまう。それがわちきの特能よ」

			　…………はい？

			「懐かしいのう。この特能の噂を聞きつけた仮性人どもが、列を成してわちきに治療を頼んできおったものじゃ。これがまた儲かってのう。包茎様様であった」

			「で、でも、エリムのこの苦しみようは」

			「この特能を勃起時に使用するのは少々危険でありんす。ただでさえ勃起で皮が引っ張られた状態になっていたものを、わちきがさらに捲り上げているのじゃから。そこに痛みが伴うのは当然と言えような」

			　しかも――。そう言って、メロリナさんは続けた。

			「今回、エリム坊には【一気呵成(ウェノーク・リニック)】を強めにかけた。わちきではもう解けん。自力で解くか、術者を殺して魔力を完全に途絶えさすか、方法は二つに一つ。もっともエリム坊のレベルではどちらも不可能でありんしょうが」

			　なんか、どこぞの人斬りみたいなことを言い出した。

			「ぐ、ああああ、うあああああああああ!!」

			「エ、エリム！　くそ、どうすればいいんですか!?」

			「エリム坊は今、ナニがもげるような激痛を味わっていんす。助けてやれるのは、お前さんの【一触即発(クイック・ファイア)】しかありんせん」

			「まだ説明を受けていません！」

			「そんな暇はない。もって二分。はようせんと、エリム坊の皮が千切れてしまいんす」

			　なんて恐ろしいことを。

			「……こんなやり方は、わちきも本意ではない。後で、いくらでも罵(ののし)ってくれて構いんせん。この幼児体型を好きにいたぶって弄ぶがよかろ。どんな責め苦であろうと、悦んで――喜んで受け入れるつもりでおりんす」

			「き、気持ちだけ。オレのためだっていうのは、わかっていますから」

			「なら早(はよ)う、エリム坊を地獄の苦しみから解放してやりんさい」

			　うずくまって痛みに耐えているエリムの傍らに、オレは膝をついた。

			　正直、怖くて仕方ない。

			　オレの特能は内部破壊系（※予想）なのに、どうしてエリムを助けられるのか。

			　毒を以(もつ)て毒を制す。オレの魔力をぶつけてメロリナさんの魔力を相(そう)殺(さい)するだとか、そういうことだろうか。……わからない。

			「リーチちゃん、お願い。エリムを楽にしてあげて」

			　最愛の弟が苦しむ様子を見せつけられている彼女は、きっとオレより辛い思いをしているに違いない。

			　エリムの頭を指でツンツンと突きながら、「ねえねえ、皮が捲れるのって、そんなに痛いの？　足の小指をぶつけた時と、どっちが痛い？　ねえねえ」と質問しているのも、エリムの痛みを紛らわせるためだろう。

			　オレにしかできない。そう言ったメロリナさんの言葉にすがるしかない。

			　弟を思うスミレナさんのためにも、エリムを助けることだけを考えろ。

			　この時点で、自分の体調を戻すことなんて二の次になっていた。

			「いくぞ、エリム」

			「リ……チ……さん……ぐっ、あっ、ぐぅうう！」

			　メロリナさんがそうしたように、オレはエリムの肩に右手を添え、掌に意識を集中させた。

			　初めて人に――効果の及ぶ男に試すからか、触れている部分がやけに熱く感じる。

			　そして叫ぶ。

			　天より授かりし、特能の名を。

			　

			「【一触即発(クイック・ファイア)】!!」

			　

			　――――ッ!?

			　これが、魔力を放出する感覚。

			　感じる。触れているエリムの服の上からでも、ちゃんと体内に魔力が流れ込んでいくのが。

			　そして魔力が意思を持ち、真っ直ぐ目的地を目指していることを。

			　エリムの肩を発(た)ち、胴体を通って一直線に股間へと向かって走って行く。

			　より詳細に言うなら……これは、

			　――そう、キ●タマだ。

			　キン●マを目標にした魔力が、全速力でゴールを目指す。

			　それは時間にして刹那。

			　注入した魔力が、あっという間にエリムのキンタ●へと流れ込んで行った。

			「うっ」

			　くぐもった呻きを短く洩らしたエリムが不自然に、ビクッ、ビクンッ、と体を震わせた。

			　そうして額を床につけたまま、しん、と動かなくなってしまう。

			「エ、エリム？　もう大丈夫……なのか？」

			　返事がない。苦しむことはなくなったけど、まるで屍のようだ。

			　寝てしまったのかと思うほど、いつまで経っても動かないので、スミレナさんが、ダンゴ虫みたいに丸まっているエリムを、力ずくで仰向けにひっくり返した。

			「…………」

			　エリムは表情を失い、虚空を見つめていた。

			　血を失いすぎて青白くなっているとか、そういうことじゃない。

			　ただ、表情が死んでいた。一言で表すなら、完全な虚無だった。

			「十数日分だし、きっとズボンの中は大変なことになってるでしょうね。アタシは、このままエリムをお風呂場まで引きずっていくわ。背負いたくないし」

			「よろしく頼みんす。わちきは部屋の掃除を始めておくとしよう」

			　てきぱきと事後処理分担を決め、スミレナさんはエリムの両足首を掴み、本当にずるずると床を引きずって部屋を出て行ってしまった。

			　残されたオレは、何が何やらわからず、唖然としてその様子を見送っていた。

			「りぃちよ、体の方はどうでありんす？」

			「あ、えと、まだ体が重いですけど、ほんの少しだけ楽になったかもしれません」

			「レベル７まで溜めに溜めた魔力じゃしの。一回では到底使い切れんでしょや。小分けにして消費していくしかないでありんすな」

			　そうなのか。いや、そうじゃなくて。

			「状況説明をお願いできますか？」

			「うむ。これが【一触即発(クイック・ファイア)】でありんす」

			「全然わかりません」

			「エリム坊はな、お前さんに触れられただけでイってしまったんじゃ」

			「逝った？　死んだってことですか!?　まさか、魔力量の調節を失敗して!?」

			「その逝くではありんせん。性的絶頂じゃ」

			　性的…………何？

			「げに恐ろしい特能よ。お前さんの【一触即発(クイック・ファイア)】は、たとえ重厚な鎧の上であろうが、対象に触れただけで魔力を体内に流し込み、一瞬にして絶頂させる。これほどに凄まじい技の前ではどのようなテクニックとて霞んでしまう。まさしく最強の性技なのでありんす」

			　サイキョウノセイギ。

			　音だけ聞くとカッコイイじゃない。……なんて。はいはい、現実逃避。

			「じゃあ……オレがエリムを、この手でイカせたってことに……なるんですか？」

			「そう言っておろ。その気になれば、この特能で経験値の入れ食いも可能じゃ。サキュバスにとっては、喉から手が出るほど欲しい、夢のような特能でありんす」

			「本当に夢であってほしいです」

			「最初は抵抗があるかと思って、最後まで伏せておったが、実際やってみると、なんてことはなかったしょや？　男のナニに触れることもない。至極簡単な作業じゃ」

			「…………どうなん、でしょうね」

			「なんじゃ。お前さんまで表情が死んでおるぞ？」

			「なんか、大切なものを失った気がして……」

			「カカ。気が早いのう。その台詞は、処女を捨てる時まで取っておきんさい」

			「そんな時は来ませんから！」

			「なんにせよじゃ。エリム坊の射精管理はこれからお前さんの仕事じゃな。頑張りなんせ」

			　紅葉(もみじ)みたいな手をした先輩サキュバスから、ぱしぱしと背中を叩かれ、ありがたい励ましの言葉をいただいた。

			　すー、と目から温かいものが流れてきた。

			　父さん、母さん。そして、未(いま)だ再会できない拓斗。

			　オレはもう、アナタたちに顔向けができません。

			　アナタたちの息子、もしくは親友だった男は、とうとう自分の手で、男から精をしぼり出すという業を背負ってしまいました。

			　もう何度目かも覚えていないし、まだ諦めていないのかと呆れられるかもしれない。

			　それでもオレは、この泣き言を、これからも繰り返すだろう。

			「……サキュバス……やめたい」

		

	
		
			第六搾　マジで惚れそうだ

			　

			　翌朝、エリムにどんな顔で話しかければいいのかわからず、ベッドから起き上がるだけでも並々ならぬ気力を要した。こんなにも鬱な気分は、初日からいじめられっ子ルートが確定した高校入学二日目の朝以来だ。ちなみに、三日目から引きこもった。

			　店に出ると、スミレナさん、エリム、ミノコと、いつもの顔ぶれが揃っていた。

			「……おはようございます」

			「おはよう、リーチちゃん。昨日はよく眠れた？」

			「いえ、あまり」

			　エリムに避けられたらどうしようと、そればかりが延々と頭を巡っている。

			　エリムはカウンター向こうの調理台じゃなく、フロアにあるテーブルで鞄に弁当らしき物を詰め、出かける準備をしていた。

			「エリムの奴、どこか行くんですか？」

			　まさか、オレと同じ家でなんか暮らせない。家を出させてもらいます。……とか。

			　怖い想像をしてしまい、血の気が引くのを感じていると、スミレナさんが「王都へお遣いに行ってもらうの」と言った。

			「お遣い？」

			「ええ。コーヒー豆を買ってきてもらうのよ。いつまで経っても領主は首を縦に振らないし、これ以上待っていても無駄だわ」

			「商い証が無くて大丈夫なんですか？」

			「商品にするわけじゃないし、自分たちで嗜む分には問題ないわ。とにかくコーヒーと牛乳を使ったお酒を早く試したいの。エリムも、牛乳料理に使える食材を探したいみたいよ」

			　オレの考えすぎなのか。どうにもネガティブ思考に囚われすぎている。

			「帰ってくるのは夜遅くになるから、今日は酒場も休業ね。しっかり体を休めなさい」

			「そうさせてもらいます」

			　と、ここでエリムと目が合ったので、オレはぎこちなく「おはよう」と言った。

			　エリムが、挨拶を返す代わりに準備の手を止めた。

			　そしてつかつかと、棒立ちしているオレの所へ真っ直ぐ歩いて来る。その迷いのない歩調はエリムの中で、何かしらの答えが出ているのだと感じさせた。

			「リーチさん、次はいつにしましょう。僕は今からでもイケますよ」

			　きりりとした顔つき。はきはきとした声。

			　それはまるで、ウォーミングアップを終えたスポーツ選手みたいに溌(はつ)剌(らつ)としていた。

			　あんなことがあったのに、なんで？

			「あれ？　もしかして、僕が怒っていると思っていましたか？」

			「……思ってた」

			「そりゃまあ、少しばかり恥ずかしいと感じますが、リーチさんに怒りを覚えるなんてことはありえませんよ。本当に全く。これっぽっちもです」

			　昨日、あれだけ出血したにもかかわらず、エリムの血色はすこぶるいい。

			「オレと、友達やめたいとか思ってないか？」

			「友達……ですか。友達は、んー、あー……はい、思っていません」

			　めっちゃ考えたじゃん。やっぱ無理してるんじゃん。

			「それで、どうします？」

			「今は……やめとく」

			「わかりました。まだ体調が優れないようですし、休息に努めてくださいね」

			　オレの体を気遣った後、エリムは「ところで」と照れ臭そうに言った。

			「どれくらいの頻度を予定されていますか？　体調不良の原因になっている魔力を、ある程度消費するまでは、その、毎日した方が……いいですよね？」

			「そう、だな」

			「そ、それまでは、朝晩の二回！　なんでしたら、朝昼晩の三回だって構わないですからね！　それくらいなら僕、余裕でできますから！　回復にだけは自信があるんで！」

			「エリム、降って湧いたシチュエーションに戸惑う気持ちはわかるけれど、落ち着きなさい。女の子にとんでもないことを口走っているわ」

			「ハッ、僕としたことが！　リーチさん、今言ったことは、全部忘れてください！　できるというだけで、毎日欠かさずやっていたというわけではなく！　って、ぅああもう！　僕は何を言っているんだ！　すみません、気持ち悪かったですよね!?」

			「いや、別に。気にしてない」

			　野郎の一日あたりの回数なんて、毛ほども興味がない。

			「そ、そう言っていただけると」

			　そんなことより、今から言わなきゃならない台詞を思うと、恥ずか死にしそうになる。

			「話戻すけど、体調が戻るまでは一日一回、その……オレの手でエリムのを――じゃなくて、エリムに特能をかけさせてほしい。自分で処理したいかもだけど、あの後、メロリナさんが、空っぽの状態でかけるとキ●タマに負担がどうのって言われて、だから……」

			　ぬあああああ、ホント何言ってんの!?　オレの方こそ何言っちゃってんの!?

			　気をしっかり持て。頭の中で悶絶する自分を思い浮かべながら、オレは話を続ける。

			「体調が戻ってからは……毎日じゃなくていいんだ。二日……ああいや、三日に一回くらい、かな。そのくらいのペースで、お願いできればと……」

			　ふぉおぉお！　ミノコに食われて腹の中に隠れたい！　いっそ殺せ!!

			「リーチさん」

			「もちろん無理なら無理でいいから、はっきりと断ってくれよな！　エリムも、オレなんかにそういうことされるのは、本当は嫌だろうし！」

			　エリムは好きな人がいると言っていた。好きな人がいるのに、オレみたいな紛い物とはいえ他の女に精を抜かれるなんて、耐えがたいことのはずだ。

			　それでも友達思いなエリムのことだから、オレを見捨てられず、自分の気持ちを犠牲にしてしまうかもしれない。

			「ごめん、図々しかった！」

			「リーチさん、聞いてください」

			　嫌われたくない。

			　その一心で撤回しようとしていると、エリムは静かに、だけど力強い声で言った。

			「僕は思ったんです」

			「…………何を？」

			　尋ね返すと、窓から射し込む柔らかい日の光を浴びているエリムが、そっと胸に手を当て、幸せを噛みしめるような笑顔を天井に向けた。

			「男として、これほど光栄なことは他にないんじゃないかって」

			「エリム、お前……」

			　まさか、なんて奴だ。

			　好きな女より、オレとの友情を取るってのか？

			　信じられない。感動なんて言葉では表現しきれないくらい心が震えた。

			　友達の助けになる。それを、ここまで己の喜びとしてくれる。

			　そんな奴を親友と呼ばず、なんと言おうか。

			「お前ってば……カッコ良すぎだろ」

			「そ、そうですか？」

			「マジで惚れそうだ」

			「惚れ!?」

			　感動だけじゃない。篤すぎる義(ぎ)侠(きよう)心(しん)に感服すらさせられた。

			　オレもこんな風にありたいと、強く願ってしまった。

			　こんなことを思わせてくれるエリムとなら、いつか……。

			「姉さん、これってもしかして、僕の気持ちがやっと通じたのかな!?」

			「いいえ。あれはおそらく、かなり見当違いなことを考えている顔よ」

			　そう、いつか。

			　親友を超えた親友。

			〝心友〟にだってなれるんじゃないだろうか。

			「……なんか、そうっぽいね」

			「リーチちゃんのアホっぷりを甘く見てはダメよ。ここでうっかり攻めようものなら、確実に手痛いしっぺ返しを喰らうことになるわ。攻略は慎重になさい」

			「姉さんは、僕を応援してくれるの？」

			「そうね。だって、リーチちゃんがエリムと結婚したら、リーチちゃんはアタシの義理の妹になるもの。昔から言うじゃない。弟のモノは姉のモノ。姉のモノは姉のモノって」

			「イジメっ子が言いそうな台詞だね……」

			　何やら姉弟で話が弾んでいるな。

			　ともあれ、エリムの漢(おとこ)っぷりを見て、自分の未熟さを再認識させられてしまった。

			　拓斗然(しか)り。ギリコさん然り。

			　オレは友達が少ないけど、その数少ない友達は皆、尊敬に足る男たちだ。

			　今はまだまだだけど、いつか必ず追いついてやる。

			　肩を並べて、胸張って、お前らの親友を名乗れるように。

			「で、結局、オレの魔力消費に付き合ってくれるってことでいいのかな？」

			「はい、お任せください！」

			「苦労かけると思うけど、よろしく頼むな。拓斗と再会できるまで辛抱してくれ」

			　言った瞬間、スミレナさんとエリムが目をぱちくりとさせた。

			　特にエリムの顔が、ひょっとこみたいな変顔になっている。

			「オレ、何か変なこと言った？」

			「ど、どど、どういうことですか？　いい、今、今の、今のあのあの、タ、タクトさんと再会すす、するまでまでって、どどどいう？」

			　エリムの動揺が凄まじい。

			「どういうって、拓斗と会えたら、エリムに付き合ってもらう魔力消費を、あいつに代わってもらおうかなって」

			「どうしてです!?　僕では力不足ですか!?　お役御免なんですか!?」

			「だ、だって、あいつは彼女だけじゃなくて、好きな子もいないって知ってるし、エリムより気持ち的に楽っていうか、頼みやすいと思って」

			　拓斗ならきっと、オレの状況を聞けば、「マジで？　オレにその特能、試しにかけてくれよ。――ウホッ、何これパネェｗｗｗ」くらいのノリで付き合ってくれるんじゃないかと思う。

			「リーチさん」

			「ん？　……え、お前、何してんだ？」

			　エリムが真剣な顔つきで、ベルトをカチャカチャと鳴らして外していた。

			「やっぱり今しましょう。すぐしましょう」

			「いや、今はいいって」

			「僕は、タクトさんにだけは負けられないんです！　絶対負けるわけにはいかないんです！　さあ、遠慮なくやってください！　さあ！　さあ！　さあ!!」

			「ちょ、おい、こっち来んな」

			　鬼気迫る剣幕でぐいぐい詰め寄ってくるエリムが、オレの制止に耳を貸さず、ズボンにまで手をかけた。そのまま一気にテイクオフ――

			「んぶっは!?」

			　――したところで、スミレナさんの強烈なソバットがエリムの延髄に炸裂した。

			「必死すぎなのは、逆に引かれるわよ」

			　オレの真横を吹っ飛んでいったエリムが、哀れな半ケツ状態のまま、ずしゃりとうつ伏せに倒れた。その背に、ミノコが前足を片方載せて動けなくしてしまう。

			「く、来るなら来い！　転生者が相手でも僕は負けないぞ!!　タクトさんがどれだけ長い時をリーチさんと一緒に過ごしてきたのだとしても、それを上回るだけの――」

			「んと、そこまで言うなら、じゃあ……やるぞ？」

			　オレはミノコの足の下でもがくエリムの頭に、そっと右手を置いた。

			　掌に集中していく魔力の波動を感じる。

			　そして発動。

			「えいっ」

			「――信頼をリーチさんから勝ち取ってみせ、うっ」

			　二度目だからか、昨日よりもスムーズに魔力を流し込めた気がする。

			　そして、またエリムが動かなくなった。

			「……リーチちゃん」

			「はい？」

			「できれば、お店の中ではやらないでもらえると助かるわ」

			「あ、そうですね。すみません……」

			「あとはまあ、タイミングね。今のはちょっと……」

			　ミノコが嫌そうな顔をしてエリムから足をどけ、壁際に移動した。

			　やれやれと呟いたスミレナさんが、掃除用具入れからモップを取り出した。

			　エリムは動かない。

			　オレはスミレナさんから、家の中に戻っているよう言われた。

			　とても気まずい空気が、その後しばらく流れていた。

		

	
		
			第七搾　最低最悪のビチグソチ●カス野郎だ

			　

			「はふぅ～……」

			　体調不良による体のだるさだけでなく、食事問題やら種族間問題やら乳が重たい問題やら。数えるのもしんどい悩み事からくる溜息が、とっぷりと暮れた大通りに消えていった。

			　料理担当のエリムが不在のため、臨時休業となった【オーパブ】の夜は静かなものだ。

			　休めとは言われているけど、何もせず一人だけ休んでいるのは、逆に気を遣ってしまう。

			　そのため、せめて簡単な掃き掃除だけでもと思い、今は表に出て箒をかけている。

			「どぅは～……」

			　世話になっている恩返しをしたいのに、結局、さらに恩を重ねることになってしまった。

			　エリムには、ホントもうね、なんて言えばいいのやら。

			　そもそもだ。転生の際に種族選択の自由がないっていうのが間違っている。

			　もっとこう、適性種族を選ぶにしたって、アンケートとか取れよな。

			　女の体にも、少しずつ、本当に少しずつではあるものの、慣れ始めてはいると思う。

			　重いことは重いが、胸部にでかい脂肪をブラ下げていることにも違和感がなくなってきた。

			「このメイド服も、すっかり馴染んだな……」

			　精神的には前と何一つ変わらず男のままだけど、頑なに自分が男だと言い張るようなことはしない。しても意味がない。逆立ちしたって、性別が変わった事実は変わらないんだから。

			　その点は、自分でも受け入れていると思う。

			　それでも、男たちからの視線。あれだけは慣れない。慣れる気がしない。

			　そういう対象として見られるのが、ホントもうマジでキモくて仕方ない。

			　注文を取りに行くと、まず胸に目が来る。そして顔に来て、また胸に戻る。

			　カウンターに戻る時は、尻か脚を見られている……と思う。

			　だけど、オレも元男だから、見てしまう気持ちはよくわかる。

			　でかい乳が目の前で揺れていたら、男なら絶対に見てしまう。絶対にだ。

			　もし、拓斗が女になったら――

			　想像すると気持ち悪いけど、あいつなら、そんな逆境すら楽しむ余裕を見せるだろう。

			　仮に【オーパブ】のメイドとして働くことになっても、自分から客にお色気サービスを振り撒いたりして、きっと今以上に店を繁盛させるに違いない。

			　それを考えると、元男だから、男らしくないからできないってのは言い訳だ。

			　本当に男らしい奴なら、スパッと割り切って前に進んで行くはずだから。

			　どう捉えるかは人それぞれだけど、オレはそういう〝潔さ〟こそが男らしさだと思う。

			　決定的に、オレに欠けているものだ。

			「こんなことを、ぐちぐち考えている時点で男らしくないんだよなあ……」

			　必ず追いついてやると意気込んだばかりなのに、早速決意がグラついている。

			「――溜息などついて、どうされたであるか？」

			　意味なく同じ所を何度も箒で撫でていると、覚えのある特徴的な口調で話しかけられた。

			「あ、こんばんは」

			　ギリコさんだ。一列に並んだ頭のイボイボが自慢のリザードマンで、人としてだけでなく、男らしさという点でもオレが一目置いているナイスガイ。

			「御晩である。寝酒に軽く一杯でもと思っていたが、休業日であったか」

			「すみません。今日はエリムがいなくて。ギリコさんは仕事帰りですか？　なんか、ずいぶんぼろぼろですね」

			　濃緑の鱗(うろこ)が土埃で白くなっており、板金装備もキズだらけだ。腰に帯びている剣の鞘と柄のくたびれ具合を見ただけでも、相当な激戦を経てきたのだとわかる。

			「いやはや、久しぶりの大仕事だったのである」

			「どこへ行かれていたんです？」

			「町の南へ十キロほど進んだ先に【パラポ炭鉱】という場所があるのであるが、そこにアリが湧いたので駆除に行っていたのであるよ」

			　白アリ駆除みたいな？

			「【ゴリリアント】なる、一匹が一メートル近くある凶暴なアリなのである」

			「でかっ！　怖っ！」

			「然り。やたら攻撃的で、動物であれば、なんでも捕食しようとする。しかも、放っておくと炭鉱内を穴だらけにしてしまう害虫なのである。崩落の危険もあるので早急に駆除を、という依頼であった」

			　巨大アリか。見たいような、見たくないような。昆虫系はちょっとなあ。

			「そのアリって、手強いんですか？」

			「そうであるな。奴らはすぐに仲間を呼び寄せてしまうので、極力単体を奇襲し、救援信号を出される前に倒すのが最善の戦法であろう」

			「スピード勝負ってわけですね」

			「左様。しかし、甲殻が非常に硬く、的確に関節部位を狙わなければ仕留められない。そして噛まれると、怪我はもちろんなのであるが、唾液に含まれる麻痺毒が厄介極まりない。単身で挑むのは些か危険な相手である」

			「パーティー必須ってことですか。やっぱ、女王アリみたいなのもいるんです？」

			「いる。これがまた大きい。兵隊アリの三倍はあるのである。ほとんど動きはしないのだが、膂(りよ)力(りよく)が桁違いに強く、先の麻痺毒を霧状に散布してくるため、近づくことすらままならぬ」

			「うへ～、完全にボスモンスターですね。倒せたんですか？」

			「苦難の末であった。何を隠そう、最後の一太刀を決めたのが小(しよう)生(せい)で――」

			　と、そこで不意に、ギリコさんが喋るのを中断させてしまった。

			「どうしました？」

			「リーチ殿が聞き上手なので、つい得意気に語ってしまったのである。このような野蛮な話、女人には退屈なのでは？」

			「全然。もっと聞かせてほしいです」

			「クァッ、クァッ、やはり、リーチ殿は変わっておられる。このようなことを言うのは失礼に当たるかもしれないが、褒め言葉と受け取ってほしいのであるよ。さばさばとしたリーチ殿と話していると、なんというか、親しい男の友人と話しているような気楽さを感じるのである」

			　さばさば？　男の友人？

			「う、やはり、気を悪くさせてしまったであるか？」

			「…………ギリコさん、ちょっと右手を開いて、適当な高さに上げてもらえますか？」

			「こうであるか？」

			　顔の高さに、皮手袋をはめたギリコさんの掌が掲げられた。

			　そこへ自分の右手をぶつけ、パァン！　と軽快な音を打ち鳴らした。
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			「……今のはなんであるか？」

			「気にしないでください。嬉しかったんで」

			　オレって単純なのかな。

			　さっきまでの暗い気分が、ギリコさんの一言で綺麗さっぱり晴れてしまった。

			「やっぱ、ギリコさんはいいなあ」

			　あ、口に出しちゃった。

			「何がであるか？」

			「あー、えーと……ですね、その、ギリコさんは他の男性客と違って、真っ直ぐオレの目だけ見て喋ってくれるんで」

			「目以外にどこを――ああ、なるほどなるほど。そういうことであったか。クァッ、クァッ、そう言われてしまっては、小生はこの先、絶対に視線を下げられないであるな」

			　こんな風に冗談っぽく笑い飛ばせるのは、やましい気持ちが一切ないからだろう。

			　さすがとしか言いようがないですな。

			「この流れで出すのは少々気まずいが、リーチ殿に土産(みやげ)があるのである」

			「土産？　オレにですか？」

			　どことなく気恥ずかしそうにしながら、ギリコさんは腰に巻いた麻袋の中から、直線定規のような形をした、真紅の布束を取り出した。

			「先日、王都へ出向いた際、雑貨屋でたまたま目についた故。もらってくれまいか」

			　言われるがまま受け取り、繁(しげ)々(しげ)と見つめるが、何に使う物なのかわからない。

			　丁寧に折り畳まれた布束を広げてみると、三〇センチくらいの長さになった。

			　それが二本ある。

			「リーチ殿の金髪に映えると思うのである」

			　髪に？　ああ、はいはい。用途を理解しましたよ。

			「綺麗な色のハチマキですね。気合いが入りそうです」

			「リボンである」

			　あ、リボンでしたか。だから二本あるのか。

			　質問されたことはないけど、オレが人前に出る時、常に髪をサイドアップにしているのは、左右のツノを隠しているからだと、ギリコさんは察しているんじゃないかな。

			　というか、頼り甲斐ＭＡＸなギリコさんになら、サキュバスだと明かしてもいいというか、むしろ知ってもらって相談に乗ってほしいくらいだ。

			「リーチ殿の趣味でなければ無理にとは言えぬである。後日、また別の物を見(み)繕(つくろ)おう」

			「そんなことないです！　本当に綺麗な色だと思いましたし！」

			「であろう。リーチ殿の瞳と同じ色を選んだのである」

			　おっと、ブーメラン。

			「でも、どうしてオレに？」

			　他の人にも土産を配って回っている風でもないし。

			「誓って下心はないのである。遅くなってしまったが、こないだの礼をと」

			「こないだというと、オレが初めて店に出た日のことですか？」

			「あの時、リーチ殿は、小生のために怒ってくれたであろう？」

			「それを言うなら、お客さんに不快な思いをさせた店側にも責任があるというか」

			「いや、ロドリコ殿を含め、あれはこちらの連れのようなものであったし。何より嬉しかったのである。であるから、気にしないでほしいのであるよ」

			　正直に言うと、リボンなんて趣味じゃない。これ以上、身なりが女子にシフトしていくのは極力避けたい。髪を結うだけなら、今使っているような、ただの紐で十分だ。

			　だけど、ギリコさんがオレのために、あれこれ考えて選んでくれた。

			　そのこと自体を光栄に思う。

			　割り切る潔さ。それが男らしさだと自分に言い聞かせたばかりだしな。

			「ありがたくいただきます。明日から使わせてもらいますね」

			　そう言うと、ギリコさんが、ホッと胸を撫で下ろしていた。

			「ところで、スミレナ殿は店の中であるか？」

			「はい。ミノコ――オレと一緒に町に来た動物と、新しいお酒の開発を頑張っています」

			「おお、酒の新メニュー。それは楽しみである」

			「あー、どうでしょう。女性向けの甘いお酒みたいですよ」

			　度数の高い火酒が好きなギリコさんの三白眼が、しゅんと落胆したように垂れた。

			　強面(こわもて)なのに、ちょっとしたリアクションがカワイイな。好感度アップです。

			「と、話が逸れてしまったのである」

			「他にも用事があったんですか？」

			「そういうわけではないのであるが。……昨日、領主と一悶着あったのだとか？」

			「ええ、まあ。オレも昨日、初めて領主を見ました。想像していた以上に嫌な野郎でしたね。スミレナさんが口でボコボコにヘコましていたんで、ある程度スッキリはしましたけど」

			　完勝だと言っているにもかかわらず、ギリコさんの表情には影がある。

			「リザードマンである小生も領主に不自由を強いられている身。腹に据えかねているところもある。ただ、小生のような根無し草とは違って、スミレナ殿には守る店と家族がある。あまり刺激しない方が賢明だと思うのである」

			「でも、スミレナさんは、やられたらやり返す性格ですよね」

			「基本、三倍返しであろうな。それで懲りてくれる相手なら問題ないのであるが。とはいえ、スミレナ殿には味方が多い。相手が誰でも、まず押し負けることはない」

			「それなら、何が心配なんですか？」

			「いつでも味方が傍にいるとは限らないのである。どれだけ頼もしいと言えど、スミレナ殿は女人。形(なり)振り構わず力ずくで来られたら抗う術(すべ)はないのである。【オーパブ】には大人の男がいない。小生は、それが少し気がかりである」

			「一応、男は二人――じゃなかった。一人いますよ」

			「エリム少年であるか。ん、んーむ……今後に期待であるな」

			　だってよ。頑張れ、エリム。

			「幸い、相手には立場があり、表立って強硬策を取れない。そのため、彼奴(きやつ)は【オーパブ】の弱みを血(ち)眼(まなこ)になって探しているのである」

			　弱み。そう言われて、オレはすぐに自分の存在がそれに当たることを自覚した。

			「相手は曲がりなりにも領主である。一度でも向こうが優勢になってしまえば、なし崩し的に全てを奪われることとて考えられる。相手につけ入る隙を与えてはならない。小生がとやかく言わずとも、リーチ殿なら、この意味がわかっているであろう？」

			「……はい」

			「何度も言うようであるが、弱みを見せてはならぬ。隠しておきたいことがあるのであれば、重々気をつけるのである」

			　ギリコさんは多分、オレが保護指定種族じゃないってだけじゃなく、魔物に分類されている種族だってことにも薄々気づいている。だからここまで念を押してくるんだろう。

			　肝に銘じるくらいじゃダメだ。死に物狂いで隠し通さないと。

			　ぐっと拳を握り固め、自分自身に固く決意した。

			　その直後に、そいつは背後から現れた。

			「――こんばんはぁ」

			　ねっとりと、絡みつくような声は忘れもしない。

			「うーん、静かでいい夜ですねぇ」

			　昨日の今日なのに、また出やがった。

			　下品な服装と香水とヘアースタイルは相変わらず。

			　この町の領主、ザブチン・カストール。

			「……今日は休みですよ？」

			「ええ、存じ上げていますよ」

			　あれだけスミレナさんにヘコまされたのに、なんでそんな楽しげなんだ？　マゾなのか？

			「金色の髪。緋色の瞳。愛らしい顔立ち。あとは、大きな胸ですか。見てのとおり、アナタの証言と一致しているわけですが」

			　オレの外見を確認し、カストール領主が自分の後ろに控えている従者に目をやった。

			　その視線を辿る。昨日見た従者とは違うようだ。

			　そいつは事故にでも遭ったのか、右腕を包帯で吊っており、首にもコルセットのような物を巻いている。満身創(そう)痍(い)に見えるけど、そんな状態で護衛が務ま――……

			　血の気が引いた。

			「グンジョーさん、この少女で間違いありませんね？」

			「ええ、間違いありません」

			　ニヤニヤとした笑みを貼りつけてそこに立っていたのは、かつて【ルブブの森】で出会い、オレをサキュバスだと知って襲ってきた冒険者だった。

			「あ、こちら、先週わたしの私兵団に加わっていただいた、グンジョー・マツナガさんです」

			「よう、お嬢ちゃん。こないだは世話になったな」

			　瞬時に理解した。

			　絶対に知られてはならない弱みを、敵に知られてしまったのだと。

			「まさかあのまま、エリム(クソガキ)の店に住みついていやがったとはな」

			「ふぅむ。パッと見ではわかりませんが、ツノと翼、生えているんですか？」

			「髪と服で上手く隠していやがるんですよ」

			　眼帯をつけていない右目と口元をゲスな形に歪め、グンジョーが無遠慮に近づいてきた。

			　カストール領主にツノを見せるつもりか、ぬぅっとオレの頭に手を伸ばしてくる。

			「またえらく可愛らしい恰好をしているじゃねえか」

			「あっ、や」

			　咄(とつ)嗟(さ)に体を硬直させてしまい、払いのけるという選択肢を失ってしまう。

			　しかし、グンジョーの手はオレに届かない。

			　それより早く、別の影が間に割って入った。

			「ああ？　なんだ、トカゲ野郎か」

			　ギリコさんが、オレを背に庇(かば)うようにして立った。

			「グンジョー殿、女人に気安く触れようとするのは感心しないのである」

			「ああ？　人間様に意見か？　お前に用はねぇんだよ」

			「……そういうことであったか。事が事であったため、婦女子に根掘り葉掘りと尋ねることはするまいと思っていたが、なるほど。以前、リーチ殿に乱暴を働こうとした狼(ろう)藉(ぜき)者(もの)というのはグンジョー殿のことであったか。同行していた他の者たちはどうされた？」

			「連中はすっかりビビっちまって、外に出て来やしねえ。情けないったらねえ。というかよ、魔物を懲らしめようとして、狼藉者なんぞと呼ばれるいわれはねえな」

			　一度はパーティーを組んだこともある二人だけど、そこに仲間意識は皆無。

			　ガラの悪いチンピラのような脅しに怯むことなく、ギリコさんは、真っ向からグンジョーの睨みを受け止めている。

			「グンジョーさん、こんな往来で揉め事はやめてくださいよ？　焦る必要はありません」

			「へへ、それもそうですね」

			　苛立ちの矛をひとまず収めたグンジョーの視線が、ギリコさんの後ろにいるオレに向いた。

			　その目が言っている。楽しみは後に取っておこうと。

			「トカゲ野郎、命拾いしたな」

			　ギリコさんは何も言い返さず、ただ連中をオレに近づけまいとしてくれている。

			「お嬢さん、店長さんは中にいらっしゃいますよね？」

			　許可を求めるつもりもないらしく、カストール領主が勝手に店へ入っていく。

			　グンジョーもニヤけ面を向けながら、それに続いた。

			「リーチ殿、小生たちも中へ」

			「……はい」

			　死刑執行を言い渡される前の囚人みたいな気分だった。

			　ギリコさんと一緒に店に入ると、既にスミレナさんは臨戦態勢で相手を睨み据えていた。

			　敵に向ける、どこまでも冷え切った目だ。

			「ば、化け物も一緒かよ！　領主さん、あれは危険だぜ！　近づくのはやべえ！」

			　ミノコが中にいたのは想定外だったのか、グンジョーが目に見えて慌て出した。

			「みっともないですねぇ。もっとどっしり構えていてください。心配しなくても、こんな所で騒ぎは起こしません。わたしたちは、今後の話し合いに来たんですから。んふふふ」

			　オレとギリコさんは、入り口付近で不気味に笑うカストール領主を迂回し、スミレナさんと合流した。スミレナさんの目から敵意が薄れる。

			「なんとなく状況はわかるわ。……バレちゃったのね？」

			「ヒゲの方……森で会った冒険者です」

			「それはどうしようもないわね」

			「スミレナさん、オレ……」

			　この先で自分に科される処遇を心配するより、取り返しのつかない迷惑を店にかけたことを何より嘆いた。胸を捩(ね)じ切られそうなほど強い後悔を味わっている。

			　そんなオレを、スミレナさんは、そっと胸に抱きとめた。

			「気にしないで。遅かれ早かれ、こういうことは避けられなかったと思うわ」

			「ごめん……なさい……ッ」

			「大丈夫よ。アタシが絶対に守るから」

			　ギリコさんがそうしてくれたように、今度はスミレナさんがオレを背に庇(かば)った。

			「話は済みましたか？」

			「なんの御用かしら？　突然の訪問は歓迎しかねるのだけど？」

			「なんの用かは、そちらがよぉくわかっていらっしゃるでしょうに。一応言っておきますと、一つは魔物の隠(いん)匿(とく)。もう一つは未確認生物による人間への暴行。この二点の容疑が、そちらのお嬢さんと、そのよくわからない大きな動物にかかっています。その真偽確認に来ました」

			「領主自ら、わざわざご苦労なことね。暇なのかしら？」

			「そこにいるお嬢さん、人間ではありませんよねぇ？」

			「人間よ。アタシたちと同じように血が通い、同じように心がある。ひたすらにアホ可愛い、【オーパブ】自慢の看板娘よ」

			「人間？　んふふふ、嘘はいけませんねぇ。魔物ですよねぇ？　サキュバスなんですよねぇ？　自分でそう名乗ったと聞いていますよ？」

			　そうだ。オレが自分で翼まで見せて、サキュバスだと言ってしまったんだ。

			　時間を戻せるなら、あの時、迂闊に正体を曝した自分をブン殴ってでも止めてやりたい。

			「ところで、そちらのリザードマンの彼、どうしてまだこの場にいるんですか？　部外者には席を外してもらいたいですねぇ」

			　カストール領主は自分のキツい香水の匂いを棚上げして、ギリコさんの姿と恰好に辟(へき)易(えき)するようにして鼻と口を手で覆った。

			「小生は今夜、この店に友人として招かれていたのである。先約はこちら。領主殿が御自分の用件を優先したいと仰るなら、せめて同席する権利くらいは主張させていただく。後ろめたいことがないのであれば、構わないはずである」

			「後ろめたいことなどありませんよ。こちらにはねぇ」

			　好きにしたらいい。そう言って、カストール領主はギリコさんから視線を外した。

			「話を戻しましょう。最初に、確認させていただいてもよろしいですか？」

			「拒否できるのかしら？」

			「んっふふふ、できませんねぇ。よもや、その少女の正体を知らずに匿っていたということはありますか？　もしそうだとすれば、アナタの罪はいくらか軽くなりますよ？　その代わり、サキュバスの少女には、人間を騙して取り入っていた罪が加わるでしょうけどねぇ。くふふ、討伐されちゃうかもしれませんねぇ」

			「知らないわけがないよなあ。弟は知っているはずなんだからよ」

			「わたしは、ぜひご本人の口から聞かせていただきたいですねぇ。さあ、どっちなんですか？　知っていたんですか？　知らなかったんですか？」

			　知らなかった。そう言わせて、スミレナさんがオレを切り捨てるところが見たいのか。

			　それとも、単純に相手を困らせて楽しんでいるのか。

			　どちらにせよ、相手の弱みを攻撃し、執拗にいたぶることで悦(えつ)に浸る輩ってのは、こうまで醜い顔ができるものなのか。胸糞悪くなる。

			「何を言っているのか見当もつかないわ。さっきから言っているでしょう。この子は人間よ。確かに悪魔的に可愛いけど、何か勘違いしていないかしら？」

			「んー、困りましたねぇ。こちらとしても、こうして魔物が町に入り込んでいるという情報を得ている以上、確かめないわけにはいかないんですよ。領主権限を行使してでも、事情聴取をさせていただかなくてはいけませんねぇ」

			「そういうわけだ。大人しくこっちへ来い」

			　またもやグンジョーがオレに近づき、今度は腕を取ろうとする――が、

			　カチャリ。硬い音を立て、ギリコさんが、腰に差していた剣の身をわずかに覗かせた。

			「同じことを二度言わせるつもりであるか？」

			　爬(は)虫(ちゆう)類(るい)特有の、という表現は好ましくないが、この時ばかりは生物の温度を感じさせない冷たい目がグンジョーを効果的に射竦(すく)め、動きを封じた。

			「へ……へっ、そんな睨むなよ」

			「次に許可なくリーチ殿に触れようとすれば、その時は腕を斬り落とすのである」

			「わ、わかったよ。わかったから、その物騒な物を仕舞え」

			　グンジョーは、冒険者としてベテランの部類だとエリムは言っていた。

			　そのグンジョーを、ギリコさんは威嚇だけで完全に制している。

			　チン、と鈴のような鍔(つば)鳴(な)りを立て、ギリコさんが剣を鞘に収めた。

			　スミレナさんが、改めてカストール領主に向き直る。

			「この子は今、体調を崩しているの。熱もある。尋問するというのなら、今回はアタシだけにしてちょうだい」

			「しかしですねぇ。町民への脅威となりかねない存在を、みすみす放置しておくというのは、領主として見過ごすわけにはいきません。こちらの面目というか、示しもつきませんし」

			「ちまちまと、たくさん建前を用意してきたみたいだけど、どうせ一番の目的は、ウチの店を潰すことなんでしょう？　相変わらず、性格の悪さが滲み出ているわね」

			「んふぅ、酷い言われようです」

			　上辺だけの台詞を、さらに並べ立ててくるのか――。

			　そう思った矢先、ここまで沈黙を保っていたミノコが不意に動き出した。

			　グンジョーがビクリと肩を跳ねさせ、カストール領主の後ろに隠れてしまう。

			　ミノコはカストール領主に攻撃を仕掛けるでもなく、自ら店の出口まで歩き進んだ。

			　そこで振り返り、「モ～ォウ」と低い声で鳴いた。

			「お前、何を……」

			「リーチちゃん、ミノコちゃんはなんて言ったの？」

			「……自分は……大人しくついて行くって……」

			「そう」

			　悲しそうに視線を落としたスミレナさんが、オレからギリコさんへと意識を向けた。

			「ギリコさん、これからちょっと領主邸まで行ってくるわ。でも、後で連中がリーチちゃんを捕まえに戻ってくるかもしれない。アタシが戻ってくるまで、リーチちゃんのことを警護してもらえないかしら」

			「任されたのである。小生の命に代えてでも」

			「それと、もう一つ。エリムが帰ってきたら、メロリナ・メルオーレという人に、このことを伝えに行くよう言ってほしいの。頼まれてくれる？」

			「委細承知したのである」

			「ありがとう。ギリコさんがこの場にいてくれて、本当によかった」

			　ギリコさんにお辞儀をしたスミレナさんは、「すぐに帰ってくるわ」と言って、オレの頭を一撫でした。

			「どうやら話はまとまったようですね。グンジョーさん、【オーパブ】の店長さんを馬車まで案内してください。その動物は……歩いていただくしかありませんねぇ。とりあえず、目的の半分は果たせます。今回はこれで良しとしましょう」

			「ほ、ほら、ついて来い。暴れたりするなよ」

			　先にグンジョーが店を出て、その後ろをスミレナさんとミノコがついて行った。

			　それをじっと、カストール領主は黙って見送っていた。

			　笑っていやがる。

			　カストール領主の後ろ姿からでもそれがわかる。これで満足かよ。

			　…………。

			　いや、待て。

			　カストール領主は、昨日も店にやって来た。

			　なら、オレのことをグンジョーから聞いたのはいつだ？

			　今朝？　昨日、店に来た後？

			　違う。グンジョーがカストール領主に接触したのは、もっと前なんだから。

			　ということは、昨日の時点で、とっくに知っていたはずだ。

			　知っていたのに言わなかった。

			　あの場には、騎士がいたから。

			　あそこでオレの正体を明かしてしまうと、騎士に引き渡さなくてはならなくなるから。

			　自分の手で、オレとスミレナさんを断罪できなくなるから。

			「こいつ、ヤバい……」

			　ふるふると、感情が外に漏れ出すかのように、カストール領主の肩が小刻みに震え出した。

			　その震えはみるみる大きくなり、やがて、がくがくと全身を揺れ動かしていく。

			「うふ、うふふ……うは、うはははははははははははははははは!!」

			「……豹(ひよう)変(へん)、しやがった」

			「うふふぁははは！　やっと！　やぁっとですねぇ！　ついにですねぇ！　とうとうこの時が来てくれました！　ようやく、ようやくあの女に報復できますよ！」

			　ぐるりと顔をこちらへ回したカストール領主の目は、完全にイってしまっていた。

			「あの女には、散々コケにされ、恥をかかされました。町民の前で。そのせいで町民の中にはわたしより、あの女の方が領主に向いているなどと囁く輩まで出てくる始末。そんなわたしの気持ちがアナタにわかりますか？」

			「アンタ、王都に媚びを売りたいから【オーパブ】を潰そうとしていたんじゃないのか？」

			　カストール領主にある最も大きな感情は、目立ちたいとか、出世したいだとか。

			　そういった自己顕示欲なんだと思っていた。

			「そんなもの、あの女への恨み辛みに比べたら全部、全部全部全部ついでですねぇ。わたしが何より求めていたのは、あの忌(いま)々(いま)しい女の顔を屈辱に歪めてやることなのですよ」

			「……イカれてやがる」

			「事情聴取と言っても、ほとんど裏は取れているようなものです。多少、手荒なことをしても問題にはならないでしょうねぇ。うふふふふ。んふふふふふ！」

			　れろぉ、と自分の口の周りに舌を這わせるカストール領主の姿は、絶望的なまでに理性的な人間とはかけ離れていた。

			「じっくりと時間をかけて訊き出すとしましょうか。んふふふ、でも、あの女は口を割らないでしょうねぇ。それならそれでいいんです。むしろ、その方がいいんです。んふふふふふふ、考えるだけで楽しみですねぇ。どうやって辱めて泣かせてやりましょうかねぇ」

			　オレがサキュバスで、ギリコさんが保護指定外種族だからか、カストール領主は自分の裏の顔を隠そうともせず、嬉々として悪意を吐き出していった。

			「こういうのはどうです？　先日、わたしの私兵団がゴブリンの巣を一つ掃討しましてねぇ。その時に何匹か捕えたんですが、そいつらと同じ檻に放り込むのも悪くないと思いません？　んっふふふ、どうなっちゃうんでしょうねぇ」

			「お、前……スミレナさんに何かしたら、ブッ殺すぞ!!」

			「貴君、それでも領主か!?」

			「んふふふ、冗談。冗談ですよ。ですが、彼女の次は、アナタの番ですからねぇ？　どうして人の町に入ってきたのか、何を企んでいるのか、吐いてもらいますからねぇ」

			「オレは、何も企んでなんか！」

			「んっふぅ。そんなこと、どぉぉでもいいですねぇ！　逃げますか!?　逃げてもいいですよ!?　逃げるということは、魔物だと公言したも同じ！　すなわち魔物を匿っていた彼女は重罪！　どんな目に遭わされても文句は言えませんねぇ！」

			　もう一つ、オレは思い違いをしていた。

			　カストール領主は嫌な奴なのだと、そんな風に思っていた。

			　全然違う。

			　昨日見たカストール領主の態度なんて、まだ紳士だったんだ。

			　こいつの本性は、正真正銘、最低最悪のビチグソチ●カス野郎だ。

			「それでは、今日のところはお暇(いとま)いたしますねぇ。また、改めてお会いしましょう」

			　吐き気を催す笑みを残して、カストール領主は小躍りしながら店を出て行った。

		

	
		
			第八搾　戦う決意

			　

			　間もなく日付も変わろうという時分。

			　オレは薄暗くした自室のベッドに腰掛け、ぼんやりと自分のステータスを眺めていた。

			[image: kei.png]

			【リーチ・ホールライン】

			レベル：７（44／64）

			性別：女

			種族：サキュバス

			年齢：17

			職名：酒場の看板娘

			特能：一触即発(クイック・ファイア)

			[image: kei.png]

			　今日は店が休みだったのに、それでも経験値はいくらか増えている。どこの誰だよ。

			　まだまだ貯蔵魔力は満タン以上にある。

			　この状態でレベル８に上がってしまうのは危険だ。早々に魔力を消費しなければならない。

			「酒場の看板娘か……」

			　これはもう名乗れないな。

			　最初は〝娘〟の字が入っているだけでも嫌だったのに、二週間もメイド服を着て仕事をしているうちに、慣れてしまっただけじゃなくて、今度は〝看板〟の字が入っていることに誇りを持つようになっていった。それだけ仕事に必死で、真剣で、がむしゃらだった。

			　この世界でミノコと生きていくために。

			　世話になった人たちに恩を返すために。

			　引きこもりだった自分を変えるために。

			　理由はなんであれ、仕事にやりがいを感じるようになってきていた。

			　自分でも、店の戦力として自信を持ってもいいんじゃないかと思い始めていた。

			　文字だって、店のメニューだけなら、かなり書けるようになったんだ。

			　エリムに教わって毎日書き取りの練習をした。

			　自分の書いた字で注文を通せた時は、それはそれは嬉しかった。

			　お客さんたちも、経験値に関する点を除けば、ほとんどが気のいい人たちだった。

			　酔っ払った男性客のセクハラは鬱陶しかったが、スミレナさんが〝店員へのおさわり禁止。一回につき、罰金５，０００リコ也〟の注意書きを店の壁に貼ってくれた。

			　でも逆にセクハラは増えた。

			　５，０００リコは、高すぎず、安すぎず。

			　５，０００リコ払えば、一回セクハラしてもいいんだと勘違いした客が増えたのだ。

			　スミレナさんが一睨みで場を収めてくれることもあれば、エリムが出張って来て返り討ちにあったり、他の女性客が助けてくれたりすることもあった。

			　酒が入ると、客はいろいろな顔を見せた。脈絡もなく自分語りを始めたり、その日の愚痴を淡々と吐き出したり。急に泣き出す人もいた。

			　それでも店を出る頃になると、客は皆一様に、笑顔になっていた。

			【オーパブ】は、訪れる客を笑顔にできる空間だった。

			「ありがとうございました。またお越しください」と言うのが好きだった。

			「また来るよ」と返してもらえることが、たまらなく嬉しかった。

			　オレはステータスを消し、ベッドから立ち上がった。

			　蝶々結びにしてあった腰のリボンを解き、肩から白いエプロンドレスを抜いて床にぱさりと落とした。続けて黒いワンピース。これの背中についているボタンも全部外し、脱ぎ落とす。

			　ニーソックスも脱ぎ、下着姿になったオレは、それらをベッドの上で丁寧に畳んだ。

			　この服は目立つし、何より【オーパブ】での思い出が染み込みすぎている。

			「楽しかったなあ……」

			　仕事を始めた日からの一日一日を順に思い出していくと、ぼろぼろと大粒の涙が零れた。

			　ほんの一時だったけど、前世も含めたオレの人生の中で、間違いなく一番充実していた。

			　新しく友達ができた。尊敬する人たちもできた。

			　サキュバスなんていう魔物にされたけど、それでも転生してきてよかった。

			　たとえわずかでも、彼らと過ごした時間は、そう思えるくらいオレの中で宝物になった。

			　それなのにオレは、彼らの日常を壊してしまった。

			　オレがいなければ、こんな事態にはならなかった。

			　カストール領主のヘイトはオレじゃなく、スミレナさん一人に向けられていたけど、オレがいたから敵に付け入る隙を与えてしまった。オレがこの町に、この店に来てさえいなければ、何事もなくスミレナさんは領主を適当にあしらい、平和な空間を維持していたはずだ。

			「オレなんかを……匿ったせいで」

			　責任を取らなくちゃいけない。

			　転生した時に着ていた白いワンピースに着替えている途中で、エリムのことを考えた。

			「あいつには、もう会えないな」

			　当然だけど、エリムの美味い料理も、もう食べられないのか。

			　…………やべ、また泣きそう。

			　首を通すと同時に上を向き、涙を堪えた。

			　最後に一言くらい挨拶しておきたかったけど、そんなことをすれば、あいつは平然と危険に飛び込んでしまう。弱いくせに、正義感だけは人一倍強い奴だから。

			　いきなり女が居候してしまって、肩身の狭い思いをさせてしまっただろう。

			　オレが元男だって打ち明けていれば、そんな遠慮をさせることもなかったかな。

			　結局、秘密にしたままになってしまった。

			　とにかく明日からは思う存分、一日三回だろうが、五回だろうが、好きなだけ励んでくれ。

			　でも、オレでするのだけはやめてくれな。

			　白いワンピースに着替え終えたオレは、肩甲骨の辺りに力を入れ、翼が外に出ていることを確かめた。結わえていた髪も下ろし、小さなツノも曝け出す。

			　これで誰が見ても、オレが人外だとわかる。

			「エリムを魅了して、スミレナさんを脅して、この家に居座っていた悪い魔物の完成だ」

			　言い聞かせるようにして、自分の姿を確認した。

			　果たして何人が、そう思ってくれるだろうか。でも、やっておかないとな。

			　スミレナさんたちにかかる迷惑は、少しでも取り除いておきたい。

			　今も店の前ではギリコさんが見張ってくれている。オレが寝入っても、エリムが帰っても、朝になっても、スミレナさんが戻るまで、彼は不眠不休で警護を続けるつもりなんだろう。

			「ついて来てほしいって言ったら、なんて言われるかな」

			　馬鹿なことを考えてはいけないのである。そう言って、止められるだろうな。

			　それでも行くって言ったら、きっと最後にはついて来てくれるだろう。

			　そんな優しい人だからこそ、これ以上巻き込みたくない。

			　オレはギリコさんに、建物を隔てて謝罪と感謝から頭を下げ、悟られないように扉からではなく、薄桃色のカーテンを引いた窓を伝って外に出た。

			　ケジメだけはつけなきゃいけない。

			　オレの手で全部終わらせる。

			　全部終わらせて、そしたら――……

			「……町を出よう」

			　身に染みてわかった。オレがいると、余計な波風を立ててしまう。

			　呟いた後、今日までに会った、たくさんの人たちの顔が頭に思い浮かんできた。

			【メイローク】は、本当に素敵な町だった。

			　この町の人たちに、オレは胸を張って「大好きです」と言える。

			　ただ一人、ザブチン・カストールという男を除いて。

			　たとえ、忌み嫌っていたサキュバスの力を揮(ふる)おうとも、絶対にスミレナさんを取り戻す。

			「待っていろよ、チ●カス領主。今から片をつけに行ってやる」

			　戦う決意をしたオレは、暗く静まり返った夜の町をひた走った。

		

	
		
			第九搾　ゾクゾクしちゃった

			　

			　町の入り口に焚かれた獣除けの篝(かがり)火(び)と違い、【メイローク】の道を照らす街灯には火属性の五等級魔石が使われているそうだ。等級とかよくわからないけど、常時穏やかに発火しているそれは、無機質な水銀灯よりも温かい光で、提灯(ちようちん)明かりを思わせる。

			「何か履いてくりゃよかったな」

			　舗装された道とはいえ、裸足で走っていると、細かい砂利(じやり)で擦り傷を作ってしまいそうだ。オレが外に出ていることを、ギリコさんに気づかれるわけにはいかないので、これは我慢するしかない。

			「こういう時こそ飛べたら便利なのに」

			　背中に力を入れてぴこぴこと翼を動かしてみるが、飾り以上の役目を果たしてくれそうにはなかった。あんまり動かしすぎると、背中がつりそうだ。

			　一キロほど走ると、落ち着いた雰囲気のある【メイローク】には不釣り合いな、自己主張の強すぎる豪邸が見えてきた。

			　質素倹約？　何ソレ？　な派手派手しい建物。屋敷というより、まるで城だ。

			　町民とは、明らかに違う贅沢な暮らしをしていますと言い触らしているようなものなのに、どうして領主として、人心を得られると思えるんだろうか。王様の真似事でもしているのか。自分で自分の首を絞めているアホにしか思えない。

			　肩で息をしながら領主邸の門前までやって来たものの、深夜という時間帯もあり、その門は固く閉ざされている――が、門(もん)扉(ぴ)の両脇でちろちろと瞬(またた)いている篝火が、人の影を作っていることに気がついた。左右に一人ずつ、門兵がいる。

			「おお、本当に来やがった」

			「トカゲはいないみたいだな」

			　その発言から察するに、オレとギリコさんがここへ来るかもしれないと、事前に聞かされていたようだ。

			　二人とも恰好が違うし、町の守衛って感じもしない。鎧の類は着けておらず、ガラの悪さと相まって、コンビニの前なんかでたむろしている不良みたいに見える。

			「これ、捕まえちゃっていいんだよな？　危なくないよな？」

			「さっきのでかい動物は要注意だが、サキュバスの娘に危険はないはずだって、グンジョーの野郎が言ってやがっただろ」

			　警戒していたのも一瞬。左の男の言葉を受け、右の男がへらっと笑った。

			「へへ、そうだったな。嬢ちゃん、悪いが説得は無駄だ。捕まえさせてもらうぞ」

			「カストール領主の所へ連れて行ってくれるのか？」

			　尋ねると、男二人は顔を見合わせ、ことさらにいやらしい笑みを作った。

			「連れてってやるよ。ただし、先にちょっとつまみ食いさせてもらうけどな」

			「まだ幼い顔に似合わず、たまらない体をしていやがるな」

			　男ってやつは、どうしようもないな……。

			　元男として、情けないっつーか、恥ずかしいっつーか。

			　少しはストイックなギリコさんを見習えよ。

			「ハナから説得なんてするつもりはない。どけ。オレは今、気が立ってる」

			「おほほー、怖い怖い。でも偶然だな。お兄さんたちも勃ちそうだよ」

			「さっさと捕まえて、そこの柱の陰で犯(や)っちまおうや」

			　門兵を相手にどけと言って、素直にどくわけないか。

			　真っ直ぐカストール領主の所まで辿り着けたら手っ取り早かったんだけど。

			　……でもまあ、

			「お前らみたいなゲスなら、オレもやりやすいや」

			　オレは左の男に左手を伸ばし、胸板にそっと触れた。

			「なんだ？　もしかして、アンタもその気で来たのか？　んじゃ、遠慮なく俺から」

			「待てよ待てよ。ここは公平に順番を決めようぜ」

			「嫌だね。せっかく俺を指名してくれてるんだ。応えるのが男って――」

			「【一触即発(クイック・ファイア)】」

			「――うっ」

			　くぐもった呻きと共に大きく仰(の)け反(ぞ)った左の男が、その場で糸が切れたように崩れ落ちた。

			　白目を剥き、完全に気絶している。じわりと、ズボンの股間部分に染みが広がっていった。

			　よし。左手でも、ちゃんと魔力を流し込める。

			「お、おい。今……何をした？」

			「しぼり出してやったんだよ。精気をな」

			「ま、まさかそいつ、死んで……」

			「こいつはもう、イっている」

			　これ、オレの決め台詞？　なんかヤだな……。

			「お前もこうなりたくなかったら、門の鉄格子に背中を向けて跪け。言うとおりにするなら、命だけは助けてやる」

			　正面に掌をかざし、いつでも命を奪えるのだというアピールをする。

			「くっ」

			　抵抗はなかった。

			　オレは気を失った男の腰からベルトを抜き、気丈に振る舞ってはいるけど、膝をガクガクと震わせている男の両腕を格子にくくりつけた。

			　さて。

			　とりあえず、オレは動けない男の顔を足で踏んでみた。

			「な、なんのつもりだ!?　こんなことをして、俺が悦ぶとでも思っているのか!?」

			　悦ぶってなんだよ。その発想はなかったわ。

			　足からも魔力を流せるのか試したんだけど、結果は――流せなかった。

			　魔力の繰り方が上達すれば、できるようになるかもだけど。

			　とにかく今は、手を縛られたりするとまずいってことだ。

			「んじゃ」

			「や、やめろ！　やめろおおお!!」

			　足をどけてから男の額に手で触れ、魔力を流した。

			「アッヒイィイイ!?」

			　ビリビリと、感電したみたいに男が全身を痙(けい)攣(れん)させた。

			「な、なんだ今のは!?　か、快感が、走り抜けた!?」

			　もう一回。

			「ン、フゥウウウ!?」

			　気絶しない。絶頂もしていない。

			「……クハッ……ハァ……な、何が起こっているんだ!?」

			　なるほど、把(は)握(あく)できた。

			　魔力の使用に慣れていないオレは、まだ細かい調節なんてできない。

			　今のオレでは、流し込む魔力量を大雑把に変え、【一触即発(クイック・ファイア)】を、せいぜい三段階の強さに分けるのがやっとだ。強い順に〈甲〉〈乙〉〈丙〉とする。

			〈乙〉は、オレが特に意識せず魔力を流し込んだ時の強さとする。

			　この出力なら、さっきの男のように一瞬にして絶頂させ、戦闘不能にすることができる。

			　エリムに使っていたのもこれだ。

			　そして今、拘束した男に使っているのは〈丙〉。

			　極々微弱な出力だ。魔力を流し込むというより、魔力を肌に触れさせるイメージに近い。

			　これなら絶頂には至らない。でも、大きな快感は与えられる。

			　つまり、寸止めだ。

			　最後に〈甲〉。これは遠慮なしの最大出力とする。

			　まだ使ったことはないし、使ったらどうなるかわからない。下手すりゃ精をしぼり尽くして相手を殺してしまうということも考えられる。

			「お前に訊きたいことがある」

			「く、口を割ると思うのか？　――アヒィィィィイ!?」

			「屋敷の中に、私兵は何人いるんだ？」

			「け、契約している以上、雇用主の不利になるようなことは言えな――アハァァアン!?」

			「言え」

			「……くっ、殺せ！　――ンアッハアアアアアン!?」

			　意外にも職務に忠実じゃないか。

			　でも悪いな。スミレナさんがカストール領主の手に落ちている以上、オレも手を抜くわけにいかないんだよ。

			「言うまで寸止めを続けるからな」

			「アァァァァァ!!　イィイイイイ!!　ウンアアアアアアア!!」

			　男は犬のようにだらしなく舌を出し、ぼたぼたと涎(よだれ)を零した。

			　まるで、電気イスにでもかけられているかのようだ。

			　やられていることは同じか。

			　痛覚を攻めるか、快感を攻めるか。どちらも使い方次第で拷問になり得る。

			「イイイイクゥゥゥ!!　イク!!　イグゥゥゥウ!!」

			「イカないし、イカせない」

			　サキュバスに備わっている、特殊な感覚か何かだろうか。

			　この程度では絶頂しないという確信がある。

			「やめろおおおお!!　もう寸止めはやめてくれええええ!!　ンホオオオオオ!!」

			「だったら言え」

			「イイイィ言うワケにはアアアアアアア!!」

			「頭がおかしくなってもいいのか？」

			「アアアアヘアアアァァアア!!　ひ、ひと思いにイカせてくれえええええ!!」

			　しぶといな。オレはここで一旦、【一触即発(クイック・ファイア)】〈丙〉を中断した。

			「ハァァ……アヒァ……ヒィィ……」

			　男の目に安(あん)堵(ど)の色はない。地獄の苦しみは、なおも継続中だ。

			　鮮烈に叩きつけられた快感を、頭と体が覚えてしまった。イってもいないのに途中でやめたことで、かえって絶頂を求める思いは強くなっているはず。この男は今、「イキたい」という一心に全身が支配されている。

			　足をもぞもぞと交差させたりしているが、十分な刺激を得るには至らない。

			　それができないように、両手を縛ったんだ。

			「言う気になったか？」

			「…………」

			　無言。だいぶ揺らいでいるな。

			「再開だ」

			「アピャアアアアアアア!!」

			「そろそろ限界じゃないか？」

			「お、お願いひます！　イカへてください！　もう……我慢できなイヒイイイ！」

			「言うか？」

			「い、言いまふ……言わへて……いただひ……まふぅ……」

			「屋敷の中に、私兵は何人いる？」

			「……二……二十人……前後……だったはと……」

			「曖昧だな。はっきりした数字はわからないのか？」

			　一言告げる度に、微弱な【一触即発(クイック・ファイア)】〈丙〉をかけていく。

			「ンンンヒィイイイ!!　ごご、ごめんなさひ!!　わか、わかり……ましぇん!!」

			「なら次。侵入者用の罠とかは？」

			「ンホホホオオオオ!!　……そ、いうの、は、あり……マセ……」

			「私兵の中に女はいるか？」

			「ムッヒョホゲホオオオオ!!　……いま、しぇん……。おん、なは……連れて来た、女と……し、使用人メイドが、数人……だけ……」

			　よかった。男なら物の数にならないけど、女性には特能が効かないからな。

			　いやでも、その使用人が向かってきたらどうしよう。勝てる自信がない。

			「連れてきた女の人、スミレナさんは屋敷のどこにいる？」

			「ンイイイイ!!　……お、おそらふ……領主の私(ひ)室(ひつ)……正面玄関を……ひゃいったすぐにある階段を……一番上まで上っはら……派手な扉が……」

			「昨日、屋敷に騎士が来たはずだ。そいつらはまだいるのか？」

			「キョホォオオ!!　……連中……なら……今朝(けしや)……王都に……帰……まひた」

			「他に話しておかなきゃいけないことは？」

			「ヌヒョオオオ!!　あ、あリまセんンン!!　もう……イカせて、くださイィイイ!!」

			「本当にない？」

			「ないですンンッフウゥウ!!」

			「本当の本当に？」

			「嘘じゃなアアッハアアア!!」

			「本当の本当の本当に？」

			「アヒャ……ハヒャ……。……私兵じゃ……ないへろ……何匹か、捕へたゴブリン……屋敷の檻に、入れへへ……後日、騎士団に引き渡す予定れ……」

			　そういや、ゴブリンの巣を掃討したとか言ってたな。

			　屋敷内で放し飼いにでもされているなら厄介極まりないけど、檻に入っているなら障害にはならないだろう。ならやっぱり、カストール領主の前に倒すべきは私兵たちだ。

			「わかった。もういいよ」

			「うっ」

			　トドメに【一触即発(クイック・ファイア)】〈乙〉をかけてやった。

			　ようやく臨界点を超えることができた男は、耐えに耐えた苦悩の末に得た快感――まさしく幸せの絶頂といった表情で意識を放棄した。

			　強烈な有様だった。

			　汗に涙に鼻水に涎。加えて、地面に広がっていく失禁＋α。

			　こんな姿を誰かに見られたら……終わるな。社会的に。

			　ある程度の情報を引き出したオレは、門をよじ登り、敷地の中に入った。

			「ふぅ」

			　一仕事終えた息をつきながら、屋敷へと駆け出す。

			　しかし、すぐに足取りが弱まり、今度は「はぁ」と重い溜息をついた。

			「………………………………汚れちゃった」

			　もう綺麗な自分には戻れない。それを思うと、胸に哀愁が押し寄せた。

			　でも、大の男が必死な顔で懇(こん)願(がん)してくる姿を見ていると、なんだか。

			　なんだか、ほんのわずか、同時に別の感情も湧き上がってきていた。

			　認めたくはないけど、オレはさっき、確かに。

			　

			　――――ゾクゾクしていた。

		

	
		
			第十搾　それは香り漂う栗(くり)の花のように

			　

			「まるでシンデレラ城だな」

			　屋敷の正面口に立ったオレは、建物を見上げてそう呟いた。

			　トゲトゲした尖塔がいくつもそそり立ち、壁には蛍光塗料でも塗られているのか、城全体が青白く発光している。これでバックに花火を打ち上げ、ナイトパレードをやったら、さぞかし絵になりそうだ。

			　とはいえ、見目麗しいお姫様ならまだしも、このメルヘンチックな城で暮らしているのが、あのクソ領主だと思うと、ひたすら苛立ちしか湧いてこない。

			　ひょっこり顔でも出そうものなら、思わず石でも投げてやりたくなるだろう。

			「――おやおや？　そんな所で何をしているんですか？」

			　室外に張り出したバルコニーから、今まさに思い浮かべていたカストール領主が階下を覗き込むようにして顔を見せてきた。

			　そしてちょうど良く、ピンポン玉サイズの手頃な石が足下に。

			「えいやっ」

			「うわっ!?　あ、危ないですねぇ！　いきなり何をするんですか!?」

			　残念ながら、一〇メートルくらいの高さにある的に向かって投げつけた小石はバルコニーの手すりによって阻まれてしまった。

			「チッ、脳天カチ割れればよかったのに」

			「や、やはり魔物は野蛮ですねぇ。はて、門番はどうしたんですか？」

			「オレがブッ倒してやった」

			「うふふ、アナタが？　つくならもう少し、マシな嘘をついたらどうです？」

			　信じられないか。いいさ。好きなだけ油断してろ。

			「ふぅむ、どこかでサボっているんでしょうか」

			「スミレナさんは無事なんだろうな？」

			「んっふふふ、その質問の仕方だと、わたしが悪者みたいじゃないですか」

			　クソ野郎。腐った性根が、下品な笑い方にまで滲み出ていやがる。

			「もう尋問を始めているのか？　という質問でしたら、お答えしましょう。んふふ。これからです。こう見えて、わたし忙しいんですよ。あの忌々しい女には『暇なのかしら？』なぁんて言われてしまいましたけどねぇ」

			　うーわ、引くわー。根に持つ男って本当にキモいな。こりゃモテそうにない。

			「領主さん、アンタって独身だよな？　何歳？」

			「わたしですか？　三十四ですが。それが何か？」

			「スミレナさんは二十二だぞ。一回りも年下の女の子に言われたことにいちいち腹を立てて、嫉妬して、逆恨みして、弱み握って、脅して、自宅に連れ込んで。恥を知れよ」

			「んふふ、言ってくれますねぇ。ですが、今はすこぶる機嫌がいいので、アナタの暴言を聞き流してあげましょう。怒りどころか、アナタのこれからを思うと憐れみすら感じますよ」

			「すぐにそこまで行くからな」

			「翼を持つサキュバスのくせに、飛んで来ることもできないアナタに、十数人もの男を相手にできるとは思えませんけどねぇ」

			「胸糞悪い面(つら)しやがって。絶対に悔い改めさせてやる」

			「悔い改める？　んふふふ、おかしなことを言いますねぇ。魔物が人間に罪を問うのですか？　それはいったい何罪が適用されるんでしょうねぇ」

			「ウザい」

			「んふっはっは！　お上手ですねぇ。そこの扉は開いていますから、どうぞ、ご自由に入って来てください。お待ちしていますよ。んふふふふ」

			　最高に癇に障る笑みを残し、カストール領主は建物の中に消えて行った。

			　スミレナさんは無事。それがわかってホッとするのも一呼吸の間に止(とど)める。

			「すぐに助けます」

			　派手な建物だけあって、目の前の扉も立派だけど、やたらと重そうだ。

			　足を前後にして踏ん張り、扉の取っ手を掴んで引き開いていく。かろうじて三〇センチほど開いた隙間に体を滑り込ませるようにして中に入ると、扉は勝手に閉じていった。

			　屋内もまた、建物の外観に負けないくらい豪(ごう)奢(しや)な造りになっていた。

			　吹き抜けになった天井にはシャンデリアが吊られ、奥の階段へと伸びた廊下には赤い絨(じゆう)毯(たん)が敷かれている。壺や絵画、鎧や彫刻といった調度品もふんだんに飾られており、高級ホテルのロビーみたいな華やかさがある。

			　そして、予想どおりの熱烈歓迎。

			「来た来た！」「思ってたより百倍イイ！」「これ食っていいのかよ」「普通に勃つわ」

			「領主様、いい仕事してるぜ」「順番は守れよな」「乳でか！」「ギガンテス級か……」

			「まだ子供だな」「生(き)娘(むすめ)だって話だぜ」「一番は俺だからな」「後ろの一番は俺だぞ！」

			「ついに童貞を捨てる時が」「挟んでやる」「見てるだけで、うっ」「便所行ってこい」

			　十一、十二、十三…………十六人か。

			　揃いも揃って人相が悪い。私兵団とは名ばかりの、ゴロツキ集団だ。

			　そんな連中と対(たい)峙(じ)している自分に、ふと小さな笑いが込み上げた。

			　一年前だと考えられないな。たかだか学校の上級生数人に怯えて何もできなかったオレが、まさか屈強な男ども十数人を相手に、一人で殴り込みをかける日が来るなんて。

			　侵入者が小娘一人と知ってか、幸い、ほとんどが軽装だ。その目的は考えたくもないけど、どうやらオレを傷つけずに捕獲するつもりのようで、武器らしい物も携帯していない。

			「オラオラ、お前ら、手ぇ出すなよ。俺が一番だからな」

			　ずし、ずし、と重量級をアピールする歩みで一人の男が前に出てきた。

			　二メートル近い巨漢。綺麗に剃られた頭が悪党面に拍車をかけている。

			　殴ったら、「いてえよ～!!」と言ってキレそうな感じと言えば伝わるだろうか。

			「嬢ちゃん、抵抗してもいいが、大人しくした方が身のためだぜ」

			「オッサン、この中で一番力が強そうだな」

			「ぬふ。見てのとおりだ」

			「こう見えて、オレも腕力には自信があるんだ」

			「その細腕で、俺と力勝負でもしようってのか？」

			「ぶっちゃけ、アンタより強いと思うな」

			「わっははは！　小娘がほざくじゃないか！」

			　もちろん、口から出任せだ。

			　体重差は、優に三倍を超えるだろう。まともにやり合っても、オレの貧弱すぎる腕力では、この男の片腕だって持ち上げられない。だけど、強気の姿勢は崩さない。

			「試してみろよ」

			「いいだろう。余興に付き合ってやる。さあ、手を出せ！」

			　男は乗り気になり、開いた両手をオレに差し出してきた。短絡的でありがたい。

			　他の男たちは、野卑なエールを男に送って高みの見物を決め込んでいる。

			　オレも男と同じように両手を開き、指を絡めて男の手を握った。

			「おほ、うっほほー!!　こりゃまた、小さくて柔らかくて可愛いお手てでちゅねえ。このまま押し倒してヒィヒィ鳴かせてやるよ、お・じょ・う・ちゃ～ん♪」

			　イラッ。

			「いくぜえ！　ヨーイ、ドッヒィィイィイイイ!?　――うっ」

			　ムカついたので、一発ではトドメを刺さず、まずは微弱な【一触即発(クイック・ファイア)】〈丙〉で刺激を与え、逆にみっともなく鳴かせてから〈乙〉で仕留めてやった。

			　ずしぃぃん！　と地響きを立てて、巨体が床に倒れ伏した。

			　ギャラリーを決め込んでいた連中は、常識では考えられない結果を目の当たりにして一様に呆けている。このチャンスを逃しはしない。

			　オレは駆けた。戦闘不能になった巨体に気を取られている野郎の側面に回り、

			「え？　あれ？　――うっ」

			　隙だらけな脇腹目掛けて、掌底で【一触即発(クイック・ファイア)】〈乙〉を叩き込んだ。

			　打撃で気絶させたようにも見えただろう。

			　意識を戦闘に切り替えられる前に、もう二、三人くらい倒しておきたかったが、敵も戦いを生業(なりわい)にしているような連中だ。対応は早かった。

			「気をつけろ！　こいつ、よくわからん体術を使うぞ！」

			　男の一人が叫び、サッカーでもバスケでもいいけど、ゴール前のディフェンダーみたく腰を落とし、飛び掛かる機を窺ってくる。

			　敵一人一人の運動スペックが、オレとは比較にならないほど高い。てか、オレが低すぎ。

			　だからこそ、特能の性質を隠し、あたかも体術で戦っているように見せなければならない。

			「オッシャラアアッ!!」

			　蹴り技を警戒されていたのか、一人が腰にしがみつくようにしてタックルを敢行してきた。

			　勢い任せで押されたら、非力なオレでは踏ん張りようがない。

			「痛……ッ」

			　背中を床に打ち、左肩を押さえつけられた。

			「はっはぁ！　マウントを取ってやったぜ！　これで俺が繰り上げ一番――うっ」

			「重い。どけろ」

			　舌を出して顔を近づけてきた男の左頬を、張り倒すようにして【一触即発(クイック・ファイア)】を発動。

			　今のは頭を揺すり、脳(のう)震(しん)盪(とう)を起こさせたように見えたんじゃないだろうか。

			　男の股間から変な汁が染み出してくる前にマウントから這い出ると、今度はオレから獲物に向かって飛び掛かって行った。

			　無傷で拘束すると決めているのか、どいつもこいつも腕を広げた構えを取ってくる。オレにしてみれば、好きなところを触ってイカせてくださいと言っているようにしか見えない。

			「ちょこまかと！　大人しくしやがれ！　おっしゃ捕まえ――うっ」

			「ま、また一撃だと!?　こいつ、実はめちゃくちゃ手(て)練(だ)れ――うっ」

			「怯むな！　こっちは十人以上いるんだ！　数で攻めれば――うっ」

			「落ち着け、動きは見るからにド素人だ！　何か仕掛けが――うっ」

			「ど、どうなってんだ!?　魔法でも使っているとしか思え――うっ」

			　これで半分イった。動きっぱなしで息は上がってきたが、溜め込みすぎた魔力が原因だった頭痛や発熱は、だいぶ治まってきたように思える。

			「きょ、距離を取れ！　一度離れて陣形を整えるんだ！」

			　誰かが言った。

			　しかし、その言葉に従う者はいなかった。言った本人でさえもだ。

			「わかっている！　わかってはいるんだが、この乳揺れが――うっ」

			「くそおお！　どうしてもおっぱいに引き寄せられてしま――うっ」

			「揺れすぎなんだよおっ！　もっと近くで見たくなるじゃ――うっ」

			「乳揺れのリズムで敵を翻(ほん)弄(ろう)する。これがサキュバス神拳――うっ」

			　勝手にネーミングするんじゃねえ。

			　これで十二。残り四人。

			「もう無傷で捕まえるとか言ってる場合じゃねえ！」

			「挟み撃ちにするぞ！　捕まえたらすぐに絞め落とせ！」

			　タイミングを合わせて左右から突進してくる。

			　仮に一人がやられても、その間にもう一人が、という考えだろう。

			　敵もいよいよ必死。この手は使いたくなかったけど、手段を選んではいられない。

			　オレはその場で右足を軸にし、くるりと一回転した。

			「ムホッ!?」「うひょっ!?」

			　ふわりとスカートが翻(ひるがえ)り、男たちの意識と視線を誘導した。
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			　……見ちゃうんだよな。

			　男なら、たとえ八十過ぎのお婆ちゃんのパンチラでも、つい目を向けてしまうだろう。

			　これはもう、男の本能と言える。

			　そして、ここまで十数と繰り返し撃ってみた感じ、こんなことだってできそうだ。

			　オレは両腕を胸の前で交差させ、右手で左の男に、左手で右の男に。

			　同時に【一触即発(クイック・ファイア)】を叩き込んだ。

			「――うっ」「――うっ」

			　やべえ。今の、ゼロ距離からのダブル寸(すん)勁(けい)みたいで超カッコ良かった。

			　さらに男二人を撃破。オレに寄りかかり、体をなぞっていくようにして崩れ落ちていく。

			「お、おのれ、奇怪な技を！」

			　そいつは集団の中でただ一人、全身フル装備だった。

			　ギリコさん対策として用心深く備えていたとも考えられるけど、腰が引けまくっているその態度からは、臆病だからという理由の方がしっくりくる。

			「掛かって来ないのか？」

			「こ、こういう場合、先に動いた方が負けなのだ！」

			「あっそ。じゃあ、オレから行くな」

			「ま、待ちたまえ！　こちらが甲冑(かつちゆう)を装備している以上、下手に攻撃しても――」

			「関係ないね」

			　甲冑の胴に右手で触れ、構わず【一触即発(クイック・ファイア)】を発動させる。

			「――うっ。……馬、鹿な……甲冑の、上から……だと……」

			　ガチャン、と床に甲冑のぶつかる硬い音を立て、重装兵は沈黙した。

			　後で掃除するのが大変そうだ、などと考えながら、オレは残った最後の一人に目をやった。

			　既に戦意を喪失しているらしく、目が合っただけで腰が抜けたのか、その場にへたり込んでしまった。そんなに怯えられると、なんだかオレの方が悪者になった気分だ。

			　堂々と正面から近づいていき、オレは男の額に手をかざした。

			「上にもまだ兵隊はいるのか？　教えなきゃ（社会的に）死ぬほど拷問するけど」

			「い、います！　二階に一人と、領主の傍に一人！」

			「強いの？」

			「りょ、領主の傍にいる奴は俺たちの仲間なので、アナタ様が倒された連中と同じくらいだと思いますが、二階にいる奴は……」

			　そこで男は言葉を詰まらせてしまう。

			「いる奴は？」

			「よくわからない……です。先日のゴブリン討伐で一緒だった私兵の一人ではあるんですが、やけに態度がでかいというか、普通じゃない貫禄があって……」

			　中ボスかな。チ●カス領主をラスボス扱いするのは、なんかしょっぱすぎるけど。

			「でも男なんだろ？」

			「は、はい、そうです」

			「なら問題ないや。ありがと」

			「ど、どういたしまし――うっ」

			　一階制圧完了。

			　もうすぐです。スミレナさん、待っていてください。

			　オレは間を置かず、二階へと繋がる階段を駆け上がって行った。

		

	
		
			第十一搾　丸出しの変態紳士

			　

			「よくぞ上がってきた。強く美しき乙女よ」

			　ドえらい美形がそこにいた。

			　下の階で私兵十数人を倒し、二階へと上がったオレを、一人の男が待ち構えていた。

			　身長は一八五センチくらいだろうか。けっして痩せっぽちじゃなく、モデルでも、俳優でもこなせそうな、均整の取れた体つき。男なら、誰もが憧れるプロポーションを見せつけられ、オレは思わず「死ねばいいのに」と真顔で呟いてしまった。

			　しかも、そのミラクルボディーに乗っかっているご尊顔が、これまたパーフェクトフェイスだというのだから、元男のオレは、胸中穏やかでなんていられない。

			　肩を少し越える真っ直ぐな金髪に、鼻筋の通った端整な顔立ち。まつ毛バシバシな切れ長の瞳は黒いけど、どこか人間離れした色気がそいつにはあった。

			　コスチュームは、なんというか、ヴァンパイアみたいな感じ。白いシャツに、黒いマントと血のように赤いスカーフがコントラストでよく映える。

			　伯爵風っていうのか、もうね、カストール領主より、こいつの方が断然領主っぽい。

			　さぞかし女性におモテになることだろう。死ねばいいのに。

			　けど、一見完璧そうな人間ほど、見えないところに大きな欠点が隠れていたりするものだ。

			　というか、こいつの場合は探すまでもなく、既に欠点が見えすぎている。

			「一つ訊きたいんだけど」

			　さらさらと音のしそうな髪を掻き上げた男が、「許可する」と偉そうな口振りで言った。

			「なんで下半身丸出しなわけ？」

			　男は下に何も穿いていなかった。ズボンだけじゃなく、パンツもだ。

			　見たくもない物体がパオーンしている。

			「我(われ)は、自分が紳士であることに誇りを持っている」

			「いや待って。言動が全く噛み合ってないんだけど」

			「我は女を乱暴に扱うことを良しとはしない。グンジョーとかいう小物から、貴様は生(き)娘(むすめ)だと聞いた。故に男の局部を前にすればはにかみ、戦意喪失は必(ひつ)定(じよう)。いかに？」

			「別に何も。見慣れてるし」

			「見慣れている？　何故だ？」

			「言う必要ないだろ」

			「生娘ではなかったのか？」

			「…………生娘だけど」

			「ええい、ワケのわからんことを！」

			「下半身露出で登場してきた野郎にワケわからないとか言われたくない！」

			　一片の羞恥心もなく、むしろ自慢げに見せつけてくるのが余計に腹立たしい。

			「あくまで戦う意思は変わらぬと言うのか？」

			「アンタ個人に恨みがあるわけじゃない。そこをどいてくれるのが一番助かる」

			　つーか、これ以上視界に収めていたくない。

			「悪いが、通すわけにはいかんな。我には我の目的があり、ここにいる」

			「だったら戦うしかない」

			「止むを得んか。しかし、女に手を上げるわけにはいかん。別の勝負方法を提案したい」

			「一応、聞くだけ聞こうか」

			　変態は満足げに頷き、そして答えた。

			「イカせ合いだ」

			「イカ……え、なんて？」

			「イカせ合い。古より伝わる男女間で行う決闘法だ。まず先攻後攻を決め、互いに一分間ずつ相手の体を自由に愛撫する。ここで重要なのは、イカせた回数ではなく先に快楽に溺れた方の負けとするところにある。すなわち、本番はなしだが、それ以外の一切は不問。舌と指、時に足や脇なども使い、己が技を披露し合うことで雌(し)雄(ゆう)を――」

			「フザッッッケんなああああああああああ!!」

			　変態の提案は、やはり変態でしかなかった。

			「自信がないか。男を知らぬ生娘であるからこその拙(つたな)さは、我の性的興奮を著しく高める故、それなりに面白い勝負になると思ったのだが」

			「そういう問題じゃなく！　おま、それ、オレの体を触りたいだけだろ!?」

			「女体に触れたいという気持ちを偽るつもりはないが、誤解しないでもらいたい。この提案は何より貴様の身を案じてのものだぞ？」

			「嘘つけ！　本当は、オレと普通に戦うのが怖いんじゃないのか!?」

			「おかしなことを。下での貴様の戦いは見ていた。その若さで大の男を手玉に取れる武を身につけていることには感心したが、それでも我の強さには遠く及ばん」

			　どうやら、こいつもオレの戦い方を武術だと勘違いしているようだ。

			　見抜けない時点で、格闘家としては落第。どうせ大した実力じゃない。

			「見ていたんなら、どうして下の連中と一緒に戦わなかったんだ？　仲間がやられていくのを黙って観戦してたのか？」

			「雇い主は同じだが、仲間ではない。我は孤高。群れるのを好まん」

			「好まないっていうか、変態すぎて仲間に入れてもらえないんだろ」

			「いつの世も、凡人は才ある者を認めようとしない。愚かなことだ」

			　なるほど。どうやら自分のセカイをお持ちなタイプのようだ。

			「いいから普通に戦えよ」

			「やれやれ、人の忠告を聞かん娘だ。では、これを見るがいい」

			　変態は廊下の端に寄り、トン、と軽い所作で壁に裏拳をぶつけた。

			　メキョオオッ!!

			　とエグい音を立て、壁に半径一メートルくらいのクレーターができた。

			　なん……それ……。

			「これでわかったか？」

			「先攻をいただきます」

			「意外に積極的ではないか。よかろう。我も指が鳴るぞ」

			　背景に薔(ば)薇(ら)でも背負っていそうなキャラなのに、何そのパワー。

			　そんなん、かすっただけでも余裕で死ぬわ。

			　こいつの言っていることは嘘じゃない。まともに戦っちゃダメだ。

			「……一分間、好きにしていいんだよな？」

			「そのとおり。一つ良いことを教えてやろう。我は存外乳首が弱い」

			「シャツめくんな！　これ以上露出面積を増やすんじゃねえ！」

			「ふふ、ねんねか。よいよい」

			「……失神させても勝ちってことでいいよな？」

			「ほう。我を失神させるほどの性技を持っていると？　たぎるではないか」

			　悪いけど、お前のターンないから。

			「勝負の前に、一つ頼みがあるんだけど」

			「言ってみよ」

			「パンツ穿いてくれ」

			「我の覇王が気になって仕方ないと見えるな。やはり生娘。初々しいではないか」

			　そうじゃなく、何も穿いてない状態で【一触即発(クイック・ファイア)】を使ったら、大変なことになってしまうからだ。それと覇王ってのは言いすぎだろ。

			　まあ、男だった頃のオレのよりは、ずっとでかいと思うけど。死ねばいいのに。

			「よかろう。我も露出状態の局部を刺激するより、下着の中に手を入れて愛撫する方が燃えるタチだ。貴様もパンツは穿いたままでよいぞ」

			「最初から脱ぐつもりねーし!!」

			　内側にポケットがついているのか、マントに手を差し入れた変態が黒い何かを取り出した。それをピンと広げ、足を通していく。

			　股ぐり部分に角度があり、見事な逆三角形を形成するビキニパンツ。またの名をブーメランパンツ。最低限の放送禁止映像はなくなったけれど、もっこりとしたおいなりさんの強すぎる自己主張は衰えていない。こいつ、マジでなんなの？

			「さあ、準備は整った。我を快楽の頂(いただき)へと誘(いざな)うがいい！」

			　パンツは穿いてくれたけど、ズボンを穿くつもりはないわけだな。

			　うっかりすると、カッコ良く聞こえてしまいそうな台詞を吐いた変態が、両手でハート形を作り、左乳首にセットした。まるで、ここを重点的に攻めてくださいと言わんばかりに。

			「貴様が我に触れた瞬間から勝負開始だ」

			　相手のペースに翻弄されている気がしなくもないけれど、先手をオレに譲った時点で変態の敗北は決定している。オレに、この特能がある限り。

			「行くぞ！」

			「ふふ、貴様がイクのは一分後だぞ」

			　できる限り変態の体に触れたくないので、オレは右手の人差し指を立てた。

			　乳首が弱点だっていうなら、望みどおり、指先一つでダウンさせてやる。

			「【一触即発(クイック・ファイア)】!!」

			「うっ」

			　一点集中させた魔力を、ボタンを押すようにして変態の乳首に流し込んだ。

			　もちろん〈乙〉の出力だ。

			　変態はビクンッ！　と体を跳ねさせ、天井を仰いだ。

			　だが、しかし。

			「……ふぅぅぅ。……これは驚いた。まさか、一手でイカされてしまうとはな」

			「なっ!?　気絶……しない!?」

			　視線を戻してオレを見下ろした変態が、ニィ、と不敵に笑ってみせた。

			「どうした？　手が止まっているぞ。我はまだ、このとおり勃っているが？」

			　そういえば、エリムもだ。

			　あいつも【一触即発(クイック・ファイア)】を喰らって動かなくなりはしたけど、気絶とまではいかなかった。

			　さらに強い精力があれば、こいつみたいに持ち堪えられるのか。

			「残り五十秒。遠慮はいらんぞ。存分に我(わ)が白(はく)濁(だく)にまみれよ」

			「くっ、【一触即発(クイック・ファイア)】!!」

			「うっ」

			　二発目の魔力注入。間違いなく絶頂している。なのに、変態は倒れない。

			「ふははは！　またイカされた！　素晴らしいぞ、サキュバスの娘！　貴様は我がこれまでに出会ってきた女の中でも、三本の指を挿(い)れたいほどの逸材だ！」

			「う、うるさい、【一触即発(クイック・ファイア)】!!」

			「うっ。……ふふ、不思議な技だ。だが、我を果てさせるには足りんなあ!!」

			「ヒ、ヒィィイイイ!!」

			「喘(あえ)ぐのはまだ早いぞ！　その嬌(きよう)声(せい)は四十秒後に取っておくがいい！」

			「【一触即発(クイック・ファイア)】!!　【一触即発(クイック・ファイア)】!!　【一触即発(クイック・ファイア)】!!」

			「うっ、そう強く乳首をいじめるな。うっ、もっとデリケートに、うっ、扱え」

			　フギャアアアアアアアア!!　キモいキモいキモいキモい!!

			【一触即発(クイック・ファイア)】【一触即発(クイック・ファイア)】【一触即発(クイック・ファイア)】【一触即発(クイック・ファイア)】【一触即発(クイック・ファイア)】

			【一触即発(クイック・ファイア)】【一触即発(クイック・ファイア)】【一触即発(クイック・ファイア)】【一触即発(クイック・ファイア)】【一触即発(クイック・ファイア)】

			　半狂乱になりながら、オレは左手にも魔力を込め、変態の両乳首を高速連打した。

			　魔力がみるみる消費されていく。

		

	
		
			[image: p_171.jpg]
		

	
		
			「なんと、うっ、なんと、うっ、なんと、うっ、まさか、ここまで、うっ、連続して、うっ、先の快感が、うっ、引かぬ、うっ、ちに、うっ、次の快感が、うっ、さしもの、うっ、我も」

			　倒れろ倒れろ倒れろ!!

			　溢れてる！　パンツから溢れて滴ってるからああああ!!

			「【一触即発(クイック・ファイア)】【一触即発(クイック・ファイア)】【一触即発(クイック・ファイア)】【一触即発(クイック・ファイア)】【一触即発(クイック・ファイア)】!!」

			「うっ、残り十五秒、うっ、我の番まで、うっ、堪え抜いて、うっ、みせ、うっ」

			　ヒギャアアアアアアアアアッ!!

			　お願いします、お願いします、お願いします、倒れてください!!

			　残り十秒きったあああああああ!!

			「【一触即発(クイック・ファイア)】【一触即発(クイック・ファイア)】【一触即発(クイック・ファイア)】【一触即発(クイック・ファイア)】【一触即発(クイック・ファイア)】!!」

			「うっ、これは、うっ、まずい、うっ、果てそ、うっ、だ、うっ」

			　倒れろ倒れろ倒れろ倒れろ倒れろ倒れろおおおおおお!!

			「【一触即発(クイック・ファイア)】【一触即発(クイック・ファイア)】【一触即発(クイック・ファイア)】――」

			「うっ、ぐく、うっ、これまで、か、うっ」

			　ラスト三秒。ついに、変態の体がぐらりと傾いた。

			「――【一触即発(クイック・ファイア)】!!」

			　大量にあった魔力も底を尽き、最後の一滴をしぼり出すかのような一発。

			　心臓を突き刺すつもりで乳首を押すと、変態は「うっ!!」と呻き、一際大きく仰け反った。

			　両手足を投げ出し、ばたりと大の字に倒れた変態は、フルマラソンを走り抜いた陸上選手のように清々しい表情を浮かべていた。

			「……見事だ。よもや、一分間に三十回もイカされるとは思わなかったぞ」

			「ゼハァ、ハァ、ハァ」

			　こ、怖かった。怖かったよぉぉぉ。

			　一階で十数人の男と戦った時より、何倍も怖かった。

			　あと五秒倒すのが遅かったら。途中で魔力が切れていたら。

			　想像するだけで身の毛がよだつ。

			「イクイク・ケフィアか。貴様が使っていたのは、武術ではなかったのだな」

			「クイック・ファイアだよ！　勝手に改名すんな！」

			　この変態、もう嫌だ。下半分が凄いことになってるし。

			　匂いが鼻に届く前に先へ進もうとすると、変態に「待て」と呼び止められた。

			「名を、まだ聞いていなかった」

			　変態に些細な個人情報も教えたくなかったが、こいつが自分に有利な力勝負を捨ててくれたおかげで、こうして勝てたのだということを思い出した。

			「……リーチ・ホールライン」

			　迷った後、オレは正直に名前を告げた。

			「その名、魂に刻んだ。我の名はザイン・エレツィオーネだ。覚えておくがいい。近いうちに必ずまた貴様の前に現れると約束する」

			「せんでいい」

			「その時は、リーチに似合う花束でも持参するとしよう」

			「いや、だから二度と来んなって！　あともう呼び捨てかよ！」

			「行くがいい。だが、我以外の男でイクことはまかりならんぞ」

			　変態とは会話にならない。

			　オレは言葉の代わりに、「いっ！」と歯を見せて文句をぶつけ、変態を放置して三階へ続く階段を上がって行った。

		

	
		
			第十二搾　無敵看板娘

			　

			「くそっ」

			　あんな奴がいたなんて、予想外もいいとこだ。

			　変態との戦いで、大量にあった貯蓄魔力は使い果たした。

			　そのおかげで、熱に浮かされるような症状からは解放されたけど、代わりに、今度は重度の疲労感に襲われている。魔力は溜めすぎても、使いすぎてもダメなのか。

			　階段を上る一歩一歩が重い。足が鉛になったみたいだ。

			　正直、満足に戦える力は残っていない。【一触即発(クイック・ファイア)】も〈乙〉では撃てないだろう。

			　捻りに捻り出して、ぎりぎり〈丙〉一発がいいとこだ。それじゃ敵を倒せない。

			「だからって、ここで引き返すわけにいくかよ」

			　三階の廊下は左右に長く伸びており、いくつもの扉が等間隔に並んでいた。

			　その中で、オレが正面に見据えている扉だけ、重厚で立派な木製の造りになっている。

			「この町の領主は、まず〝謙虚〟って言葉から覚えた方がいいな」

			　オレは目の前の扉を敵に見立て、思い切り蹴り開いた。

			　門番に聞いていたとおり、そこはカストール領主の部屋だった。

			　私室とは思えないほど広い。【オーパブ】の店くらいありそうだ。

			　部屋の奥に、カストール領主が顔を覗かせていたバルコニーが見える。

			　足下には真っ白な毛皮のカーペットが敷かれ、壁際のガラス棚には高そうな酒瓶がずらりと並んでいる。他にも目につく高級そうな家具から、主(あるじ)の贅沢な暮らしが目に浮かんでくる。

			「なっ……」

			　オレの登場に、カストール領主が面食らっている。

			　今頃、一階で嬲(なぶ)り者にされているとでも思っていたんだろう。

			　そしてそれを、嬉々としてスミレナさんに語っていたに違いない。

			　スミレナさんは後ろ手に縄で縛られ、カストール領主の足下に転がされていた。

			　その扱いを見てカストール領主に殺意を覚えそうになるが、スミレナさんの顔に痣(あざ)ができていたり、衣服が乱れたりしていないことに、オレは心底安堵した。

			「スミレナさん、お待たせしました」

			「リーチちゃん、よかった、無事で……」

			　あの気丈なスミレナさんが、オレの姿を見て、ぐっと唇を噛んで体の震えを堪えている。

			　そうさせる原因を作ったクソ野郎に、オレは改めて怒りを覚えた。

			　部屋の中にいたのは、カストール領主とスミレナさん、あと一階で倒してきた連中と同じく男の私兵が一人。てっきりグンジョーだと思っていたけど、別人だ。

			　男はオレが現れたと同時に、カストール領主を庇(かば)うようにして前に立った。

			　そして部屋の両側には、鉄格子の大きな檻が置かれている。

			　右の檻には幕が下ろされているため、中の様子はわからない。

			　そして、もう一つの檻。

			　中でどっかりと腰を下ろしているのは、他ならぬミノコだった。くつろいでいると言ってもいいほど落ち着き払った態度は、とても囚われの身だとは思えない。

			「ほ、本当に来るとは思ってもいませんでしたよ。いったいどうやったんです？」

			「どうやったも何も、全員倒して上がって来たに決まってるだろ。アンタもブッ飛ばされたくなかったら、さっさとスミレナさんとミノコを解放しろ」

			　ブラフだ。ブッ飛ばしたいのは山々だけど、今はそれができる状態にない。

			　だから何を置いても、まずはスミレナさんを取り戻すことを優先する。

			「んむむ、これは正直、サキュバスの力を侮(あなど)っていましたねぇ」

			　交渉の余地あり。

			　オレがそう踏んだ直後、カストール領主が、ニヤァ、と生理的嫌悪を催す笑みを浮かべた。

			「しかぁし、よく見れば、ふらふらじゃないですか。相当お疲れのようですねぇ。立っているのもやっとに見えますが。魔物退治の専門家から見て、あれをどう思います？」

			　カストール領主が、側近の男に意見を求めた。

			「魔力欠乏の症状ですね。あそこまで疲弊しちまうと、丸一日は休息をとらないと、まともに動ける状態まで回復しませんよ」

			　へえ、そうなの……。

			　ここでセーブして、また明日再開ってわけには……いかないよな。

			「どうやら、ここへ辿り着くまでに魔力を使い切ってしまったようですねぇ。雇った連中も、それなりの働きをしてくれたということでしょうか」

			　連中っていうか、一人で三十人分しぶとい野郎がいたんですけど。

			　雇用主であるカストール領主も、あの変態のことをよく知らないんだろうか。

			「んふふ、これは楽しみが増えましたねぇ」

			「カストールさん、俺もどっちかもらっていいですか？」

			「構いませんよ。アナタにはサキュバスの娘を差し上げます」

			「ありがとうございます！　俺、巨乳に目がないんです！　こいつが部屋に入って来た瞬間、あの胸に一目で惚れましたね！」

			　女目線だと、今の発言のキモさが一層際立って聞こえる。

			「リーチちゃん、アタシのことはいいから逃げなさい！」

			　床に伏したまま、スミレナさんが叫んだ。

			　スミレナさんなら、そう言うだろうと思っていた。

			　か弱い女性だったら、言うとおりにするべきだろうし、そうしたかもしれない。

			　でも、すみません。

			　オレ、見た目はこんなでも、中身は男なんです。

			　大切な女性がピンチなのに、それを見捨てて逃げるなんてできないんです。

			　目で返すと、カストール領主が、オレを気遣うスミレナさんを不愉快そうに睨みつけた。

			「わたしが何を言っても無視を決め込んでいたのに、あの娘が現れてから、ずいぶんと感情を見せるようになりましたねぇ。そんなに大事ですか？　あれは魔物なんですよ？」

			「大事に決まっているじゃない。というか、魔物魔物って、ザブチ――カストール領主様は、それしか言えないのかしら？　子供でも、悪口にはもう少しバリエーションを持たせるわよ。ザブチ――カストール領主様は語(ご)彙(い)が貧困でいらっしゃるのね。ザブチンだこと――違った、残念だこと」

			　こんな状況でも、スミレナさんの口撃は平常運行だ。

			　でもこれは、わざとオレから自分に敵の意識を向けさせているように思える。

			　注意を引きつけるから、今のうちに逃げてくれ。そういうつもりで。

			「どうやら、ご自分の置かれている立場がわかっていないようですねぇ」

			　ザブチンという名にコンプレックスを持っているカストール領主が眉をひくつかせ、苛立ち任せにスミレナさんの胸倉を掴んだ。無理やり引っ張り起こされたスミレナさんが、膝立ちの体勢にさせられてしまう。

			「もっと他に、言うべき言葉があるでしょう!?　許してくださいとか！　今まで偉そうにして申し訳ありませんでしたとか！」

			「そうね。領主さんに、言わなきゃならないことがあるわ」

			　怒り心頭だったカストール領主が、わずかに表情を和らげた。

			　しかし、それも一瞬のこと。

			「コーヒー豆をウチの店に卸してもらう話、いい加減了承してくださらない？　商い証を発行してくれるのでもいいけど。こっちはお酒だし、客の奪い合いにはならないと思うのよね」

			　ちょ、それって、今言うこと!?　余計に煽っているとしか！

			　案の定、カストール領主の顔が憤怒に満ちていく。

			「アナタという人はどこまで、どこまで、どこまでいってもわたしを馬鹿に……。わたしは、アナタのそういう余裕ぶった態度が気に入らないんですよッ!!」

			　カストール領主が、スミレナさんのドレスを胸元からビリビリと縦に引き裂いた。

			　然(さ)しものスミレナさんも反射的に体の前を隠そうとするが、後ろで手を縛られているため、それも敵わない。

			「んふふふ、おやおやおや？　さすがに恥ずかしいですか？　顔が少し赤くなりましたよ？　いいですねぇ。そういう顔が見たかったんですよ」

			　この……野郎ッ。

			　頭が沸(ふつ)騰(とう)したように熱くなり、オレは走り出した。スミレナさんたちのいる所にではなく、酒瓶を割って武器にするため、壁際のガラス棚に向かって。

			「そういう行動に出るってことは、魔力が尽きている証拠だよ――なッ！」

			「うあっ!?」

			　棚に手が届くより早く、横合いから側近の男にしがみつかれ、押し倒されてしまった。

			　そのまま簡単にマウントを取られてしまう。

			「どけっ！　邪魔だ！」

			「あっちはあっち。こっちはこっちで楽しもうぜ。へへ、すげえ胸だな」

			　顔だけを上げると、スミレナさんもオレと同じように、カストール領主によって床に押さえつけられていた。

			　オレは、自分に襲い掛かっている男と目を合わせた。

			　欲望で濁りきった目。並の女なら、一生のトラウマになってもおかしくない。

			　力では絶対に敵わない。

			　だからオレは、懇(こん)願(がん)するしかない。

			「やめて……ください」

			「その表情、その声、いいね。そそるね。こんな上物を前にして、やめられるわけねえだろ。見ろよ。こっちはもう暴発寸前なんだよ」

			　男のそれは、ズボン越しにもわかるくらい怒張していた。

			「だったら、せめて……」

			「あん？」

			　唇と声は恐怖に震え、目尻には涙を浮かばせる。

			「せめて、優しく……。痛くは……しないでください」

			「きゅ、急にしおらしくなりやがったな」

			「初めてなんです……。アナタが、初めての男の人になるんです。だから……」

			「うお、お、お、おいおいおい！　そんなこと言われたら、めちゃくちゃ興奮するだろうが！　ぅあ痛ててて！　はちきれそうだぜ！」

			「興奮……しましたか？」

			「したした！　ヤバいくらいしまくった！　すぐにでもイっちまいそうだ！」

			「そうか。そりゃよかった」

			　むんず。

			　オレは男の股間に手を伸ばし、ズボンの上から鷲掴みにしてやった。

			　男が「あひょ？」と間の抜けた声を出した。

			　ぐんにょりと柔らかい玉袋の感触が最高に気色悪い。オレに男の握力があったら、このまま握り潰して使い物にならなくしてやるものを。

			「な、なんだ？　手でシてくれんのか？　でもどうせなら、胸で」

			　正真正銘、最後のしぼりカスみたいな魔力だ。

			「くれてやるよ」

			「ゥアッヒイィイイイイイ!?」

			　男が、ビクビクンッ！　と体を激しく波打たせた。

			「か、くか、なん、だ、今の、痺(しび)れるような快感、は……」

			【一触即発(クイック・ファイア)】〈丙〉は、普通なら相手を絶頂させられるような出力じゃない。

			　ましてや、気絶させることなんて絶対できない。

			　だけど、下準備に性的興奮を高めるだけ高めてやった。

			　男が言うように、すぐに、ちょっとの刺激でもイってしまいそうなくらい。

			　そんな状態で、ダイレクトに局部へ魔力をぶつけてやった。

			　これなら、わずかな魔力であろうと絶頂する。

			「へ、へへ。カッコワリィ。なんか先走って出ちまったが、このとおり、まだまだ元気だぜ。全然興奮が収まらねえんだよ。お前となら、枯れるまでだってやれそうだ。なあ、いいよな？　嫌って言ってもやるぜ」

			「枯れるまでか。いいよ、ご希望にお応えしてやる」

			「うっひょおおお！　お前、実は相当エロいな!?　待ってろ、今脱ぐから！」

			「脱がなくていい。この一発で打ち止めだから」

			　あと、エロくねーから。

			　もう変な物に触れる必要はない。オレは男の左頬に手を添えた。

			「お？　お？　なんだ？　ああ、まずはキスからってことか？」

			　さっきこいつは、この場で初めてオレを見たような台詞を吐いた。

			　つまり、経験値は未取得だったと考えて間違いない。

			　加えて言うと、倒した男たちからは、門番も含めて全員経験値が入ってきた。

			　門番二人、一階で十六人、二階で変態一人、そしてこいつ。

			【オーパブ】を出る前に確認したステータスは、レベル７（44／64）だった。

			　レベルアップに必要な経験値は20ポイント。そして、絶頂させた男も二十人。

			　

			「――【一触即発(クイック・ファイア)】〈乙〉」

			　

			　喘ぐことすら許さない、圧倒的な快感。

			「うっ」と小さな呻き声だけを上げ、男は電気ショックを受けたみたいに体を跳ねさせた。

			　そうして、ぐるんと白目を剥いて夢の世界へと昇天していく。
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			【リーチ・ホールライン】

			レベル：８（０／１２８）

			性別：女

			種族：サキュバス

			年齢：17

			職名：酒場の無敵看板娘

			特能：一触即発(クイック・ファイア)

			[image: kei.png]

			　

			　淫魔はレベルアップした瞬間、最大容量に近いだけの魔力が体内に補充される。

			　メロリナさんに教わったことだ。

			　何気に職名項目もグレードアップしていた。

			　無敵か。……悪くない響きだ。

			　疲労困(こん)憊(ぱい)だった体が嘘みたいに軽くなる。

			　完全に底を突いていた魔力が戻ってきた。

			　駄(だ)洒(じや)落(れ)になるので大きな声で言いたくないが、オレは男に皮肉を交えて「乙枯れ」と労いの言葉をかけた。そうして、粗大ゴミをどかすようにして立ち上がる。

			　オレが男を倒した様子を見ていたらしく、カストール領主は唖然としていた。

			　そんな間抜け面に言ってやる。

			「スミレナさんから離れろ！　次はお前の番だ、チ●カス野郎ッ!!」

		

	
		
			第十三搾　ち●こ磨いて出直してこいや

			　

			「さ、さっきまでふらふらだったくせに、いきなりどうなっているんですか!?」

			　カストール領主が、慌ててスミレナさんの腕を引いて立ち上がらせた。

			　強引に壁際――ミノコと対称の位置にある、もう一つの檻へと引っ張って行こうとする。

			「リーチちゃん、来ちゃダメ！　逃げてええ！」

			　スミレナさんが、檻を見つめたまま、悲痛な声で叫んだ。

			「動かないでくださいよ！　動けば、動けば――……」

			　カストール領主は、武器になるような物は何も持っていない。

			　スミレナさんを人質にはできないと踏んだオレは、カストール領主の半端な脅しを無視して飛び出した。奴が何かする前に、決着をつける。

			「動くなと言っているでしょう！　こ、この女のちっぱ――胸を触りますよ!?」

			「なッ!?」

			　オレは思わず急ブレーキをかけてしまった。

			　スミレナさんは、なんとか上着を一枚だけ羽織って胸を隠している状態だ。

			　そんなあられもない姿になった彼女の胸に、いやらしい手つきで近づいていく。

			　オレにはそれが、心臓にナイフでも突きつけた脅しのように見えた。

			　動けない。

			「んふふ、それでいいんです。じっとしていてくださいよ」

			　その隙にカストール領主が、檻についている開閉レバーらしき物を握った。

			「卑怯だぞ！　それでも男か!?」

			「卑怯？　わたしが、いつアナタと対等な勝負をすると言いましたか？　わたしはね……何があろうと目的を遂げますよ。そのためには、過程や方法なぞ……どうでもよいのですよッ!!」

			　完全に悪役の台詞を吐き、カストール領主がレバーを引いた。

			　ガチャン、と音がし、鉄格子の扉になっている部分が外側へと開いていく。

			「さあ、出て来なさい！　お仕事の時間ですよ！」

			「リーチちゃん、早く！　ああ、来る、早く逃げるのよ！」

			「ゴブリンか!?」

			　その予想は外れていない――と……思うけど……。

			　まず視界に現れたのが、大きく突き出した鷲鼻だった。

			　そしてエメラルドグリーンの皮膚に、充血して真っ赤になった瞳。エルフのような長い耳。

			　どれもオレの頭の中にあるゴブリンの特徴に当てはまる。

			　日本ではゴブリンを〝小鬼〟と訳すこともあるそうだけど、こいつはどう見ても――

			「……でかくね？」

			　――〝大鬼〟だった。

			　森で見たオークと比べても遜(そん)色(しよく)ない巨体。

			　装飾に凝った胸当てをはじめとした防具類から、知性の高さも窺える。

			「ゲッ、グゲッ」「ゲゲ、ゲッ」

			　しかも、二匹。

			　種族的な特徴なのか、酷い猫背だ。でも、絵に描いたような逆三角形の鋭い双(そう)眸(ぼう)のせいで、いつでも獲物に飛び掛かれるよう、あえてあの姿勢を取っているようにも見える。

			「んふふふ。驚いた顔をしてくれていますねぇ。強そうでしょう？　このゴブリン二匹は巣のボスで、番(つが)いなんですよ」

			　やっぱりあれはゴブリンなのか。イメージと違うじゃないか。

			　それに番いってことは、どちらか一匹は雌。【一触即発(クイック・ファイア)】が通用しない。

			　よく見ると、一回り小さい方のゴブリンが着けている胸当てには起伏がある。

			　あっちが雌か。

			「こいつらは残忍ですよぉ。近隣の村々を荒らし回っていた荒くれ者ですからねぇ」

			「まさかとは思うけど、アンタが飼い慣らしているのか？」

			　檻から出てきた二匹はカストール領主の命令を待っているのか、大人しく傍で控えている。

			　なんでだ？　その人間は、自分たちの巣を潰させた張本人だってのに。

			「んふふ、驚いたでしょう。わたしの命令にも従うよう調教されていますが、ここまで従順にさせたのは、雇った傭兵の一人です。彼の活躍がなければ、わたしの私兵団は全滅していてもおかしくなかったそうですよ」

			「その傭兵って」

			「どうやら、下の階で会わなかったようですねぇ。彼はどこか女性には甘いところがあるようでしたから。アナタのことも、戦わずに見逃してしまったのでしょうか」

			　ああ、変態紳士のことか。会いましたよ。そして二度と会いたくない。

			「この二匹は、ゴブリンという種族の中でも上位種。その名も――【カースゴブリン】!!」

			「なんだ、カス仲間か」

			「お黙りなさい！　泣いて命乞いをするなら今のうちですよ!?」

			「事実を言っただけだろ。キレんなよ」

			「絶体絶命なんですよ!?　どうしてそんなに落ち着いていられるんですか!?」

			　どうしてって、そんなの決まってるじゃん。

			　あいつがいる限り、何があっても大丈夫。根っこでそんな安心感があるんだから。

			　小物臭垂れ流しのカストール領主から、オレは別の所へ視線を向けた。

			　オレに代わって、ずっとスミレナさんの傍についていてくれたあいつ。

			　オレがここへ来てから、何度か腰を上げそうになっていたのも知っている。

			「なあ、ミノコ。オレ、少しは強くなったと思うか？」

			　返ってきたのは、言葉の代わりに、モフ、と鼻息が一つ。

			　まあまあじゃない。そう言ってくれた気がした。

			「ん、んん？　あの動物に話しかけているのですか？　アナタ、そんなことをしている余裕があるんですかねぇ。グンジョーさんは、大層警戒していたようですが、大人しいものじゃないですか。この動物のどこに脅威を感じるというのか」

			「ミノコはな、我慢してくれてたんだよ」

			　オレが町で暮らすようになったから。

			　人間として生きていこうとしたから。

			　もう諦めたけどな……。

			「何が言いたいのかわかりませんねぇ」

			「人の社会で、保護指定されていない種族が人間を傷つけたりしたら、たとえ相手に非がある場合でも、お尋ね者にされかねない。だから、アンタみたいなクソ野郎でも傷つけないよう、今まで我慢してくれてたんだよ」

			　全部全部オレのためだ。

			「んっふふ。何を言うかと思えば、馬鹿も休み休み言っていただきたいですねぇ。見てわかりませんか？　檻に入っているんですよ？　どうやってわたしを傷つけられるんです!?」

			「馬鹿はアンタだ。もっとわかりやすく言ってやろうか。ミノコがその気になったら、そんなちゃちな檻、いつでも簡単にブチ破れるって言ってんだよ」

			「ふふん、そんな出任せを言ったところで――」

			　

			　グギギギギギギィ……!!

			　

			　金属が軋む音がした。ミノコのいる檻からだ。

			　前言撤回。ブチ破れると言ったけど、訂正しなきゃならない。

			　そんな乱暴なことを、ミノコはしなかった。

			　ミノコはただ歩いた。その途中で、額に触れた太い鉄格子をひしゃげさせ、腹でひん曲げ、普通に、むしろ優雅に、まるで暖簾(のれん)を掻き分けるみたいに。

			　歩いて、檻から出て来た。

			　檻の存在なんて、最初から見えていなかったかのように。

			「……は？　え？」

			　にわかに信じられない光景を前にして、カストール領主はまともにリアクションを取れないでいる。それはスミレナさんも同様だ。

			　強いとは言ってあったけど、スミレナさんが実際にミノコのパワーを目の当たりにするのは初めてなので、呆けたように目が点になっている。

			「ミノコ、悪い。ゴブリンは任せていいかな。領主の方は、このままオレがやるから」

			「あ、ちょ、そ、そいつらを、わたしに近づかせないでください！」

			　オレとミノコを交互に指差し、カストール領主がゴブリン二匹に命令を下した。

			「グゲゲェッ！」

			　雌ゴブリンが跳んだ。

			　部屋の端から端――ミノコまで一足飛びだ。あの体格で、なんて跳躍力。

			　体つきからして、オークに勝るとも劣らないパワーを持っているに違いない。

			　でも、そんなパワーを備えた体で、なお損なわれない敏捷性(アジリテイー)の方が脅威に値する。

			　雌ゴブリンは跳躍の勢いに任せてミノコに体当たりし、壁を破壊。大穴を開けて隣の部屋へ二人して転がって行った。

			　ミノコを動かした。

			　それだけで、オレはカースゴブリンの強さをオーク以上だと評価した。

			　雌ゴブリンがミノコに向かって行ったということは、オレをロックオンしているのは、当然雄ゴブリンということになる。雄なら【一触即発(クイック・ファイア)】が効く――……はずだけど。

			　オレがあんなスタンピング攻撃を受けたら、プチッとミンチであっさり死亡だ。

			　来るか!?

			　ゴブリンが膝を曲げたと同時に、オレは無我夢中で横っ飛びした。

			「う……わ」

			　一秒前にオレが立っていた床が、着地の拍子にゴリリとバターみたいに抉(えぐ)られた。

			　板張りならまだしも、カーペットの下は石畳だってのに、それでもだ。

			「ゲゲ、惜ジィ」

			　喋るのか。まあ、オークも喋っていたし、不思議ではない。

			　そして、こいつもオークと同じく、獲物をいたぶることを楽しんでいやがる。

			　もう一度かわせるだろうか。

			　冷たい汗が頬を伝い落ちた。その時、

			　雌ゴブリンが体当たりでブチ破った壁。今もパラパラと欠片(かけら)が落ち、埃が舞い上がっている隣の部屋から、ひょっこりとミノコだけが戻って来た。

			　口を、もむもむと動かしながら。

			「あ……（察し）」

			「お、おやぁ？　わたしのカースゴブリンはどうしたんですか？」

			　消えてしまった雌ゴブリンの姿を捜すように、カストール領主がスミレナさんを捕えたまま背伸びをして隣の部屋を覗きこんでいる。

			　だけど、そんなことをしても無駄だ。

			　雌ゴブリンはね、消えてしまったのさ。四次元の胃袋にな。

			「ゲ、ゲェ……ゲギャアアッ!!」

			　相方の辿った運命を悟ったのか、雄ゴブリンがオレにではなく、ミノコへと特攻して行く。

			　その途中で、部屋の中央にあったテーブルを持ち上げた。

			　材質は大理石か何かだろうか。とにかく、でかくて重くて硬そうだ。

			　ミノコは、まだ口を動かしている。完全には飲み込めていない。

			　二メートルを超える巨体の雄ゴブリンが、ここでもジャンプ。

			　そうして両腕いっぱいに抱えたテーブルを、ミノコの脳天目掛けて叩きつけた。

			　けたたましい破壊音と共に、粉々に砕けたテーブルの破片がオレの足下まで転がってきた。

			　至近距離からの矢でさえ通さない頑丈さを誇るミノコだけど、あの重量、硬度、速度で殴りつけられたら、いくらなんでも首の骨が折れるどころか、頭が丸ごと潰れ――――なんていう心配は、一切合切必要なかった。

			「……ミノコさん、マジぱねえ」

			　瞬きをした形跡すらない。

			　というか、平然ともぐもぐ継続中だった。

			「ゲ……エ……」

			　さすがに、自分との絶対的な力量の差を理解したんだろう。

			　雄ゴブリンが慄(おのの)き、一歩後退(ずさ)りした。

			　ここでようやく、ごくんと喉を鳴らしたミノコが、不意に体の側面を雄ゴブリンに向けた。

			　何をするつもりだ？

			　そういえば、牧場体験をした時、例の変態園長さんが青い顔をして言っていた。

			『馬は後ろに蹴るけど、牛はね、横に蹴ってくるんだ。回し蹴りの要領でね。だから後ろから近づいたり、横にいたりすると、蹴られる場合があるから気をつけようね。でないと、本当に大変なことになっちゃうから。オジサンね、実は……タマタマが一個なくなっちゃったんだ。なんでかっていうとね（以下略）』

			　

			　――ゴグシャッ!!

			　

			「――――ッッッッ……」

			　苦悶の声が、一瞬にして彼方(かなた)へフェードアウトしていく。

			　雄ゴブリンは、オレが入ってきた扉から見て正面奥にあるバルコニーへと吹っ飛んで行き、その柵を粉砕しても勢いが止まらず、夜の空へと消えて行った。

			　遠くで地面に墜落しただろうけど、その音も聞こえてこないほどの飛距離。

			　圧倒的だ。圧倒的すぎる。

			　せっかくだから声を大にして、もう一回言っておこう。

			「ミノコさん……マジぱねえええ!!」

			「なん……なんなのですかあああああ!?　その生き物はあああああああ!?」

			　自慢のカースゴブリン二匹をミノコによって瞬殺され、悲鳴のような声を上げるカストール領主の膝は、生まれたての小鹿よりもぷるぷると震えている。

			　オレは拳で自分の胸を、ドン！　……とではなく、ぽよんと叩き、戦慄に忙しいクソ野郎の質問に答えてやる。

			「こいつの名前はミノコ。ミノタウロスのタフネスに加え、その他いろいろチートな乳牛で、オレの相棒だ！」

			　ドヤァァ、と言い放ってから、少しばかり自信なげにミノコを横目に見やると、憮然とした顔をしているものの、特に否定はされなかった。

			　よっしゃ、よしゃよしゃ！

			　とと。顔を緩めている場合じゃない。

			「観念しろ。今すぐスミレナさんを解放して、これまでのことをちゃんと謝るなら情状酌量の余地くらいは与えてやる」

			「……謝る？　……わたしが？」

			　ぎりっと歯を噛み鳴らしたカストール領主は諦め悪く、スミレナさんを強引に引っ張って、わざわざ逃げ場のないバルコニーへと移動して行く。

			「グンジョーさん!!　グンジョーさあああん!!　聞こえますかあああ!?」

			　カストール領主が、半壊したバルコニーの柵に身を寄せ、もう一人のクソ野郎の名を階下に向かって叫んだ。姿が見えないと思ったら、あのちょびヒゲ、外にいやがったのか。

			「ええ、そうです!!　やってくださぁい!!」

			「おいっ、何をする気だ!?」

			　既に指示を終えたのか、カストール領主は余裕のない顔を、無理やり笑みの形に変えた。

			　その必死さには、常軌を逸した凄みすら感じる。

			「んふ、んっふふ、サキュバスのお嬢さん、まずはその生き物を退(さ)がらせなさい。でないと、この女を下に突き落としますよ？」

			　カストール領主は脅すように言った後、ミノコが壊した柵の前にスミレナさんを立たせた。

			　わずかでも後ろに体を傾ければ、一〇メートル下に真っ逆さま。スミレナさんの立ち位置を見ているだけで、ひょっ、と気持ち悪い浮遊感に見舞われる。

			「こんの……ゲスめ！　堕ちるとこまで堕ちやがったな！」

			「んふふ、大丈夫ですよ。ちゃぁんと、下で受け止めてくれるはずですから」

			「ちょびヒゲがか!?」

			「いえいえ。ほぅら、聞こえてきませんか？」

			　オレにもそうしろと言っているのか、カストール領主が耳に手を当てた。

			　…………声がする。

			「ゲッ、ゲッ」「ゲギャ」「ゲギギ」「ギャッ、ギャッ」「ギギャッ」

			　地上から聞こえてくるその声は、人間のそれじゃない。

			　さっきもこの部屋で聞いていたのと同じ。錆びついた窓を強引に開けようとした時に生じる怪音のような、聞くに堪えない酷い声。

			「下にもゴブリンが!?」

			　しかも、声の数からして一匹や二匹じゃない。

			「カースゴブリンではありませんが、全て雄ゴブリンです。ちなみに、捕えてから一週間ほど経ちますが、その間、一度も雌を見せていません」

			「ゴブリンも……人間の女性を襲うのか？」

			「んふ、んひひ、ご想像にお任せしましょうか」

			「アンタ、そこまでやるってのか!?」

			「できないと思いますか!?　できますとも！　わたしの目的をお忘れではないですよねぇ!?　わたしは、この女を辱められれば、それでいいんですから！」

			　歪みきっている。

			　いつからそうだったのか。

			　スミレナさんへの嫉妬が積もり積もっていくうちに、そうなってしまったのか。

			　カストール領主はもう、正気を失っている。

			「……アタシは、そこまでアナタのことを追い詰めていたのね」

			　絶壁に立たされているスミレナさんが、悲しそうに言った。

			「な、なんですか？　今さら反省したって遅いですよ？」

			「反省？　反省なんてしていないわ。しようがないもの。だって事実じゃない。アナタが無能だってことは。アナタの無能はアタシの責任じゃないわ」

			「無、能？」

			　いつ爆発したっておかしくない。

			　そんな相手にスミレナさんは強気の姿勢を崩さない。

			　カストール領主は、寒さに凍えるように、小刻みに肩を震わせた。

			　その様子を見て、スミレナさんは怯えるでもなく、苦労の滲む溜息をついた。

			　これ以上は弱い者いじめにしかならない。そう言わんばかりに。

			「今のは半分憂さ晴らしだったから、撤回するわ。領主としてのアナタは大嫌いだったけど、経営手腕には尊敬できるところもあった。だから、無能は言いすぎたわ」

			「そ、尊敬？　嘘を言わないでください。アナタは、わたしを見下す目でしか見たことがないじゃないですか！」

			「見下してなんかいないわ。ただ軽(けい)蔑(べつ)していたのよ。どこまで行っても自分のことしか考えていないから。アタシは、アナタを下に見たことなんてない。アナタが勝手にアタシを見上げていただけじゃない」

			「そんなことは……そんなはずはありません。わたしは、思い知らせてやるんです！　上から見下ろされる屈辱が、どれほど耐えがたいものかを！」

			　ここでもう一度、スミレナさんは深く溜息をついた。

			「そこまで言うなら、その希望を叶えてあげるわ」

			「何を言痛(づ)ぅあ!?」

			　スミレナさんが、カストール領主の足を思い切り踏みつけた。

			　その刹那、わずかに拘束が弱まる。

			「好きなだけ見下ろせばいいわ。アタシも、人質に取られるなんて御免だから」

			　スミレナさんの体が、後ろへと傾いていく。

			　なのに慌てるどころか、その最(さ)中(なか)にスミレナさんはオレに微笑みかけた。

			「リーチちゃん。ちょっと下へ行って、ゴブリンを手なずけてくるわね」

			　カストール領主が声にならない声を上げて手を伸ばしたが、その手は空(くう)を掴む。

			　気づけばオレも走り出していた。

			　けど、間に合わない。

			　スミレナさんの姿が、バルコニーから消えた。

			　それでもオレは走り、さらに追いかけた。

			　飛び降りることに一瞬も躊(ちゆう)躇(ちよ)はなかった。

			　視界が一気に開け、再びスミレナさんの姿を捉えた。

			　地上では十数匹ものゴブリンが、落ちてくる獲物を見上げて蠢(うごめ)いている。

			　スミレナさんがオレに気づき、目を見張った。

			　空気抵抗を受けて落下するスミレナさんに対し、オレは頭から飛び込む直滑降。

			　その差はすぐゼロになった。

			「リーチ、ちゃ!?」

			　離すかよ。絶対に離すもんか。

			　何があっても離さないよう、スミレナさんの体に両手をしっかりと回した。

			　メロリナさんが言っていた。

			　――ある程度までレベルが上がると、サイズを調整できるんす。

			　ある程度って、いくつだよ。いつの話だよ。

			　そんなもん。

			　

			「今しかないだろッ!!」

			　

			　手に魔力を集める感覚は完璧に覚えた。

			　その要領で、オレは背中にありったけの魔力を集めていった。

			「ひ……ら……けええええええええええええええええええええ!!」

			　投下された獲物に悦ぶ醜悪なゴブリンの顔が目と鼻の先に近づいたところで、オレは地面に映った自分の影を見た。

			　その影は、今までに見たことがないシルエットをしていた。

			　大きく、大きく、何倍にも成長した翼の形だ。

			　ついでに尻からも何か――……うわ、尻尾も生えてる!?
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			「ん、が、ぎ、ぐ……!!」

			　翼を動かすことに慣れていないだけじゃなく、二人分の落下を持ち上げる筋力もない。

			　羽ばたくことはできず、オレはスミレナさんを抱きしめたまま、グライダーのように斜めに滑空していった。

			　ゴブリンの指先が足に触れた。そんなぎりぎりのラインを飛行する。

			　超々低空飛行はすぐに終わった。

			　チリッ、と肘が地面を擦る。

			　オレは衝撃に備え、いっそう強くスミレナさんを抱きかかえた。

			　頭だけは打ち付けないように顎(あご)を引き、オレたちは、ごろごろと地面を激しく転がった。

			　十数メートルを横転した後(のち)に、最後はズザザアッと滑り、そこでようやく止まる。

			「ハッ……ハッ……」

			　断続的に小さな呼吸が漏れる。

			　生きてる？

			　生きてる！

			　その実感を、腕の中のスミレナさんの体温と、ひりつく体の痛みで確かめた。

			　もし翼が開いていなかったらと思うと、遅まきながら寒気がする。

			「リーチちゃん……アナタって子は……無茶をして……」

			　スミレナさんが、オレの胸に顔を押しつけたまま声を震わせた。

			「無茶はお互い様です」

			　オレとミノコの足を引っ張りたくない。

			　そう思っての行動だったんだろうけど、あんな危険なことは二度としないでほしい。

			　それに、まだピンチは続いている。

			「ゲギッ」「ギギャギャ」「ギギィ」

			　離れた場所に落ちたオレたちを、ゴブリンたちが追って来ている。

			　カストール領主の部屋で見た大型サイズではなく、オレがイメージしていたのと変わらない人間の子供サイズのゴブリンたちだ。

			　奴らが全員雄だというなら【一触即発(クイック・ファイア)】は通じる。

			　だけど、如何(いかん)せん多すぎる。

			　一匹ずつならまだしも、連中は我先にと向かって来ている。

			　スミレナさんを庇(かば)いながら捌き切れる数じゃない。

			　それに、初めての飛行であれだけの負荷をかけてしまい、背中がつってしまった。

			　オレ自身も満足に動けない。

			　スミレナさんを背にし、オレは向かってくるゴブリンたちの前に出た。

			「オレから離れないでくださいね。必ず切り抜けますから」

			　不安にさせまいと言ってはみたものの、虚勢だった。

			　もうちょっとだったのに。

			　あとちょっとで助けることができたのに。

			　悔しさで、掌に爪が食い込むほど強く拳を握りしめた。

			　

			「――一晩見んうちに、ずいぶんと成長したようでありんすなあ」

			　

			　その声は、風と共に空から舞い降りて来た。

			　オレ以上に大きな翼を持ち、屋敷から零れる明かりを反射して、長い髪を白銀に煌めかせた彼女がオレとスミレナさんの前にふわりと降り立った。

			「来て……くれたんですか」

			　この町に暮らす、もう一人のサキュバス。

			　――メロリナ・メルオーレ。

			　三百年もの時を生きてきた、オレの大先輩だ。

			「我ながら魅せる登場よの。わちきが来たからには、もう安心せい」

			　こんなにも小さくて華奢なのに。

			　オレにはメロリナさんの背中が、ミノコと同じくらい頼もしく見えた。

			「ゴブリンか。久しぶりに見たのう」

			　十匹以上もいるゴブリンたちを眺め、メロリナさんが懐かしんで言った。

			　口調と態度、どちらからも危機感を微塵も感じさせない。

			　その間にもゴブリンたちは距離を詰め、ご馳走に群がるように一斉に飛び掛かって来る。

			　獲物を、雌を嬲(なぶ)れる興奮から、どいつもこいつも目が血走り、涎(よだれ)を撒き散らしている。

			「揃いも揃って、ゴブリンは粗チンばかりでありんすなあ。何よりあれじゃ――」

			　溜息交じりに言ったメロリナさんが、面倒臭そうに両手を頭上に掲げて言った。

			「――とうに食い飽きたわ」

			　妖艶に笑み、腕を左右に振り下ろした直後、彼女の全身から風が迸(ほとばし)った。

			「これは……魔力？」

			「りぃちや、今はまだ無理でありんしょうが、この感じを肌で覚えておきなんし」

			　放たれた魔力はドーム状に広がり、襲い来るゴブリンたちを余さず包み込んだ。

			「ガガガギャ!?」「ギョガガ!?」「グギ、ギゲギャ!?」

			「申し訳ありんせん。手加減抜きの【一気呵成(ウェノーク・リニック)】じゃから、ちぃとばかり痛いでしょや？」

			　言葉とは裏腹に、メロリナさんの表情はサディスティックそのものだ。

			　それに、ちょっとばかりの痛がり方じゃない。

			　魔力を浴びたゴブリンたちは苦悶に顔を歪め、金切り声を上げてのたうち回る。

			　跳び上がっていたゴブリンたちも次々と撃ち落とされ、同じ道を辿った。

			「す、ご……」

			　触れることさえなく、かつ広範囲に。こんなことができるのか。

			「カカ。貴様らの短小なぞ、いくら喰ろうたところで腹の足しにはなりんせん。ち●こ磨いて出直してきなんし」

			　絶大な力を見せつけたメロリナさんは、泡を吹いて完全に沈黙している十数匹のゴブリンを見下ろし、容赦なく落第点をつけた。

		

	
		
			第十四搾　格の違い

			　

			「メロさん、危ないところをありがとう。それにしても、すごい恰好ね」

			「じゃろ？　じゃろ？　この装束は、由緒正しきサキュバスの勝負服でありんす。老いたとはいえ、わちきもまだまだイケてるしょや？」

			　ゴブリンたちをあっさり戦闘不能にしたメロリナさんが、Ｓっ気のある顔から友人に向ける柔和な表情に変わり、スミレナさんに褒められた（？）服を自慢げに見せつけた。

			　服というか、もはやそれは紐だった。

			　かろうじてプライベートゾーン――胸の先端と股間の部分に極小の布がついてはいるけど、全体の面積比で言うと、肌98：布２って感じだ。尻なんて丸出しと変わらない。

			　セーフか。アウトか。

			　向こうの世界にもマイクロビキニという水着も存在するにはするし、本人が恥ずかしくないなら個人の自由だと思わなくもない。だけどメロリナさんの紐はデザインが亀甲縛りだった。アウトだ。

			「りぃち、魔力を繰(く)り、尻尾を生やし、そして空を飛ぶことを覚えたお前さんには、この服を着る資格が十分にありんす。今度わちきと揃いで着てみんかえ？　マリーの店で作りんす」

			「遠慮しておきます」

			　オレがそんなのを着て動いたら……多分、いろいろ零れて公然わいせつ罪だ。

			「老い先短い老骨の頼みでもダメかや？」

			「お断りします。オレにはまだ、羞恥心を捨てる度胸はありません」

			「情に訴えたのに即断とは、お前さん、敬老精神に欠けておるのう」

			　敬老の日より、こどもの日が似合いそうな人に言われても。

			「二人とも、和むのはそのくらいに」

			　スミレナさんの言葉で、ピリリとした緊張が戻ってくる。

			「――おいおいおい、ゴブリンどもが全滅だと!?　どうなってやがんだ、チクショウが！」

			　屋敷の方から様子を見に来たその男は、口汚く唾を吐くも、オレたちを警戒しているのか、一番遠くで倒れているゴブリンの手前で立ち止まった。

			　カストール領主と肩を並べるクソ野郎――グンジョー。

			　ミノコにやられた怪我が、今も体中に痛々しく残っているけど、かろうじて無事な左手には【ひのきの棒】のような鈍器が握られている。

			「よくもやってくれやがったな。お楽しみが減るから無傷で捕えるつもりだったが、ここまでされたら、そんな悠長なことは言っていられねえ。大人しくするなら気を失う程度で済むが、抵抗するなら骨の一本や二本。最悪死んでも恨むなよ」

			　恨むに決まってんだろ。フザケんなよ。

			　オレは相手に触れなきゃ特能を使えない。けど、油断していない相手に近づくのは危険だ。

			「メロリナさん、またさっきの技をお願いできますか？」

			「すまんが無理じゃ」

			「無理って、どうして？」

			「年甲斐もなく張りきるものではありんせんなあ。この屋敷まで久しぶりに飛んで来たのと、大量の魔力消費で、正直一歩も動けん」

			　言って、メロリナさんはぺたんとその場に座り込んでしまった。

			「こんな時に、年寄りみたいなこと言わないでくださいよ！」

			「さっきから年寄りじゃと何度も自己申告しているでありんしょ。それより、地面が冷たくて尻がひゃっこいのう。座布団が欲しいでありんす」

			　うわ、マジで年寄り臭い。

			「オゥルァアア！　べらべらと喋ってんじゃねえぞ！　サキュバスの小娘、お前だけこっちへ来い！　お前が魔物だっていう証拠さえ掴んでおけば、ここからどうとでも巻き返せる！」

			「オレのことより、カストール領主の心配をしたらどうなんだ？　雇い主だろ？　あいつ今、ミノコと二人きりだぞ。助けに行かなくていいのか？」

			「お、お前を捕まえて人質にした方が手っ取り早いんだよ！」

			　逆立ちしたって勝負にならない実力差が裏目に出てしまったか。

			　どうする。一か八かで突っ込むか。

			　突破口を探していると、すぐ後ろに立ったスミレナさんが、小声で言った。

			「アタシがアイツの武器を止めるわ。幸い、あの男は片手しか使えないみたいだし、成功率は高いと思う。その隙に、リーチちゃんが仕留めて」

			「却下です。女性にそんな危ない真似はさせられません」

			「……リーチちゃん、今日一日で、すっかり男の子らしくなっちゃったのね」

			「本当に!?　そう思います!?」

			「あらやだ可愛い……。惚れ惚れするくらい素敵な笑顔だわ」

			　襤褸(ぼろ)を纏(まと)えど心は錦(にしき)。女の身なれど心は漢(おとこ)。それがオレです。

			「だーかーらー!!　勝手にくっちゃべってんじゃねえって言ってんだろうが!!」

			　蚊帳(かや)の外にされたのがお気に召さなかったらしく、作戦の決まらぬうちに、横たわっているゴブリンたちを跨(また)いでグンジョーが特攻を仕掛けてきた。

			　オレはスミレナさんを後ろに押しやり、盾になるつもりで前に出た。

			　グンジョーが鈍器を頭上高くに振り被った。

			「あの白黒のデカブツの分まで、その体に礼をさせてもらうぜッ!!」

			　痛みと衝撃に耐えるべく、オレは歯を食いしばった。

			　――腕一本で済むか!?

			　インパクトの瞬間、オレは俯いて目を瞑ってしまった。

			　ゴギィッ!!

			　と、硬い物同士がぶつかる音が周囲に響き渡る。

			　これが、骨を砕く音か。

			　……………………。

			　………………。

			「……あれ？」

			　激しい音はしたのに、いつまで経っても痛みがない。

			　まさか、頭を打ち据えられて、また即死でもしたんだろうか。

			　そろりと目を開けると、そこには。

			　

			「――三度目である」

			　

			　低くて雄々しい声。

			　太くて逞しい、濃緑の鱗(うろこ)に覆われた尻尾。

			「女人に気安く触れるなという小生の忠告、理解できていなかったのであるか？」

			「テ、メエ……また！」

			　擦り傷だらけの鎧を纏(まと)った背中。

			　鞘に収まった剣を掲げ、その人はグンジョーの一撃を受け止めていた。

			　メロリナさんに続く、二人目の助っ人。

			　なんで。

			　巻き込むまいと思っていたのに。

			　だから何も言わず、隠れるようにして出て来たのに。

			「それとも、よほどこの腕がいらぬのであるか？」

			　目の前が、涙で滲むほど嬉しかった。

			「……ギリコ……さん。……ギリコさん。ギリコさん！　ごめんなさい！」

			　オレは思わず、ギリコさんの背中に謝っていた。

			「リーチ殿、つれないではないか。小生を置いていくなど」

			「すみません……。迷惑を……かけたくなくて……」

			「友にそのような気を遣われてしまう方が、小生にとっては心外である」

			「すみません……」

			「謝罪は十分である。それより、こういう時は、もっと別の言葉を聞かせてほしいのである」

			「す、すみま――……あ、いえ、別の言葉、ええと、あ」

			　オレはぐしぐしと腕で目を擦(こす)り、ずずーっと鼻をすすってから、万感胸に迫る思いでそれを口にした。

			「助けに来てくれて、ありがとうございます！」

			「なんの。友の窮(きゆう)地(ち)に剣を振るう。これは小生にとって誉れである」

			「こんの、トカゲ野郎ォォ!!　何度も邪魔してんじゃねえよ!!　人間様とトカゲの格の違いを見せてやるぁあああ!!」

			「どうやら、腕はいらぬと見える」

			　オレが瞬きをする直前、白刃が走った。――ような気がする。

			　ギリコさんが鞘から剣を抜いた瞬間は見えなかった。

			　けど、オレが瞬きを終えた時には、グンジョーの武器は握っている部位以外が消えており、ギリコさんの剣はグンジョーの手首に添えられていた。

			　遅れて遠くの方で、コロン、コロン、と斬り飛ばされた木片が地面に落ちて転がった。

			「最後に慈悲で問う。この腕、本当にいらぬのであるな？」

			「……い、いりまひゅ。……ごめんなしゃい」

			　真意はどうあれ、グンジョーの言葉に偽りはなかった。

			　格が違いすぎた。

			　掌を返したような降参にギリコさんが嘆息し、グンジョーから剣を離した。

			「なああああんてね、嘘でええええっす!!」

			　殊勝な態度は演技。一瞬の隙を突き、ギリコさんから弾けるようにして後方へグンジョーが跳び退(すさ)った。いよいよ形(なり)振り構わなくなってきやがった。

			「観念するのである。貴(き)君(くん)に勝機はない」

			「そうだそうだ！　悪足(あ)掻(が)きはみっともないぞ、ちょびヒゲ！」

			　ギリコさんとオレが降伏を訴えかけるも、グンジョーの目はギラついたままだ。

			「観念するのはお前らだ！　あれが見えねえのか!?」

			　そう言って、グンジョーは屋敷の正面玄関を指差した。

			　屋敷から、わらわらと人が外に出て来ている。オレが倒した連中だ。

			　戦闘の気配を察したからか、もしくはゴブリンを放つ前にグンジョーが指示していたのか、今度は誰もが手に手に武器を持っている。

			　まずい。オレの特能は相手にダメージを与えられるようなものじゃないから、縛るなりして拘束しておかないと、目が覚めればすぐに戦線復帰されてしまうんだ。

			「わははは！　どうだ、ザマーミロ！　形勢逆転だぜ！」

			　一転して、こちらがピンチになったのは間違いない。

			　だけど、どいつもこいつも、ズボンの股間部分を前に引っ張ったり、下半身を気にしたりと妙な歩き方をしている。どうやらパンツは替えていないらしい。どうせなら武装するよりも、そっちをちゃんとしてほしかった。

			　そして今のところ、あの変態紳士の姿は見当たらない。

			　頼むから出て来ないでくれよ。戦力的な意味でも、ヴィジュアル的な意味でも。

			「トカゲ野郎、お前の腕がどれだけ立とうが、あの人数をいっぺんには相手にできねえだろ。後ろの女たちも、まとめて蹂(じゆう)躙(りん)してやるぜ」

			「貴君には、男の矜(きよう)持(じ)というものがないらしい」

			「矜持ぃ？　そんなもんで腹は膨れねえんだよ」

			「剣を取るなら相手になるが、もう一対一で戦うつもりはないのであるか？」

			「ありまっせーん。このまま数で押し切らせてもらいまーす。ぬわっはははは！」

			　言葉で、態度で、ここぞとばかりにグンジョーは調子づいた。

			「数に頼るやり方は、小生の趣味ではないのであるが」

			「はいぃ？　お前の趣味なんざ、知ったことかよ。男の矜持だかにこだわって、使える戦力を使わずに負けるなんてのは、それこそ馬鹿のやることだろうが」

			「一理ある。貴君がそう言うならば、こちらも気に病む必要はないであるな」

			「おうコラ、ワケのわからねえことを――」

			　不意に言葉を止めたグンジョーが顎(あご)を上げ、遠くを見るように目を細めた。

			　オレもつられてその視線を辿る。

			　屋敷の正門。そのさらに向こうで、ぽつぽつとした火が灯っていた。

			「な、なんだあ、ありゃ？」

			　グンジョーの疑問はすぐに解ける。

			　ランプとは異なる、風を受けた炎の揺らめき。あれは松明(たいまつ)の火だ。

			　十や二十ではきかない。どんどん数を増し、こっちへ向かって動いている。

			　同時に聞こえてくるのは、地面を揺るがすほどの足音と雄叫びだ。

			　まるで津波が迫ってくるかのように。深夜だというのに、祭りのクライマックスを思わせる轟音は空気を伝わり、腹の奥にまで響いてくる。

			　無数の火は、やがて一個の大炎に見えるまで屋敷に近づいて来た。

			「ギリコさん、あれって……まさか」

			「察しのとおり、小生と同じく、この場に駆けつけた者たちである」

			　駆けつけたって。見た感じ、百人はいそうなんですけど。

			　しかも、まだまだ増えていきそうな気配がある。

			「スミレナさんの人望、凄すぎ……」

			「本当にそう思う？」

			　オレの呟きに、スミレナさんが質問を被せた。

			「そりゃ。だって、スミレナさんを助けるために集まっているんですから」

			「本当にアタシの人望だけで、アタシを助けるためだけに、あの人数が集まったんだと思う？　彼らの声を、もっとよく聞いてみて」

			　言われてオレは、音ではなく、声を拾おうと耳を澄ませた。

			　遠くに見えていた時は喧騒にしか聞こえなかった大音(おん)声(じよう)の中に、何度も出てくる名前が二つあることに気がついた。一つはスミレナさんの名前。もう一つは……。

			　

			　……オレの名前だった。

			　

			「ギリコさんが呼び掛けてくれたんですか？」

			「否。エリム少年である。小生は一足先にここへ馳せたが、少年は今も死に物狂いで町の中を駆け、スミレナ殿とリーチ殿の救援を求めて回っているのである」

			「エリムが……」

			　オレが黙って家を出た後、間を置かずに帰ってきたのか。

			　事情をギリコさんから聞き、すぐにオレが家にいないと気づいたんだろう。

			　姉のスミレナさんを尊敬し、友情にも篤いあいつのことだ。本当ならギリコさんと一緒に、何を置いてでも真っ直ぐここへ来たかったに違いない。

			　もう会えない。会わないつもりでいたのに。

			　エリム……エリム……。

			　今ここにあいつがいたら、力いっぱい抱き締めていたところだ。

			　形勢逆転したかと思えば、あっという間に逆転し返されたグンジョーが右往左往している。

			　外へ出てきた他の連中も同様だ。手にした武器を構えたり、屋敷の防衛に走り出したりする者はおらず、下半身の気持ち悪さも忘れ、ただただ困惑している。そこにはもう、応戦という選択はなく、逃げるか、降伏するかで迷っているように見えた。

			「あ、ヤバい、翼が！　あ、ツノも隠さないと！　て、尻尾も生えたんだった！」

			　彼らがスミレナさんだけでなく、本当にオレの身を案じて駆けつけてくれたのだとしても、それはオレが魔物だと知らないからだ。

			　この件が終われば、どのみち町を出るつもりでいたけど、自分からこっそり出ていくのと、石を投げられ、追い出されるのとでは意味が違いすぎる。

			　翼の縮め方がわからず、慌てふためいていると、

			「必要ないわ」「必要ないのである」

			　スミレナさんとギリコさんが声を揃えて言った。

			　二人して、あら？　おや？　と顔を見合わせている。

			「必要ないって、どうしてですか？」

			「アタシは、ちゃんと説明すれば、わかってもらえるからだと思ったんだけど」

			　スミレナさんが、続きをギリコさんにパスした。

			「エリム少年は、スミレナ殿が領主に連れて行かれた理由。そしてスミレナ殿を、リーチ殿が一人で助けに行ったこと。それらを公言しているのである。隠す必要はないと――否、今こそ明かすべきだと思ったからであろう。故に、彼らはリーチ殿が魔物だと知っていて尚、救援に駆けつけているのである」

			「や、だからそれは、スミレナさんのために」

			「スミレナ殿の言葉を借りて、小生も同じことを尋ねよう。本当にそれだけで、あの者たちが集まっていると思うのであるか？」

			　そんなことを言われても……。

			　だって、たった二週間ですよ。

			　オレが店に立つようになって、まだそれだけしか経っていないのに。

			　そんな短い時間で、どれだけの絆を町の人たちと深められたっていうんだ。

			　だけど、オレの名前を呼ぶ声はどれも、正体を欺(あざむ)いていたことへの怒りじゃなくて、大きな不安を感じさせる。オレを心配し、助けようとする必死さ。何より優しさが伝わってくる。

			　オレが魔物だと知りながら。

			　スミレナさんとギリコさんに何か答えようと思ったけど、できない。

			　胸に押し寄せる気持ちが大きすぎて、溢れて、言葉になんてならない。

			「では、小生もやるべきことを果たすのである」

			　ギリコさんが、冷や汗を流して目を泳がせるグンジョーに再び戦意を向けた。

			　グンジョーはビクリと体を竦(すく)ませたが、そこで何を思ったか、取り繕うようにしてニヒルに笑ってみせた。

			「まあそう急(せ)くなよ。提案がある」

			「提案であるか？　遺言ではなく？」

			「ゆ、な、なわけねえし！　その、あれだ。考え直してみたんだが、やっぱり数の暴力に頼るなんてのは、男のすることじゃねえよな。うん。だからこの場は痛み分けということにして、俺の怪我が完治したら再戦するってのはどうだ？　その時は、もちろん一対一で」

			「貴君のそれは、もはや一種の芸風であるな」

			「あ、ちょ、待って、いや、お待ちくださ――」

			　呆れ果てたギリコさんがグンジョーの鳩尾(みぞおち)に剣の鞘を突き入れ、それ以上の寝言を吐く前に意識を刈り取った。

		

	
		
			第十五搾　チ●カスが残ってますよ

			　

			　目算で三百人近くにものぼる町民が領主邸を包囲した。

			　中には女性もいれば、老人もいる。

			【メイローク】はそれほど大きな町じゃない。詳しい数字までは知らないけど、人口は千人に届かないだろう。それを考えると、こんな深夜に、こんな短時間で、これほどの人数が集まるというのは、にわかに信じがたい。

			　駆けつけてくれた人たちのうち、五十人くらいかな。おそらく直接的な戦力になれる大人の男たちが邸内に入って来た。その先陣に立っているのは、今やすっかり【オーパブ】の常連になった、ロドリコ・ガブストンさんだった。

			　目が合うと、バチッ、と不恰好なウインクが飛んで来た。反射的にギリコさんの背中に隠れそうになったけど、どうにか踏み止(とど)まり、接客で培った愛想笑いで応えた。

			　彼らは直ちにカストール領主の私兵を武装解除させ、転がっているゴブリンを拘束した。

			　ついでに、気絶しているグンジョーは簀(す)巻(ま)きにしてもらった。目を覚ましたら、また面倒を起こしそうな気がしたので。

			　連中がいくら戦闘に長(た)けた傭兵であったとしても、ここまで多勢に無勢では、白旗を揚げるしかなかった。

			「変態紳士は……」

			　見当たらない。このまま潜んでいてくれるなら、それに越したことはない。

			　あいつが出て来なければ、この場の平定は問題ないだろう。

			　となると、残る問題は一人。事の首謀者であるカストール領主だ。

			　ミノコを置いて飛び出して来たけど、その後はどうなっただろうか。

			「まさかミノコの奴、むしゃむしゃしてないだろうな」

			　ミノコほどできた牛は他に知らないし、その心配はないか。

			　説得か。脅迫か。

			　どちらを選ぶにせよ、それがオレの……この町での、最後の仕事だ。

			　この場をロドリコさんたちに任せ、ミノコとカストール領主の所へ戻ろうとした矢先。

			「リ、リーチちゃん……」

			　スミレナさんが動揺した声を出した。そんな彼女の視線は、オレの背後に送られている。

			　振り返ると、

			「あれ？　お前、自分で下りて来た――んぶっほあ!?」

			　思わず吹いてしまった。

			　そこにいたのは他の誰でもない、屋敷の三階で別れたミノコだった。

			　そのミノコが……むしゃむしゃしていた。

			　カストール領主と思しき体が、腰より下半分だけ、ミノコの頬張った口から外に、だらりと垂れ下がっている。絵的にヤバすぎる。

			「ミ、ミノコ、おま、何食って……!?」

			「モ」

			　心配するな。そう言って、ミノコが口の中身を吐き出した。

			　べちゃりと地面に落ちたカストール領主には、ちゃんと上半身もついていた。

			　甘噛みしていただけらしい。心臓に悪いのでやめてください。

			「それ、ちゃんと生きてるのか？　動かないぞ……」

			　外傷は見当たらないけど、唾液まみれだし、目は虚ろで、ぐったりしている。

			　まるで、性的に乱暴されて捨てられました、的な惨状だ。

			「モォ～ウ」

			「え、心が折れてる？」

			　詳細を求めると、ミノコは上で見たことを、モゥモゥと説明してくれた。

			　スミレナさんがバルコニーから飛び降りた後、すぐにこんな無気力状態になったという。

			　手を後ろに縛られた状態で、三階から飛び降りる。

			　地面に頭から落ちれば、確実に死んでいた。

			　死ななくても、下には大量の飢えたゴブリン。死にも等しい目に遭っていた。

			　にもかかわらず、人質に取られるくらいなら、笑って死を選ぶ。

			　それを容易(たやす)くやってのけたスミレナさんには、どうあっても勝てないと思い知り、頭が完全敗北を認めてしまったのだろう。

			　――というのがミノコの推測だ。牛すげーな。

			　別にカストール領主の心が折れていようが、骨が折れていようが構わないけど。

			　となると、オレやスミレナさんの処遇はどうなるんだ？　そのあたり、どうお考えなのかと尋ねようとしたら、唐突に、カストール領主が無表情のままさめざめと泣き出した。

			「え、あの、領主さん？」

			「……敵いません。……敵いませんねぇ。心でも……人望でも……。んふふふ……物凄い数の人が集まっていますねぇ……」

			　誰に言っているわけでもない。嗚(お)咽(えつ)で声を擦(かす)れさせながらの独白だ。

			「いっそ、諦められればいいのに……。どうしても……この醜くて、煮えたぎるような嫉妬は消えてくれない……。なんなんでしょうねぇ。本当、いい加減にしてほしいですよ……」

			　次第に表情も崩れていき、本格的に悔し涙のそれへと変わっていく。

			　唇を震わせ、カストール領主は積年の思いを吐露していった。

			「こんな気持ちを味わうくらいなら、領主になどならなければよかった。そうすれば、自分の底を思い知ることも、周りに比べられることもなかったのに……」

			　肉を抉(えぐ)らんとするくらい強く、カストール領主は自分の胸に爪を立てた。

			　ぎゅっと閉じられた目蓋に切り取られた大粒の涙が頬を伝っていく。

			「このまま嫉妬に狂って生きていくくらいなら……死んだ方がマシですねぇ……」

			「死んだ方がマシなんて、そんなこと言うなよ」

			　思わず言葉を挟んでしまった。

			　実際に死んだ経験のある身として、言わずにはいられなかった。

			　カストール領主が、涙に濡れた目だけをオレに向けた。

			「死んだら、取り返しのつかないことになる場合だってあるんだぞ」

			　具体的には、異世界に飛ばされたり、男から女にされたりとか。

			「死んでから後悔したって、もう遅いんだからな」

			　もっと親孝行しておけばよかった……とか。

			　引きこもりだったオレにも優しかった両親。思い出さない日はない。

			「説教でもするつもりですか？　こんなに多くの人が味方してくれるアナタに、わたしの何がわかるというんです？」

			「全部とは言わないけど、アンタが自分に自信を持てなくて、性格がねじ曲がっちゃうくらい辛かったってことは、なんとなくわかる」

			「ふん、そんなわけが――」

			「わかるさ。オレだって少し前までは、なんの取り柄もない自分が嫌いで、引きこもっていたような奴だったから。友達だって、一人しかいなかったし」

			「……はあ？　アナタが？」

			「嫉妬する気持ちだって、超わかる。その友達は、オレには無いものをいっぱい持っていて、いつだってオレはそいつに嫉妬してた」

			　大きすぎる怒りに隠れていたせいで、気づけなかった。

			「近くに優秀な奴がいると、比べちゃうよな。どうしたって比べちゃうんだよ……。あいつにできて、自分にはできないことを見つけてしまう度に、どうして自分はこんななんだろうって落ち込むんだよな」

			　オレはカストール領主の気持ちを、理解しようと思えばできたんだ。

			「……嘘にしては、演技がお上手ですねぇ」

			「嘘なもんか。コンプレックスが一つもない人間なんていやしない。だから、自分だけが醜いなんて思わなくていいんだ。他人を嫉妬する気持ちは誰にでもあるんだから」

			「……誰にでも、ですか？」

			「誰にでもだ。大小はあるだろうけど」

			「そちらの女性にも？」

			「あるさ。スミレナさんだって、実は小さい胸に――」

			「リーチちゃん？」

			「あ、いえ、なんでもないです」

			　にっこり笑顔なのが、逆に怖い。

			「ふ、んふふふ、魔物に諭されるとは……。とことん落ちぶれてしまいましたねぇ」

			「落ちるとこまで落ちたんだから、後はもう上るだけだろ」

			「んふふふ……簡単に……言ってくれますねぇ」

			　カストール領主の泣き方が、悔し涙から泣き笑いへと変わった。

			「せっかくなので、一つ聞かせていただいても？」

			「オレに？」

			「アナタは、そのお友達への嫉妬を克服できたのですか？」

			「今だって嫉妬してるさ。でも、この気持ちとの付き合い方は知ってるよ」

			「教えていただけませんか」

			　皮肉なんかじゃなくて、カストール領主は、本気でオレの言葉を聞きたいと思っている。

			　今なら届く。だからオレも、突っぱねたり、適当な言葉を返したりはせず、真(しん)摯(し)には真摯で応えることにした。

			「相手を好きになればいいんだ」

			「相手を好……は？」

			「相手を好きになったらな、嫉妬だけじゃなくて、そこに憧れの気持ちも生まれてくるんだ。そうしたら、今度はそいつを目標にする。嫉妬じゃ無理だけど、憧れている相手なら目標にもできるだろ。この違いが大事だ」

			　オレの場合、目標にしていたのはもちろん拓斗だ。

			　あいつみたいになりたくて、主に筋トレを頑張っていた。成果はお察しだけど。

			　羨むだけじゃ、人は成長しない。

			　だけど明確な目標を設定することで、人の成長はより顕著に、より効果的になる。

			「相手を……好きになれば……ですか……」

			「そう、好きになればだ」

			　自信たっぷりで頷くと、後ろから、ガシッとスミレナさんに肩を掴まれた。

			「待って。リーチちゃん、ちょっと待って。この流れは良くないわ。きっと良くない」

			「何がですか？」

			「好きになるって、どういうつもりで言ってるの？」

			「もちろん、人として尊敬する的な意味です！」

			「でしょうね」

			　スミレナさんが、オレとカストール領主に背を向けて頭を抱えてしまった。

			　カストール領主は、オレの意見を吟(ぎん)味(み)してくれているのか、無言になった。

			　長い沈黙――と言っても一分くらいだと思うけど、何かしらの答えが自分の中で出たのか、カストール領主が場の静寂を破った。

			「スミレナ嬢」

			「な、名前を呼ばれたのって、もしかしなくても初めてよね。何かしら？」

			「わたしは、今からでも変われるのでしょうか」

			「人が変わろうとするのに、遅いも早いもないと思うけれど……」

			　カストール領主からそんな言葉が出たことが嬉しくて、オレは顔を綻(ほころ)ばせた。

			　変わりたい。そう思う気持ちもまた、オレには痛いほどわかるから。

			「そのとおりです！　変わろうと思えば、人はいくらでも変われるんです！」

			　オレがその実例だ。と胸を張って言ってもいいだろうか。

			「カストール領主の経営手腕は尊敬できるって、さっきスミレナさんも言ってましたよね!?　これで領主としても尊敬できるようになれば、その人のことを全部好きになったのも同じことですよね!?」

			「リーチちゃん、それも人として、という意味で言ってるのよね？」

			「もちろんです！　互いを認め、高め合える関係って、尊いと思うんです！　スミレナさんとカストール領主も、そういう良いライバルになれたらいいなって！」

			「そう、わかったわ。もう黙っててくれるかしら」

			　ちょっとしょんぼりした。

			　会話から締め出されてしまったオレに代わり、ここでやっと起き上がったカストール領主がスミレナさんを真っ直ぐに見据えた。今までのカストール領主とは目が違う。光の宿ったその瞳は、過去の自分と決別しようとするかのような意思の強さを感じさせる。

			「スミレナ嬢」

			「慣れないわね。何かしら？」

			「今になって思うと、わたしは以前から、アナタという女性に認めてもらいたい。それだけを望んでいたのかもしれません。強く、気高く、そして美しいアナタに」

			「そ、そう。光栄だわ」

			「憎いと感じていた気持ちも、いわゆる、愛情の裏返しだったのでしょう」

			「そ、それはどうかしら。結論づけるのは早いと思うわよ」

			「いいえ。これまでわたしがしてきた行いを振り返れば、自(おの)ずと一つの答えに辿り着きます。事あるごとにちょっかいをかけていたのも、相手に自分を意識してもらいたいから。言わば、気になる女子をいじめてしまう心理。やっと理解しました」

			　心なしか、カストール領主の口調も、はきはきと男らしくなっている気がする。

			「領主さん、いったん落ち着いて。アナタは今、冷静じゃないわ」

			「そうかもしれません。ですが、それも仕方ないのです。何故なら、わたしの心は、とっくに奪われていたのですから。この意味、おわかりいただけますか？」

			「さ、さあ、わからないわ。あ、やめて言おうとしないで。言わなくていいから」

			　スミレナさんが止めるも、カストール領主は自分の胸に、そっと手を添え、そこに温かくて大切な想いが詰まっているかのように、穏やかな声で言う。

			「わたしは既に、アナタのことを好きになっていたようです」

			「ごめんなさい。そろそろ気持ち悪いわ」

			　え、何この急展開。カストール領主って、スミレナさんのことが好きだったの？

			「そう言われるのはわかっていました。ですが、相手への好意を自覚するだけで、こんなにも気持ちに違いが出るのですね。罵(ば)倒(とう)さえ、今は甘美な響きに聞こえます」

			　ごめんなさいと言われたのに、頬を桜色に染めるカストール領主は幸せそうだ。

			「メロさん、まずいわ。アホな子のせいで、開けてはいけない蓋が開いてしまったみたい」

			「うむ。こやつ、覚醒しおったな」

			　んん？　今、どういう話になってんの？　ページ飛ばしちゃった？

			「これまでのことを全面的に反省いたします。そして、この気持ちに気づくきっかけをくれたサキュバスのお嬢さんにも、数々の無礼を謝罪したい」

			「う、うおおお、スミレナさん凄い！　相手を自分に惚れさせることで一気に解決へと持っていくなんて！　さすがは大人の女性って感じですね！」

			「アタシ、今ならリーチちゃんの処女を奪うことに躊躇しないわ」

			「いきなり怖いこと言わないでください！」

			　オレの言葉の何がきっかけで、カストール領主が、スミレナさんへの気持ちを自覚したのか見当もつかないけど、一難去って恋が始まる展開は、なんだかラブコメっぽいじゃないか。

			「心が軽い。まるで憑き物が落ちたかのようです。そうだ。この機に名前を改めてもよろしいでしょうか。以前なら、領主が己の名前を恥じて改名するなど、世間体を気にしてできませんでしたが、新しい自分に生まれ変われたという意味で、お許しいただければと思います」

			　ザブチン・カストール。

			　この名前も、彼のコンプレックスの一つだったのは疑いようがない。

			　チ●カス領主とか、ザブチン・カスマミレさんとか散々言ったし、多分、昔からも言われてきたんだろう。もしかすると、いじめられたことだってあるかもしれない。

			　ヤバい。ここへ来て、カストール領主への共感が天井知らずだ。

			　うんうん。チ●カスはあんまりだよな。変えなさい。好きな名前に変えなさい。

			　どんな名前でも、オレは祝福するぜ。

			「これからは、ザブチン・カストレータという名で生きていこうと思います」

			　チ●カスが残ってますけど……。いや、取れたのか？　どっち？

			　町民に和解したことを伝えるため、事の中心人物であるスミレナさんとカストール――改めカストレータ領主が、二人で騒ぎの収拾に当たった。

			　屋敷に集まってくれた大勢の町民へ、スミレナさんが感謝を。

			　騒ぎを起こしてしまったことへ、カストレータ領主が謝罪を。

			　最初はカストレータ領主の変わりように戸惑う人もいるだろうけど、そこに嘘がないことはすぐにわかってもらえるはずだ。

			　だってもう、目で、態度で、全身でスミレナさんへの愛を表しているから。

			　離れて見ていると、完全に主人のことが好きで好きで仕方ない忠犬だ。

			　物事の考え方を一つ変えるだけで、人ってこうまで別人になれるのか。

			　ついに領主すらも味方につけたスミレナさん人気は、さらに高まるに違いない。

			「――リーチさん！　リーチさん、無事ですか!?」

			　正門前の人だかりを掻き分け、声を張り上げながらエリムが駆け寄って来た。

			　滝のような汗。酸欠のように荒い呼吸。この場の誰よりへとへとになっている。

			　最後の最後まで町の中を走り、味方を集めてくれていた証拠だ。

			「無事だよ。おかげさまで」

			「よ……かった……」

			　そこで力尽き、膝が抜けるようにしてエリムの体が崩れそうになる。

			　オレは正面から抱きつくようにして、それを支えた。

			　そしてそのまま、ぎゅっとエリムの体を強く抱き締める。

			「リ、リーチさん!?」

			「ありがとうな。マジで、ありがとうな」

			「……お礼なんて。僕はギリコさんみたいに強くありませんし、戦場に立っても足を引っ張るだけなのがわかっていたから、こんなことくらいでしか役に……」

			「こんなことくらいなんて言うなよ。こんな凄いことをやらかしておいて」

			　今回の一件のＭＶＰを決めるとするなら、それはオレでもミノコでもない。

			　間違いなくエリムだ。エリムの頑張りが決め手になってくれた。

			「あの、僕、今、汗だくで。離れた方が」

			「そんなもん気にするかよ。どんだけ走ったんだ。心臓バクバクじゃないか」

			「や、これは、走ったからというか」

			　家族のためだっていうのならわかる。

			　だけど、それと同じくらい、友人のために必死になってくれる奴が他にいるだろうか。

			　オレは、エリムという人間を友に持てたことを誇りに思う。

			「――こらこら君たち。こんな人目の多い所で、いつまでくっついているんだ？」

			　あらかたの事後処理を終えたロドリコさんたちが、続々と集まって来た。

			　エリムが慌てて体を離してしまう。

			「リーチちゃんを助けたいと思って駆けつけたのは皆も同じなのに、抜け駆けはよくないな」

			「こ、これは、違うんです！　リーチさんが労(ねぎら)ってくれていただけで！」

			「ふむ。それはつまり、リーチちゃんからエリムに抱きついていたということか？　それなら話は別だ。リーチちゃん、大変だったね」

			　言って、ロドリコさんがオレに向けて腕を左右に広げた。

			　ロドリコさんの後ろにずらりと連なる人たちも同じポーズを取っている。

			　よく見れば、ほとんどが【オーパブ】で一度は接客したことのある顔ぶれだ。

			「皆さん、ありがとうございました。本当に助かりました」

			　お礼と一緒に、オレは深く腰を折って頭を下げた。

			「あれ？　抱擁(ハグ)は？」

			「やだな、年上の人に、そんな馴れ馴れしいことできませんよ」

			　だってあれは、友情を確かめ合うのが目的なんだから。

			「その奥ゆかしさもリーチちゃんの魅力か。ではエリム、後で屋敷の裏に集合(おまえをボコる)ということで」

			「勘弁してくださいよ！」

			　顔を青くするエリムには悪いが、オレは「あはは」と苦笑いで場を凌(しの)いだ。

			　でも、こんな普通に会話をしていていいんだろうか。

			　オレは、正体を隠して町に入り込んでいた魔物なのに。

			　お礼より先に、謝るべきだったんじゃないのか。そんなことを考えてしまう。

			「……あの」

			「どうしたんだい？」

			「オレのツノや翼、見えてますよね？」

			「見えているよ」

			　ロドリコさんは、普段と変わらない口調で答えた。

			「……ビックリ……しましたよね？」

			「エリムから、リーチちゃんが魔物だって聞いた時は驚いたよ。サキュバスなんだって？」

			「はい……。隠していて、すみませんでした」

			「もしかして、後ろの子もそうなのかい？　店で何度か見かけたことはあったが。というか、すごい恰好だな。見ているこっちが捕まりそうだ」

			　ロドリコさんが言っているのはメロリナさんのことだ。

			　彼女も今のオレと同じように、翼を外に曝している。

			「メロリナさん、隠さないでよかったんですか？」

			「別に構いんせん。正体がバレたことで町に居辛くなったら、りぃちと一緒に他の土地へ移り住むのも悪くなかろ。後輩に教えんといかんことは、まだまだ山程ありんす」

			「……ありがとうございます」

			　小さな先輩の優しさに、オレは心から打ち震えた。

			　ロドリコさんに向き直ると、こほんと咳払いをしていた。

			「リーチちゃんがこの町に来てから、まだ半月足らずだけど、早い段階で魔物だということを明かしたのは、結果的によかったんじゃないかと自分は思う」

			「どうしてです？」

			「実は、自分は少し前から、リーチちゃんは人間以外の種族じゃないかと疑っていたんだ」

			「え、なんで……!?」

			「偶然見てしまったんだ。家の中、そして風呂上がりということで油断していたんだろうね。窓の前に立ったリーチちゃんは髪を上げていなかった。その時、頭にツノのような物が付いていることに気づいたんだよ」

			　………………。

			「すまない。確認するべきか、迷ってはいたんだが」

			「……一、二点、質問してもいいでしょうか？」

			「なんだい？」

			「オレ、風呂に入るのはいつも店じまいをした後だから、深夜なんですけど」

			「知っているよ？」

			　なんで知ってるの？　朝かもしれないじゃん。

			「あとオレの部屋の窓、大通りとは反対側についていて、そっちには道らしい道も無いから、普通は人が通るはずもないんですけど」

			「あれはそう。星を近くで見ようと向かいの家の屋根に上っていた時だったかな。瞬く星々の中に、一際美しい輝きを放つ星を見つけた。リーチちゃんのことさ」

			　いやいや、おかしくない？　なんで星を見るのに他人の家の屋根に上るの？

			「それがどうかしたのかい？」

			「…………いえ、別に」

			　この件はオレの手に余る。後ほどスミレナさんに報告しよう。

			「話を戻そうか。自分のような、善良な人間に知られただけならいいが、中には『魔物だってバラされたくなかったら言うことを聞け』なんて脅しをかけてくる輩がいないとも限らない。そんな危険を回避するために、早期に公言したのは正解だったと思うんだ」

			　ねえ、これって言葉どおりに受け止めればいいの？

			　それとも、善良な人間というところにツッコミを入れるべきなの？

			　もしくは、「そんなこと言って、本当はロドリコさんがやろうと思っていたんじゃないです？　危ないなー、もう」なんて冗談ぽく返せばいいの？

			　リアクションに困っていると、メロリナさんがオレの背中を突き、耳元で囁いてきた。

			「りぃちよ、あやつ、ストーカーではありんせんか？」

			「ど、どうでしょうね」

			「お前さんは魅了が使えんから、持ち前の器量で男を誘惑はできても服従まではさせられん。高まりすぎた好意はまれに暴走しよる。いらん厄介事を呼び込む恐れは大いにありんすから、重々気をつけなんし」

			「わかり……ました」

			　魅了って、自衛の手段でもあったのか。

			「それはそうと、あやつ、今の妄想で確実にシコっておるぞ。１００パーじゃ」

			「そういうことは教えてくれなくていいです」

			　とりあえず、ストーカーの可能性については、ひとまず置いておくとして。

			　屋敷の周りに集まっていた町民を、あらかた帰路につかせたスミレナさんが戻って来た。

			「どう？　話は進んでる？」

			　話は弾んでいるが、進んではいない。その気配を察したのか、スミレナさんがオレに「皆に話したいことがあるんじゃない？」と振ってくれた。

			　この場にはまだ、五、六十人もの人間がいる。彼らを通じて、オレの言葉はちゃんと町中に伝わるだろう。スミレナさんが場の空気を調(ととの)えてくれたので、皆が口を閉ざしてオレの言葉を待っている。

			　これが最後だ。毅(き)然(ぜん)とした態度を取ろう。

			「魔物であることを隠して町に入ったこと、もう一度ちゃんと謝らせてください」

			　謝罪から入り、本題へと移っていく。

			「魔物がどういう存在で、どういう風に思われていて、どういう扱いを受けるのかを聞いても最初は他人事みたいに考えていました。悪さを働くつもりはなかったし、隠してさえいれば、なんとかなるだろうって、楽観的に考えていました」

			　種族の壁を意識するようになったのは、ギリコさんに会ってからだ。

			　いや、それでも危機感は足りていなかった。リザードマンとは違って、ツノと翼さえ隠せば人間に見える自分は、たとえ魔物であっても縁遠い話だと。

			「その結果が、このザマです。魔物だってバレて、こんな事態を招いて、お世話になっていたスミレナさんには、特に迷惑をかけてしまいました」

			　居心地が良すぎた。ずっと浸っていたいと思うようになった。

			　だけど、やっぱり住む世界が違ったんだ。

			「オレが魔物である限り、カストレータ領主との問題が片付いたとしても、こういったことは今後も起こりうると思います。だから……」

			　言いたくない。次に言う台詞を頭が拒んでいる。

			　言いたくないけど、言わなきゃいけない。ケジメをつけなきゃいけない。

			　喉で詰まっている声を、オレは腹を押さえつけることで無理やりしぼり出した。

			「この町を……出ます。短い間でしたが、お世話になりました」

			「はい、やり直し」

			　オレが身を切る想いで紡ぎ出した台詞に、スミレナさんがリテイクを言い渡した。

			「や、やり直しって？」

			「何を言おうとしていたのか予想はしてたけど。リーチちゃん、いい？　皆が聞きたいのは、そんな悲しい言葉じゃないのよ」

			　オレもまた、スミレナさんが何を言わんとしているのか予想できた。

			「だけど、サキュバスですよ？　オークやゴブリンと同じ魔物なんですよ？　スミレナさんも襲われそうになったじゃないですか」

			「魔物だから？　アタシに、今さらそれを尋ねるの？」

			「スミレナさんは違っても、不安になったり、怖いと思ったりする人はいると思います」

			「リーチちゃんが怖いなんて言う人がいたら、いかにリーチちゃんがアホ可愛いかをアタシが説いてわからせてあげる。魔物だからと一括りにするような人は拳で論破してあげる。なんの問題もないわ」

			　実際に問題が起きた後でさえ、スミレナさんはスミレナさんだった。

			「でもね、そんなことしなくても大丈夫なのよ。リーチちゃんのことを知れば、魔物であるかどうかなんて、どうでもよくなるんだから。それは周りの人たちを見ればわかるでしょう？」

			　オレはエリムや、ロドリコさんや、ここに集まっている人たち、一人一人の顔を見つめた。

			　皆がスミレナさんと同じような表情をしている。

			「……絶対、迷惑をかけてしまいますよ？」

			　かければいい。その時は、また助け合えばいいだけだ。

			　口々に、そんな温かい言葉が返って来る。

			「……魔物を匿ってるなんて知れたら、王都の騎士たちが攻めて来るかもしれないですよ？」

			　構わない。必ず俺たちが守る。

			　口々に、そんな頼もしい言葉が返って来る。

			　怖かった。

			　本当は、不安と寂しさで押し潰されそうだった。

			　親しくなった人たちと別れるのが辛かった。

			　知らない世界にまた放り出されるのが怖かった。

			「…………オレ……」

			　初めは一滴。すぅっと頬を伝って涙が流れ落ちた。

			　そこからはもう、止まらなかった。

			　オレはぼろぼろと泣いた。

			　手で押さえようにも、勢いが強すぎて、指の隙間からどんどん零れていく。

			　体からこんなにも水分が溢れて大丈夫なのかと心配になるくらい泣いた。

			　町を出ると言おうとした時より、さらに声が出てこない。

			「焦らなくていいから」

			　そう言って、スミレナさんが、後ろからそっと抱きしめてくれた。
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			　メロリナさんが、カラカラと笑った。

			　ギリコさんが、力強く頷いてくれた。

			　エリムはもらい泣きしていた。

			　顔はくしゃくしゃになり、声はしゃがれている。

			　ゆっくり、ゆっくり。

			　ちゃんと声になるのを確かめてから、オレは皆が待ってくれている言葉を口にした。

			　

			「……この町に……いても、いいですか」

			　

			　

			　

			　

			　その後は、割れんばかりの拍手と歓迎の嵐だった。

			　五十人を超える男たちの万歳三唱は、おそらく町の端まで届いたに違いない。

			　あわや胴上げまでされるところだったが、ワンピースだったのと、何やら男連中の目つきと手つきが怪しかったので、丁重に辞退した。

			　代わりにアイドルの握手会みたいなことが始まった。

			　流れで、エリムとギリコさんが会場スタッフみたいなことをやらされている。

			「こういう時の、男の人の結束力って目を見張るわね」

			「カカ。当然じゃな」

			　少し離れた所から、スミレナさんとメロリナさんの会話が聞こえてきた。

			「当然って、どうして？」

			「なんせあやつら全員、妄想の中では穴兄弟でありんしょうから。強い絆で結ばれておるのも頷けるしょや」

			「ああ、なるほど。納得ね」

			　何が納得なのか、説明を求――いや、いらない。聞きたくないです。

			「リーチちゃん、サキュバスの尻尾って、お尻のどのあたりから生えてるの!?」

			「リーチちゃん、翼に触れてもいい!?　いや性感帯だとか全く知らないけど！」

			「リーチちゃん、エロい気持ちはないんだ！　痴的――もとい知的好奇心で！」

			「待て待て、お前たち。リーチちゃんを困らせるんじゃない」

			　意外にも、変態筆頭だと思っていたロドリコさんが仲裁に入ってくれた。

			「リーチちゃんは聖女にして、女神のような存在だ。そのため、これから先も、様々な危険が降りかかるだろう。彼女の平穏は、我々が守らねばならない」

			　いや、お構いなく。

			「この場に集まった者たちの気持ちは、皆同じだろう。ならば、我々は今こそ一つになろう！　あらゆる災厄を排除する剣となり、盾となる【聖神(せいかん)隊】の発(ほつ)足(そく)をここに宣言したい！」

			「「「おぅぱああああああああああああああい!!」」」

			　ホント、お構いなく！　あと、何その掛け声！

			　男たちの熱狂は、当事者のオレを置き去りにし、どこまでも、どこまでも沸いていった。

			　魔物だと明かしても、町に受け入れてもらえたのは嬉しい限りだ。

			　逆に、魔物として生まれ変わったからこそ、巡り合えた縁もある。

			「「「リーチちゃんおぅぱい!!　リーチちゃんおぅぱああああい!!」」」

			　……でも、やっぱり思うわけです。

			「サキュバスやめたい……」

		

	
		
			第十六搾　賢者よ、永遠なれ

			　

			　カストレータ領主とのトラブルも無事解決し、皆が祭りだワッショイ的な雰囲気を味わっている中で、そいつは目を覚ましてしまった。

			「お前ら、人を転がしたままキャッキャしてんじゃねえぞ、解(ほど)きやがれンダルルァア!!」

			　ギリコさんの当て身から復活したグンジョーが、物凄い巻き舌で不満を喚(わめ)き散らしている。

			　簀巻きにされた状態でビチビチと跳ねる様は、陸に打ち上げられた魚のようだ。

			「オルルァア！　乳サキュバス！　全部全部お前のせいだ！　お前に関わったせいで、こんな大怪我するわ！　赤っ恥をかかされるわ！　どう責任取るつもりだコルルルァ!?」

			「自業自得だろ。乳サキュバスって言うな、ちょびヒゲ」

			「人間様にこんなことをして、タダで済むと思ってんのか!?　絶対犯してやる！　絶対にだ！　生まれてきたことを後悔するくらい、滅茶苦茶犯しまくってから売り払ってやる！」

			「……もう、そういうのはやめてくれよ」

			「やめるかボケ！　泣かして鳴かして中に出してやるから覚悟しろオラアッ！」

			　手に負えない。ここまでくると、利害を無視した執念すら感じさせる。

			「いやいや、はっはっは」

			　笑い声とは対照的に、目が一切笑っていないロドリコさんと、聖神(せいかん)隊の以下数名が、神輿(みこし)を担ぐようにしてグンジョーを持ち上げた。

			「な、なんだテメエら!?　どこへ運ぶつもりだ!?」

			「選べ。掘って埋められるか。掘られて産まされるか」

			「掘られてってなんだ!?　男が何を産むってんだ!?」

			「襲われる女性の身になって、その恐さを体感してもらおうじゃないか。お前も冒険者なら、ペロメナの亜種に、性別に関係なく生物の腸内に卵を産み付けるものがいることは知っているだろう。元気な卵を産めよ」

			「じょ、冗談じゃねえぞ！」

			　ばたばたと暴れたグンジョーが、ロドリコさんたちの手から地面に落ちた。

			「ぐえっ！　……お、お前ら、さては、サキュバスに魅了されていやがるな？」

			「失礼な。我々は純粋にリーチちゃんのことが好きで、リーチちゃんを守り、リーチちゃんでゲフンゲフン。ともかく、我々はリーチちゃんという人物そのものに惹かれているんだ」

			　リーチちゃん「で」の続きは？　おい、何言いかけたんだ？

			「へっ、綺麗事を並べやがって。正直に言いやがれ。どうせ乳だろ？　あのでかい乳が目当てなんだろ？　気持ちはわかるぜ。思わずむしゃぶりつきたくなるようなイイ乳してるよな？　好きで守るだ？　よく言うぜ！　毎晩妄想の中では引ん剥いてんだろうがよ!?」

			「ぬぐぐ……」

			　ぬぐぐ、じゃないでしょうが。そこはしっかり否定してくださいよ。

			「やっぱりサキュバスは魔物だ！　エロい体を使って媚び売って、男に取り入ってやがる！　この中の何人かは、もうそいつとヤったのか？　俺もあやかりたいぜ。見てのとおり利き腕が使い物にならなくて、すっかり溜まっちまって痛だだだだだだ!?」

			　喋っている途中で、グンジョーの怪我した右腕をスミレナさんがぐりぐりと踏みつけた。

			「なな、何しやがる!?」

			「汚物がぺらぺらとよく喋るから、どういう仕組みなのかと思って」

			「誰が汚物だ、このクソ女(あま)！」

			「やだ。クソにクソって言われたわ。そこまでクソ好きなら、いっそ死んでハエにでも生まれ変わるか、語尾を〝～でクソ〟にしてみたら？　汚らわしい存在が、ちょっとはカワイらしく見えるようになるかもしれないわよ」

			「クソがあ!!　お前もだ！　お前も容赦しねえ！　素直に引き渡しゃいいものを、魔物なんぞ庇(かば)いやがって！　まとめて犯してやる！　魔物の味方をする女は全員犯し――」

			　がなり立てるグンジョーの顔に影が差した。ミノコだ。寝そべるグンジョーの頭側に回ったミノコが、屋敷からの明かりを背にして、馬がいななくように両の前足を高く上げた。

			「え？　おい、何しやが……え？　おい、おいおい、おいぅおおおおおおおおお!?」

			　地面が揺れ、体が一瞬浮いた。舗装された石畳なのに、砂場に足を突っ込んだみたいに深くずっぽり、グンジョーの顔を挟むようにしてミノコの前足が埋まっている。

			　無理やりロマンチックに言うなら、超強烈床ドンだ。

			「あ、あばば……あひぁ……」

			　グンジョーの股間に大きな染みができた。今のは漏らしても仕方ない。

			　ズボッ、と前足を地面から引き抜いたミノコは、軽(けい)蔑(べつ)の目を向けてグンジョーから離れた。

			　スミレナさんも、いつもなら相手が半泣きになるまで口撃を続けそうなものを、クソと話すのは時間の無駄だと言わんばかりに会話を切り上げた。

			「グンジョーさん、この件に関しては、もう終わったことなのですよ？」

			　雇い主のカストレータ領主がそう言っても収まりがつかないのか、グンジョーはぎりぎりと歯を鳴らし、今しがたの恐怖をまたもや怒りで塗り潰していった。

			「な、なんなんだよ……。寄ってたかって一人を相手に、恥ずかしくねえのか!?」

			　自分のことを棚に上げて、よくぞここまで堂々と言えたもんだ。

			「このことは、王都の騎士団に報告してやるぞ！　いいや、俺がしなくても、ここまで騒ぎを起こしたんだ。確実に伝わるだろうよ。そしたらサキュバスの娘は捕まって処分だ！　魔物を匿った奴らにも罰が下る――」

			「お前さん、ちぃと黙りなんし」

			　手ではなく、メロリナさんがグンジョーの顔を、プリッと小さなお尻で押さえつけた。

			　ご褒美――ではなく、いわゆる顔面騎乗位的な感じで。

			「むご、むががごが!?」

			「りぃちや、お前さんも座りんし。大事な話がありんす」

			「座るって、どこにです？」

			「わちきの向かいにじゃ。ほっとくと暴れよるでな」

			　そいつをイスにってこと？　普通に嫌すぎるんだけど。

			「……せめて場所変えません？」

			「いいから、騙されたと思って座ってみんし」

			　周りはギャラリーモードに入ってしまったのか、誰も口を挟んでこない。

			　オレは仕方なく、言われたとおりグンジョーの体を跨(また)ぎ、腰を下ろしていった。

			　漏らした股間の上は絶対に嫌なので、腹の辺りに座った。すると、

			「な、何これ!?」

			「カカ。驚いたでしょや」

			　素晴らしい座り心地だった。

			　新緑の木漏れ日と柔らかな風を浴びながらロッキングチェアにでも揺られている心地とでも表現すればいいのか。このまま読書を始めたくなるような穏やかな気分になった。

			　大嫌いなクソ野郎の上に座っているにもかかわらずだ。
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			「サキュバスの習性でな。男の上に跨(またが)ると、気持ちが落ち着くんでありんす」

			「嫌な習性ですね……」

			　人間だった頃には絶対になかった感覚だ。

			　嫌なのに。嫌なのに。ああ、でも……超落ち着く……。

			「それで話じゃが、お前さんの特能。その真の力についてでありんす」

			　グンジョーの上で、本当に会話が始まってしまった。

			　周りからは、「羨ましい」「妬ましい」「代わってほしい」といった、野郎どもの怨(えん)嗟(さ)の声が飛んで来ているが、キモいので気のせいだと思うことにする。

			「わちきの話は覚えておろう？　過去に【一触即発(クイック・ファイア)】の力で国を建てたサキュバスの話じゃ。お前さん、実際に使っていて、どう思いんした？」

			「さすがに話を盛りすぎだと思いました。【一触即発(クイック・ファイア)】にそこまでの力は」

			「真の力を知らんうちは、そう思うのも無理はない――が、これは覆りようのない真実じゃ。今から実践形式で教えてやりんしょう」

			　まさか、こんな体勢のままで講義を？　でも不思議。めっちゃ集中できる。

			「ここへ来て、もう何度も特能を使っているでありんしょう？　魔力の繰り方はだいぶコツを掴めたのではないかや？」

			「はい。ある程度の強弱をつけられるようになりました」

			「お前さんが一度に練り出せる魔力の最大量を手に集めてみなんし」

			「え、と。……こうですか？」

			　右掌を上にして、オレは体内を巡る魔力を一ヵ所に集中させた。

			「ふむ。人間に使う分には適量……か、ちと多いかというところでありんすな」

			「いやいや、ちょっとどころか、明らかに多いですよ」

			　オレの手に集まっている魔力量は、【一触即発(クイック・ファイア)】〈乙〉を放つ時の五倍はある。

			〈乙〉の量ですら、大の男を一発で気絶させるほどだっていうのに。

			「その状態で、下の男に【一触即発(クイック・ファイア)】を使ってみんし」

			「こ、この魔力量で!?」

			「もがあ！　もごごごごご！」

			「ひん。あんまり激しく喋られると、くすぐったいでありんす」

			　全力状態、すなわち【一触即発(クイック・ファイア)】〈甲〉だ。これをグンジョーに？

			「使うと……どうなるんですか？」

			「それは使ってのお楽しみじゃ」

			「使って……大丈夫なんですか？」

			「どうかのう。あと少しだけ魔力量を抑えられたりはせんかや？」

			　言われて、オレは手に集まった魔力をわずかに体内へ戻そうとする。

			「う、く……難しい、です。ちょっとでも減らそうとすると、全部バラけそうで」

			　たっぷり水を蓄えたダムに穴を開けたら、そこから崩壊して一気に水が零れてしまいそうなというか、そんなイメージがある。

			「カカ。まあいいでありんしょう。その量なら、最悪でもキ●タマがショックに耐えられず、使い物にならんくなるだけじゃ。死ぬことはありんせん」

			「ふがががごごごごご!!」

			　下から猛烈な抗議の声が来てますけど。

			「本当は、ここの領主で試させるつもりだったのでありんすが、ちょいと当てが外れんした。その点、こやつなら不能になっても問題はなかろ」

			「それはそうですね。むしろ、不能にしておいた方が世のためだと思います」

			「ふががが！　ふごごごごごご！　ぐぐぎぎぎぎががががごごごご！」

			「ほれ、物は試しじゃ」

			「……わかりました。やってみます」

			「もごごがっぷは！　おいコラやめろ！　魔物が人間様を傷つけるってことが、どういうことなのかわかってんのか!?　これ以上は本気で王都が黙っていねえぞ！　いいんだな!?　本当にどうなってもいいんだな!?　戦争になるぞ!?　戦争だぞ!?　やめるなら今のうち――」

			　

			「【一触即発(クイック・ファイア)】〈甲〉!!」

			　

			「――ううんッッッ!?」

			　ビックン！　とグンジョーの体が、不整脈にＡＥＤを使ったみたいに、仰(の)け反るようにして大きく跳ねた。その拍子にオレとメロリナさんが、グンジョーの上から転がり落ちてしまう。

			　既にズボンがお漏らしでびしょびしょになっているので変化は見られないけど、おそらく、普通に絶頂した。そして気を失っている。死んではいない……よな？

			「おーい、ヒゲやー、起きんさーい、おーい」

			　メロリナさんが、グンジョーの頬をぺちぺちと叩いて覚醒を促す。

			　起きてくれよ。頼むから起きてくれよ。人殺しとか嫌だぞ。

			　神様に祈る思いで手を握り合わせていると、しばらくしてグンジョーが、眼帯をしていない右目をうっすらと開いていった。蓑虫状態の体を器用にねじり、上体を起こしていく。

			　誰もが固唾を呑み、グンジョーの第一声を待った。

			「……争いは何も生みません」

			　直前まで戦争戦争と叫んでいた奴が、なんか言い出した。

			「……わたくしは、なんと愚かな人間だったのでしょう。仰るとおり、わたくしはクソです。懺悔したいでクソ」

			　一人称と語尾が変わった。

			　なんだ？　グンジョーに何が起こった？

			「メロリナさん、これ、どうなってるんですか？」

			「【一触即発(クイック・ファイア)】の真の力はの、何を隠そう〝悪意の浄化〟にありんす」

			「悪意の浄化？」

			「程度の差はあれ、人間に限らず、動物には必ず悪意というものが存在しておる。その悪意をお前さんの【一触即発(クイック・ファイア)】は、ザー●ンと共に体外へ排出させることができるのでありんす」

			　悪意を、外に？

			「お前さんに最大魔力を使ってもらったのは、あれじゃ。この悪意というものは、喩えるならウ●チじゃ。でかいウ●チは、少量の水だと何回に分けたとしても流れんじゃろ？　流すなら一気に大量の水でないとの。わかりんす？」

			　大変わかりやすいですけど、毎回メロリナさんの喩えは品がないと思います。

			「しかも、これは悪意の元から断っておるので、永続的な効果がありんす」

			「それって、善人になるってことですか？」

			「カカ。すごかろ。かのサキュバスはな、為政者どもの悪意を片っ端から浄化し、私利私欲を交えん、平和という一つの旗の下に国々を統合していきおったのじゃ。まあ、各国のトップが男であったからこそできたことではありんすが」

			　そういうことだったのか。

			　対象を、ただ賢者タイムにするだけじゃなく、本物の賢者にしてしまう。

			　それが【一触即発(クイック・ファイア)】の真の力。

			　自分の悪事を振り返っているのか、グンジョーがはらはらと涙を流している。

			「あ、あの……グンジョー……さん？」

			「子供らを世の光に」

			　きれいなグンジョーになってる。

			　えと、とりあえず、もう縄を解いても大丈夫なのかな。他の人にも判断を仰ごうとすると、一連の出来事を見ていたロドリコさんが、オレの隣に立った。

			「何がなんだかだが、つまり、こいつはあれかい？　リーチちゃんの手でイカされたことで、心が洗われたってことなのかい？」

			「そういうことに……なるんですかね……」

			　手でイカせるとか、わざわざ言わないでほしいな。

			　ロドリコさんは、自分の後ろに居並ぶ仲間たちに振り返り、うん、と頷いた。

			「リーチちゃん、お願いがある」

			「なんですか？」

			「リーチちゃんの、その可愛い手で、自分たちもイカせてもらえないか？」

			「寝言ですか？」

			「このとおり、一生のお願いだ！」

			「感動のままで終わらせてくださいよ……」

			「ダメかな？」

			「ダメに決まってます！　魔力消費も大きいし、何回もできることじゃないんです！」

			「なら、日を改めてでもいい！」

			　ロドリコさんの、頭がおかしいお願いを皮切りに、俺も俺もと言い出す男たちが続出した。

			　そこからは、もう収拾なんてつけられなかった。

			　俺が先だ。俺にこそ資格がある。俺なんて一日に五回はリーチちゃんで。

			　そんなことを言いながら、この日一番の喧騒が繰り広げられていく。

			「待ってください！　リーチさんの魔力消費は僕がするって、もう決まって――」

			　止めに入ったエリムが、あっという間に男たちの渦に飲み込まれてしまった。

			　……。

			　よし、逃げよう。

			　男同士で好き勝手揉めているうちに退散しようとするが、

			「あ、リーチちゃん待って！」「リーチちゃん抱擁(ハグ)らせて！」「リーチちゃんぺろぺろ！」

			　性の亡者たちに見つかってしまった。

			　飛んで逃げたいところだけど、一度縮んでしまった翼は思うように大きくできなかった。

			「あらあら、リーチちゃんは人気者ね。さすが、ウチの看板娘だわ」

			「カカ。りぃちのサキュバス道は、まだ始まったばかりでありんす」

			「斬るわけにはいかぬし、小生では助けられそうにないのである。御免」

			「わたしはスミレナ嬢一筋です」

			　皆して傍観を決め込んでいる。味方はいないのか。

			「ミノコ頼む！　乗せてくれ！」

			　許可を待たず、オレはミノコの背中に飛び乗った。

			「ウゥンモォ～ウ(巻き込まないで)」

			　不満を零しながらもミノコが走り出した。

			　正門を飛び出してオレは逃げた。変態たちが、しつこく追ってくる。

			　ああもう。

			　ああもう。

			　ついさっきも言ったばかりだけど、何度だって言わせてもらう。

			「サキュバスやめたいぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ!!」

			　オレの悲痛な声は聞き届けられず、【メイローク】の夜空に虚しく溶けていった。

		

	
		
			第十七搾　今のオレにできること

			　

			　領主との一件で、町民のほとんどがオレの正体を知った。

			　魔物のサキュバスが、人間の振りをして町に入り込んでいたことを知った。

			　それなのに、誰もがオレを許し、歓迎してくれた。

			　魔物であることから目を背けて人間として扱うのではなく、サキュバスという種族のオレをありのまま受け入れてくれたのだ。ここ重要。気持ちの軽さが全然違う。

			　他の土地から訪れる人もいないわけじゃないので、念のため、これまでと同じく髪を上げてツノを隠し、翼も小さく畳んで服の中に収めている。急に生えた尻尾は、パンツに穴を開けて通し、腰に巻きつけてある。

			　改めて【メイローク】という町の懐の深さと温かさが身に染みた。

			　ちょっと変態が多い気もするけど、本当にいい町だ。

			　そんな町の人たちの優しさに報いたい。そういう気持ちでオレは接客に勤しんでいる。

			「リーチちゃん、これお願いね」

			　バーカウンター越しにスミレナさんからドリンクを受け取り、客席へと運んで行く。

			「お待たせしました」

			「あれれー？　こんなの頼んだかなあ？　リーチちゃん、これはなんていうお酒？」

			　前言を撤回するつもりはないけど、白々しく言う男性客の、期待の眼差しに殺意を催す。

			　客のテーブルに置いたドリンクはベージュ色をしている。

			　何を隠そう、本日から店に出すようになった、スミレナさんの新作だ。

			　和解したカストレータ領主から、早速コーヒー豆を卸してもらって焙煎し、スミレナさんが今日のために用意していた材料――氷砂糖やらアルコールやらを使ったものと混ぜ合わせる。しばらくしてコーヒー豆を取り除いた液体と、オレがミノコからしぼった牛乳を一定の割合でブレンドし、完成。その名も、

			「リ……【リーチのしぼりたてミルク】……です」

			　スミレナさん命名。まんまだ。

			　結論から言うと、大好評だった。それはもう、飛ぶように注文がくる。

			　二十ほどあるテーブルには、必ず二つ三つ、この酒の入ったグラスが置かれている。

			　アルコール度数は８パーセント。乾杯時によく注文される【ラバンエール】は５パーセントなので、比べると少し高めだけど、飲み口は軽くて甘く、ついつい飲みすぎてしまうほどだ。女性客にも大変喜んでもらえている。

			　おかげで、ミノコの食糧問題は完全に解決したと考えていいだろう。

			　自宅でも牛乳を飲みたいと希望する人が出てきたため、販売はもちろん、食材との交換にも応じている。

			　ミノコは、食おうと思えば底なしに食える。

			　それに伴い、乳も無限にしぼれるんだから、乳牛としてもつくづくチートだ。

			　また、カストレータ領主が経営している、ちょっぴりハイソな喫茶店にも牛乳を卸すことになった。この世界では、もっぱらブラックでしか飲まれていなかったコーヒーだけど、これでより多くの人に広まるんじゃないだろうか。

			　ついでに、オレの提案で爆誕したコーヒー牛乳もメニューに加わった。

			　まだ売り出し初日にもかかわらず、カストレータ領主の店でも看板商品になることは間違いなしだそうで、勧めたオレも鼻が高かった。

			【リーチのしぼりたてミルク】――この新商品のおかげで、男性に大きく傾いていた客層も、いくらか均(なら)せるのではないかと思われ……いや、どうだろう。

			「あ、あの、そんな見ないでください」

			　この酒を飲んでいる客、特に男性客の、じぃ……と熱い視線が胸に突き刺さる。

			　グラスを呷(あお)る時、客は必ずと言っていいほどオレの胸部を凝視してきやがるのだ。

			　今も、恵方巻きイベント開催中？　てなくらいの数に曝されている。

			　トレイを押しつけて胸を隠し、客のテーブルから逃げるようにしてカウンターに戻るなり、オレはスミレナさんに抗議した。

			「やっぱりこの名前やめません!?　お客さんたち、絶対変なこと考えてますよ!?」

			「変なことって何かしら？　ちゃんと言ってくれないとわからないわ」

			「スミレナさんまで!?　言わせたいだけでしょう!?」

			「リーチちゃんが、夕方にミノコちゃんからしぼったミルクを使っているわけだし、リーチのしぼりたてミルクで間違ってないと思うわよ？　それに、最初は乗り気だったじゃない」

			「だって、商品に自分の名前を入れてもらえるなんて光栄だなって、それしか考えてなくて」

			　リーチちゃんって、母乳が出るの？

			　客の一人が言ったこの台詞で、オレはようやく全てを理解した。

			「アタシもね、実は冗談でつけたのよ。でも、思いのほかリーチちゃんが喜んだものだから、途中で言い出せなくて」

			「あ、こいつわかってないなって思ったなら、その時点で言っておいてほしかったです！」

			「でもねえ、こうして一度売り出しちゃったわけだし」

			「ならせめて、オレの名前だけ取るか、ローテーションにしてください！」

			「ローテーション？」

			「明日はスミレナさんの、明後日はエリムの、みたいにです！」

			　オレだけこんな視線に曝されるなんて、不公平じゃないか。

			「エリムのって……。リーチちゃん、このお店を潰す気？」

			「オレの名前がアリなら、【エリムのしぼりたてミルク】だってアリです！」

			「大事なのは、お客さんがそれを飲みたいと思うかどうかよ？」

			「思います！　オレが未成年じゃなかったら、絶対注文しています！　あー、飲みたいなあ！　【エリムのしぼりたてミルク】が飲みたいなあ！　超飲みたーい！」

			「リーチちゃん、必死なのはわかるけど、そのくらいにしておきなさいな。エリムが前屈みになっちゃって仕事にならないわ。あとね、『サキュバスってそうなのか!?』みたいな目をしてこっちを見ている男性客が何人かいるから、声を抑えて」

			「だって……ぅぅぅ……」

			「わかったってば。そんな泣きそうな顔しないで」

			　視線だけでなく、オレに酒の名前を言わせたり、聞かせて反応を面白がったり。

			　中には、ここでしぼってみてくれない？　などとぬかす輩までいる。

			　これをセクハラと言わず、なんと言う。

			「ごめんなさい。でもね、アタシだってフザケていたわけじゃないの。リーチちゃんのためを思ってのことだったのよ」

			「冗談でつけたって、さっき言いませんでしたっけ？」

			「そんなはずないじゃない。よく考えて。アタシが冗談でもリーチちゃんが嫌がることをする人間に見える？　それを楽しんでると思う？」

			「見えます。思います」

			「それはともかくとして。リーチちゃんは、この世界に来て日も浅い。生まれ変わった自分の体にはだいぶ慣れてきたみたいだけど、他人からのアプローチには、慌てふためくばかりで、てんで耐性がないわ。その自覚はあるかしら？」

			「……まあ」

			「近くに味方がいるならフォローのしようもあるけど、もしそうでなければ、リーチちゃんは為す術(すべ)なく、相手のいいようにされてしまうかもしれない」

			「だ、大丈夫ですよ。いざとなったら、オレには特能が」

			「バカ！　相手がいつでも力技で来るとは限らないのよ。言葉巧みにそそのかしてくる詐欺師みたいな輩だっているんだから。それに相手が女性だったら、その時点でリーチちゃんは何もできないでしょう？　違う？」

			「……違いません」

			　オレの筋力は並の女性か、下手すりゃそれ以下。

			　スミレナさんやマリーさんに、手も足も出ないのだから泣きたくなる。

			「それを思うと、ゾッとするわ。だからこそアタシは心を鬼にして、リーチちゃんにセクハラまがいのことを経験させてでも、その耐性とあしらい方を学んでもらいたいと考えているの。アタシは……リーチちゃんのことが心配なのよ……」

			　そこまで言って、スミレナさんが辛そうに唇を噛み、顔を伏せた。

			　感情が高ぶってしまったのか、すっと目尻を手の甲で拭っている。

			「ご、ごめんなさい……。スミレナさん、泣かないでください」

			「わかってくれたの？」

			　こんなにも心を痛めてくれている人がいるのに、オレってば、自分のことばかり……。

			「オレが間違っていました。心配してくれていたんですね」

			「ええ。（ちょろすぎて）本当に心配だわ」

			　スミレナさんから、もう涙は出ていなかった。乾くの早いな。

			「オレ、スミレナさんのことを誤解してたみたいです」

			「いいのよ。間違いは誰にだってあるわ。大切なのは、間違いに気づいた後でどうするかよ。これからの成長に期待しているわ」

			「はい。こんなことくらい、屁でもないって言えるように強くなります」

			　きっと、エリムもスミレナさんと同じことを考えてくれているんだろう。オレは果報者だ。

			　けど、エリムは何故か見守るのとは違う、可哀想な子を見るような目をオレに向けていた。

			「どした？」

			「ああ、いえ。ええと、頑張ってください」

			「おう、サンキューな！」

			「病み上がりなんですから、無理はしないでくださいね」

			「大丈夫。このとおり、すっかり全快した」

			　ビシッ、と力強いピースサインで完全回復をアピールした。

			「……それって、どういうサインなんですか？」

			「え？　ピースサインを知らないのか？　絶好調とか、勝利とか」

			「僕は初めて見ましたね。親指を一本立てるサインなら知っていますけど」

			　なんだ。この世界にはピースサインがないのか。

			　……でも、あれ？

			　どこかで。この世界に来てから、誰かがしているのを見たような。

			「あ、リーチさん、お客さんが入って来ましたよ」

			「おっと、仕事仕事」

			　まあいいか。それより目の前のことに集中だ。

			　今のところ、王都がどう動くのかという情報は入って来ていない。

			　それに拓斗――転生者が現れたという噂も聞かない。

			　不安は山積みだけど、オレにできるのは、毎日を精一杯生きることだけだ。

			　さあ、元気に笑顔で接客しよう。

			「いらっしゃいませ！　酒場【オーパブ】へようこそ！」

		

	
		
			第十八搾　どえらいのに狙われていますよ

			　

			【ミシストリマ】――騎士団を有する大国【ラバン】をはじめとし、十数の国を抱える大地の名にして、世界の舞台と言っても過言ではない、ただ一つの大陸だ。

			　他には海を隔てて小島が点在する程度だが、そんな島の一つにそれはあった。

			　――魔王城。

			　海流や磁場、濃霧や瘴気、陸海空に巣食う魔物。

			　いくつもの要因から、真っ当な手段では絶対に辿り着けない。

			　許可なき者は立ち入ること敵わず、見つけ出すことすら不可能。

			　結界が張られている。そう言い換えてもいい。

			　実際、数百年にも及ぶ人間と魔王の戦いでも、この居城は未だ人間に見つかっていない。

			　今後も発見は難しいだろう。

			　

			「おかえりなさいませ、魔王様」

			　白(はく)髪(はつ)に褐色の肌、尖った耳に紺(こん)碧(ぺき)の瞳を持つ女性が玉座の傍らで頭(こうべ)を垂れた。

			　主(あるじ)の帰還である。

			「パストか。留守を任せて悪かったな」

			「丸投げされるのはいつものことですので」

			　パストと呼ばれた女性はダークエルフだった。

			　エルフを森の民と呼ぶのに対し、ダークエルフは砂漠の民と呼ばれた。

			　どちらも人間から保護指定されている種族だ。

			　しかし、このダークエルフは魔王の右腕にして、勢力の副官という立場にある。

			　裏切り者。魔王勢力に敵対する者であれば、そう言って彼女を非難するだろう。

			「何か報告はあるか？」

			　長旅の疲れを預けるようにして、玉座に腰掛けた魔王が近況を尋ねた。

			「これといったものは特に。各国が魔王勢力に対抗する動きを独自に進めているようですが、同盟などの話は今のところ上がっておりません」

			「変わらんな。人間とはおかしな種族だ。魔王の存在を恐れているくせに、どうして国同士で手を取り合い、一つにまとまるという考えに至らないのか」

			「魔王様の首級を挙げた国が世界の覇権を握る。などという、暗黙の了解があるようです」

			「やれやれ。どこまでも愚かなことだ」

			「いかがなさいますか？」

			　人間勢力の拡大に伴い、今代の魔王は世界征服に及び腰になっている。

			　これは人間側の解釈であったが、事実は大きく異なる。

			「捨て置け。人間は脆(ぜい)弱(じやく)だ。触れれば簡単に壊れてしまう」

			　征服するまでもない。魔王はそのように考えていた。

			「壊せばよろしいではありませんか。数が多いだけで、己が種族の頂点などと。傲慢甚だしい勘違いは、是(ぜ)正(せい)させるべきだと私は思います」

			「辛(しん)辣(らつ)だな。矮(わい)小(しよう)な存在の戯(ざれ)言(ごと)など無視すればよかろう」

			「…………。それはそうと、魔王様の方はいかがでしたか？」

			　副官の問いに、魔王はこくりと一つ頷いた。

			「転生者が現れた」

			「やはり。周期的に見て、そろそろだという予想は当たりましたね」

			「直接の確認はできなかったが、我が移動に使った【ホログレムリン】が、数日前に転生者を名乗る者に討伐されたという報告を受けた」

			　ホログレムリンとは、魔物の中でも特級の危険指定を受けるほどの悪魔だ。

			　一匹で、熟練冒険者の一個小隊を容易に壊滅させる力を持つと言われている。

			「ホログレムリンを……。その転生者は人間ではないのですか？」

			「そこまではわからん。ホログレムリンが今際(いまわ)に残した言葉は『フルチンの転生者が現れた』――それだけだったと、念話を受信した魔物が言っていた」

			「フルチン……つまり、男の転生者ということですね」

			　絶大な力を誇り、人間を矮小と断ずる魔王が唯一懸念を抱く存在。それが転生者だった。

			　転生者は特異な力を持っていることがあり、往々にして魔王に牙を剥く。

			　争いに関し自ら討って出ることが極めて稀な魔王であったが、この転生者だけは腰を上げて見つけ出し、本格的に力をつける前に対処することにしていた。

			　事前にそういった知識を持たされているのか、この世界に降り立った転生者たちは、最初に冒険者ギルドを目指すという傾向があった。それを知っている魔王は、逸早く転生者の動向を掴もうと、その正体を隠して冒険者に扮装し、人間から情報を集めていたのだ。

			「報告を受けた場所から考えると、【ラバントレル】の冒険者ギルドに立ち寄るはずなのだが。見つけられないとなると、人間たちに先を越されたか」

			「厄介ですね」

			「しばらくしたら、また情報を集めに戻るつもりだ」

			「かしこまりました。ところで魔王様、冒険者に扮していた間は、どのようにして食い繋いでいたのですか？　てっきり二、三日でお帰りになると思っていたのですが」

			「最初は【ラバントレル】の冒険者ギルド周辺を見張っていたのだが、そこでゴブリンの巣を殲滅する志願者を募っておったので、参加してみた」

			「魔王様が、魔物の殲滅に荷担されたのですか？」

			「我の目の届かぬ末端の働きをこの目で見ておきたかったのだ。聞けば、このゴブリン一党、女子供も構わず蹂躙する蛮(ばん)行(こう)に及んでいたという。それが事実であるなら、上に立つ者として教育を施す必要があろう」

			「事実だったのですか？」

			「概ねな。女は蝶よ花よと愛でてこそ、その輝きが増すというのに」

			　女であれば、老若男女、果ては種族も問わない、魔王は超のつくフェミニストであった。

			　ちなみに、その帳尻は、男を虫扱いすることで合わせられている。

			「その後はどうされていたのです？」

			「くく。討伐参加者を募っておったのが【メイローク】という町の領主でな、ゴブリン一党を隷(れい)属(ぞく)してみせてやると、以降は賓(ひん)客(きやく)扱いであったわ」

			「それはそれはさぞかし居心地が良かったでしょうね。転生者を探すという目的を放り出し、私に仕事を押しつけて慰安旅行を楽しまれていたのですから」

			「な、何を言う。こうして転生者の情報を掴んできたではないか」

			「どこにいるかわからない。姿も種族もわからないのでは対処のしようがありません。もっと有益な情報はないのですか？」

			「ないな」

			　堂々とした魔王の答えに、苦労の滲む、大きな溜息が一つ零れた。

			　そこで思い出したように、ぽんと魔王が手を打った。

			「そうそう、不思議な娘を見つけたのだ。正直に言うと、男の転生者などより、我はこちらの方に興味を引かれている。その娘はな、なんと、我の魅了を全く受けつけなかったのだ」

			　愉快そうに笑いながら、魔王は自身に施していた幻惑魔法を解除した。

			　左右のこめかみからは、二本のツノが金色の髪を掻き分けてそそり立つ。にょろりと細長い尻尾が現れ、人間と同じく黒かった瞳は、燃えるような真紅へと変わった。

			　――インキュバス。

			　それが今代魔王の種族名である。

			「中身はともかく、外見だけは優秀な魔王様の魅了を受けつけない女が？　私のように、高い魔法耐性があるというわけではなくですか？」

			「察するに、あれはどうも、男という生き物それ自体に性的魅力を感じていない様子だった。にもかかわらず、備わった特能と豊満な体は、男を果てさせることに特化している。心技体、全てがあべこべだ。実に興味深い」

			「もしや、魔王様と同じ淫魔……サキュバスですか？」

			「うむ、野良のな。正体を隠して人間社会で暮らしているようだが、無理がたたるのも時間の問題であろう。そうなれば、我の愛でもって迎えてやるしかあるまい」

			「相変わらずの好色ですね。呆れるほどにさすがです」

			　ともすれば悪口にも聞こえる副官の言葉を、魔王は満足げに受け取った。

			「それはそうと、パストよ。我を魔王などと他人行儀で呼ぶなと、いつも言っているだろう」

			「他人行儀も何も、他人ですし」

			「お前は副官として良くやってくれている。名で呼ぶことを許しているはずだ」

			「ありがたいお言葉ですが、魔王様はもう少し魔王という立場を自覚してください。所構わずぶらぶらされると、他の者たちに示しがつきません」

			　転生者を指してフルチンと言っていた魔王もまた、フルチンであった。

			「我を名で呼ばぬのなら、その願いは聞けぬな」

			　そっぽを向くだけでなく、魔王は見せつけるようにして足を大きく開いた。

			　長年に亘(わた)り、数えるのも馬鹿らしくなるほど繰り返される露出で、いつの間にやらすっかり見慣れてしまっていることをパストは嘆き、またしても深い溜息をついた。

		

	
		
			[image: p_277.jpg]
		

	
		
			「……わかりましたから、パンツを穿いてください。……ザイン様」

			「我をぞんざいに扱う女は、お前と、あの娘くらいだぞ」

			　魔王ザイン・エレツィオーネは、マントの中から取り出した鋭角なパンツに足を通しながら【メイローク】で出会ったサキュバスの少女に想いを馳せた。

			「くくく。リーチよ、必ず我の物にしてやるぞ」

			To be continued.

		

	
		
			番外編　お願い、パンツ脱がせて

			　

			「――お邪魔しんすぇ」

			　営業時間も過ぎた深夜の【オーパブ】に、彼女は一人でやって来た。

			「あら。メロさん、こんばんは。こんな時間にどうしたの？」

			　スミレナさんが尋ねると、カウンター席にちょこんと座ったメロリナさんが、綺麗な装飾が施された、オルゴールのような小箱を一つ取り出した。

			「面白いアイテムを見つけたんでの。りぃちにくれてやろうと思って持って来んした」

			「オレに？」

			「開けてみんさい」

			　フロアの掃き掃除をしていた手を止め、カウンターに置かれた小箱をしげしげと眺めた。

			　メロリナさんの性格からして、これがドッキリ箱ということも十分ありうる。

			　オレは目を細めながら、箱の蓋をそーっと、そーっと開けていった。

			「これは……」

			　中に入っていた物は、水色の三角形の布だった。

			　角度を変え、遠近を変え、まじまじとそれを観察する。

			　十七年分の知識を総動員して該当する物を検索するが、ヒットしたのは一つだけだった。

			「…………パンツ、ですか？」

			「うむ」

			　本当にパンツらしい。それも女性用パンツだ。

			　変なところに穴が開いていたりはしないようだけど、反応に困る贈り物だった。

			「もちろん、ただのパンツではありんせん。魔力を帯びておる」

			「マジックアイテムってやつですか。どういう効果が？」

			「これはの、いわゆる貞操帯なのじゃ」

			「て、貞操帯？」

			「正式な名称は【真銀の処女(ミスリル・メイデン)】というそうじゃ」

			「パンツなのに、名前はカッコイイですね」

			　ふと、向こうの世界に鉄の処女(アイアン・メイデン)とかいう拷問器具があったなあ、なんてことを思った。

			「リーチちゃんに貞操帯……その発想はなかったわ。そのアイテムがあれば、リーチちゃんが無理やり処女を散らされることはないのね？　これならいつ誘拐されても安心だわ」

			「上の口は防ぎようがないがの。下の口は、前も後ろも鉄壁じゃ」

			　誘拐されることを前提にするより、誘拐されない工夫をすべきじゃないでしょうか。

			「貞操帯というわりには、普通のパンツにしか見えないですね」

			　あえて特徴をあげるとするなら、オレが穿いているパンツよりも布が小さく、尻の上半分を覆うことはできそうにない。尻尾の穴を開ける必要はなさそうだけど。

			「穿いてみて、初めて効果が発動する類の物でありんしょ。とりあえず、試着してみんし」

			「あー……はい」

			　二人とも、面白がりつつも、オレのことを心配してくれているのも本当なんだよな。

			　そのせいで、断るという選択肢を与えてもらえない。

			　一ミリも気が乗らないけど、期待する眼差しに急かされ、オレはパンツを手に取った。

			　ささっと母屋で装備換装し、再び店のフロアに戻って来る。

			「ちょっと窮屈ですけど、これ、やっぱり普通のパンツじゃないです？」

			「リーチちゃん、試してみていいかしら？」

			　言うが早いか、流れるような動きでオレの側面に回ったスミレナさんに、コツンと膝の裏を突かれてしまう。支えを失い、オレは無様に尻もちをついてしまった。

			　そこから何を血迷ったのか、スミレナさんはオレの両足首を掴み、よいしょ、と持ち上げ、体を引っくり返すようにして頭の方で固定してしまう。

			「メロさん、片足をお願いするわ」

			「なな、何するんですか!?」

			「貞操帯としての性能を確認するの」

			　そう言って、スミレナさんが、フリーになった右手の人差し指と中指を揃えて立てた。

			「エリムは後ろを向いていなさい。絶対にこっちを見ちゃダメよ」

			「スミレナさん！　これ、めちゃくちゃ恥ずかしいんですけど!?」

			「あら？　普通の女の子みたいなことを言うのね」

			「この体勢の恥ずかしさに男も女も関係なくないですか!?」

			「やだ、なんだか興奮してきちゃったわ。リーチちゃん、ごめんなさい。今からアタシ、男になったつもりで、リーチちゃんの秘密の花園を責めまくるわ」

			「質問に答えて――いや、答えなくていいから思い止(とど)まってください！」

			「イクわよ」

			「やめ、やめてくださちょわあああああああああ!!」

			　ドスッ！

			「……す、すごい。根元まで突き刺すつもりだったのに、指が全く沈まないわ」

			　もし、パンツが効果を発揮していなかったら……。想像するのも恐ろしい。

			「次は連続でやってみるわ」

			「一回やったら満足してくださいよ！」

			「残念だけど、アタシの心のち●こは一回くらいで萎(な)えたりしないの」

			　意味不明なことを言って、スミレナさんが、ペキ、ポキ、と指の関節を鳴らした。

			「念のため、後ろもチェックしておいた方がよかろ」

			「そうね。二穴責めでいくわ」

			　ドスッ！　ドスッ！　ドドスッ！　ドドスッ！　ドドドドドドドドドドスッ!!

			「くっ、ビクともしないわ。本当に魔法のパンツなのね」

			「怖い！　普通に怖い！　鈍い振動は伝わって来るんですけど!?」

			「さすがは、真銀(ミスリル)繊維で編まれた装備ということかや。ふむ、隙間からねじ込もうとしても、皮膚と一体化しとるかのように指を差し込めんのう。一分の隙間もありんせん」

			「ひゃ、くすぐったいです！　シール剥がすみたいにカリカリしないでください！　二人ともホントいい加減に、ア、ちょ、そんなことまで、待、ア、アアアアアア――――ッ!!」

			　

			　三十分経過――

			　耐久性だけでなく、耐熱性や耐水性までチェックされた。

			　どうやってチェックされたかは、口に出したくもない。

			「堪能したわ」

			　溌剌とした笑顔で、スミレナさんが額に浮かんだ汗を拭った。

			　床に倒れ伏したオレは、叫び疲れて動くことすらままならない状態だ。

			「すごいアイテムだわ。そのパンツがあれば、リーチちゃんの純潔は安泰ね」

			　どうでしょう。

			　年上の女性に弄ばれたことで、また一つ、大事な何かを失った気がしますけど。

			「……これ、脱ぐ時はどうやるんです？」

			「脱着は、使用者の意思で自由にできるはずでありんすが」

			　そう言われて、親指をパンツに引っ掛けようとするが、メロリナさんがやっていたように、布と皮膚をカリカリと掻くばかりだった。

			「脱げませんけど？」

			「変じゃのう。取扱い説明書には、ちゃんと。――あ、箱の底に、もう一枚入っておったわ」

			「なんて書いてあるんです？」

			「どれどれ。ふぅむふむ」

			[image: kei.png]

			【真銀の処女(ミスリル・メイデン)】

			　あまりにモテなさすぎて、生涯処女を貫き通した女の怨念が宿った貞操帯。

			　装着した者が容姿に恵まれており、さらにはギガンテス級以上の乳を持つ処女だった場合、死ぬまで脱げなくなる呪いが発動する。

			『一度でいいから、男たちに囲まれて白濁まみれになりたかった』

			[image: kei.png]

			「呪われとりゃすな」

			「リーチちゃんをピンポイントで狙ったかのような呪いね」

			「なんて物を穿かせてくれたんですか!!」

			　一生同じパンツを穿き通しって、不衛生にもほどが――

			　いや、違う。そうじゃない。そんなのは大したことじゃない。

			「一分の隙間もないパンツってことは……トイレ……どうすればいいんです？」

			　質問すると、スミレナさんとメロリナさんが、顔を引きつらせて無言になった。

			「死ねば脱げるんですよね？　ちょっと死んできます」

			「リーチちゃん、早まってはダメよ！」

			　漏らすこともできない状態って、具体的にはどうなるの？

			　多分、すぐに排泄自体も妨げられるようになり、最終的に死ぬ。ついでに社会的にも死ぬ。

			　これ、立派に拷問器具だ。

			「どうせ死ぬなら、綺麗な体のまま死にたいです！」

			　混乱しすぎて、乙女みたいなことを口走ってしまった。

			「落ち着きんさい。説明書には、ちゃんと解呪のヒントも記されておろうが」

			「え、どこにです？」

			「『一度でいいから、男たちに囲まれて白濁まみれになりたかった』――これじゃ。おそらく呪いの基(もと)になった女の遺言じゃろう。これをパンツの使用者――すなわち、りぃちが代わって白濁まみれになってやれば、呪いは解かれるに違いんせん」

			「つまり、死んだ方がマシってことですよね？」

			「リーチちゃん、諦めちゃダメよ！」

			　貞操帯にかけられた呪いなのに、その解呪法はどうなの？　矛盾してない？

			　人生の詰みを悲観していると、スミレナさんが何か思いついたのか、ぽん、と手を打った。

			「もしかしてなんだけど、サキュバスにとっては、牛乳がザー●ンの代わりになるんだから、今回も牛乳で代用できるんじゃないかしら。白濁まみれになりたかったとは書いてあるけど、それがザー●ンでなければならないなんて書いていないし」

			「た、確かに！　メロリナさん、どうなんですか!?」

			「なるほど。スミレナ、冴えておるのう。試してみる価値はある」

			　牛乳まみれも嫌だけど、ザー●ンまみれよりは百億倍マシだ。

			「そうと決まれば、汁男――もとい、解呪に協力してくれる男性を朝までに募っておくから、リーチちゃんはもう寝てしまいなさい。一晩だけトイレを我慢できる？」

			「一晩なら、なんとか」

			　牛乳はストックがたくさんあるし、朝一でしぼる必要はない。

			　問題は、こんなくだらないことに手を貸してくれる人がいるかだけど……。

			　翌朝――

			【オーパブ】の前に集まった男たちを見て、オレは何度も目をこすった。

			「スミレナさん……今日って、国民の休日とか、特別な日じゃないですよね？」

			「平日だけど、リーチちゃんのために仕事を休んでぶっかけオホン、駆けつけてくれたのよ」

			　それにしたって、一晩のうちに百人以上集まるって、どういうことなの。

			　男たちは、手に手に水鉄砲を握っている。

			　ちなみに、鉄砲という武器はこの世界に存在しないので、オレがそう呼んでいるだけだ。

			　タンクの中は水ではなく、ミノコからしぼった牛乳が入っているんだけど、ミノコに牛乳の用途を説明すると、心底嫌そうな顔をされた。ホント申し訳ない。

			「リーチちゃん、大変なことになってしまったね」

			「あ、ロドリコさん、来てくれたんですか」

			　まあ、この人が来ないはずないよな。絶対いると思ったよ。

			「それにしても、すごい数が集まったね。これもリーチちゃんの人徳のなせる業かな」

			　人徳とか言われると、ちょっと嬉しいかも。

			「リーチちゃんの魅力をどう言い表せばいいのかな。可愛い。美しい。こんな陳(ちん)腐(ぷ)な言葉では表現しきれない。それほどまでに、君という存在は至(し)高(こう)だから。でもそのせいか、今度は手の届かない、遠い存在に思えてしまうよ」

			　さいですか。

			「至高は言いすぎでしょう。せめて、もうちょっとやわらかい表現になりませんか？」

			「では、至高ではなく、シコいとくだけさせてもらおうかな」

			「いや、ちょっと待って。それ、なんかおかしくないです？　おかしいですよね？」

			「リーチちゃんにとっては、とんだ災難だろうね」

			　話を逸らされたけど、ホントそれな。

			「どんな形であれ、君の助けになれることを自分は誇りに思う。必ず助けるからね」

			「……はい。ありがとうございます」

			「準備にかかろう。この場に立ち会えた機会に顔射――もとい、感謝を」

			　おい、今なんて言った？　フザケんなよ？　お願いですからフザケんなよ？

			「さ、リーチちゃんもスタンバイして」

			　スミレナさんに促され、オレは不安を押し殺しながら、店の前の大通りへと歩み出た。

			「エリムはどこです？」

			「あの子は参加していないわ。片付けの用意をさせているの」

			　後で気まずくなるのが目に見えているし、その方がいいですね。

			　メイド服は一着しかなく、白いワンピースだと、この後の牛乳ぶっかけで透け透けになってしまうことが予想されるため、オレは寝間着姿のままで臨む。

			　大通りの中央には、ご丁寧にイスが一つ用意されており、オレはそこに腰掛けた。

			　その周りを、男たちがぐるりと取り囲んで行く。

			　水鉄砲を、わざわざ股間の位置にセッティングして……。それ、絶対必要？

			　責任を感じているのか、スミレナさんとメロリナさんが、きびきびと指示を出していく。

			「最前列の人は膝をついて屈んで！　そこ、どさくさにまぎれて本物を飛ばそうとしない！」

			「モノを握るのは帰ってからにせい！　曝した時点で退場じゃぞ！」

			　ここで使われる水鉄砲は、タンクに空気を送り込むことで発射する加圧式だそうだ。

			　最大飛距離は一〇メートル。オレに届かないという心配はない。

			「準備はいいわね。それじゃ……加圧はじめッ！」

			　スミレナさんの号令に従い、オレを包囲している百人もの男たちが、一斉に加圧し始めた。

			「「「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ!!」」」

			　シコシコシコシコシコシコシコシコシコシコシコシコシコシコシコシコ（加圧）

			　控えめに言って、地獄絵図だ。

			「こちら、いつでも発射できます！」

			「こ、これ以上はもう！　タンクがパンパンで、はち切れそうです！」

			「シコい！　リーチちゃん、超シコってるよ！」

			　黙れロドリコ。

			「……総員――」

			　全員の加圧が十分なのを確認したスミレナさんが、スッ、と高く手を掲げた。

			　合わせて向けられる銃口。その数、百あまり。

			　そうして、ついに、ついに狂気の宴が幕を開ける。

			「――放てえッ!!」

			　発声と共に、切るようにしてスミレナさんの手が振り下ろされた。

			　刹那。

			「「「リーチちゅわああああああああああんッ!!」」」

			　魂を揺さぶるかのような咆(ほう)哮(こう)が天を衝(つ)いた。

			　同時に、股間の位置で構えていた銃口から白濁としたミルクが一斉掃射される。

			　ブビュウウウ！　ドピュルルルル！　ドビュル！　ブピュッ！　ビュグビュグビュッ！

			　ブシュッ！　ビュルルルル！　ブシャシャッ！　ピュッ！　ピュピュッ！　ビュビュ！

			　ビチャビチャ！　ブピュッブリュリュ！　ビヂャ！　ブチュッ！　ドピュゥルルルル！

			　全身が、みるみる白く染めあげられていく。

			　しかも、結構痛い。

			「……マジで……ないわ」

			　目に入らないよう気をつけ、オレは無我の境地で事が終わるのを待った。

			　それと、なんでかな。

			　これは人助けのはずなのに、イジメを彷(ほう)彿(ふつ)とさせるのは。

			　最初は体中まんべんなく撃たれていたのに、精度が上がっているのか、次第に顔と胸に的が集中してきている気がする。マジでないわ。

			　ブブシュブピュッ！　ピュルッ！　バブュルルル！　ボヒュッ！　ジュピッ！　ピュ！

			　ヴピュッ！　ビュクッ！　ドビュッ……ビュルッ！　ジュポォ！　ビュッパビュッパ！

			　ドビュシュ！　ブチュッパ！　ビュボボボボ！　ボヒッ！　種切れだ！　ドピューン！

			　誰だ、種とか言った奴。

			　せめて弾切れって言え。

			　

			　[image: gaiji_arigato.png]

			　

			「え？」

			　今、知らない女の人の声が……聞こえたような。

			　それと一緒に、パンツの締め付けが、ほんのわずかに緩くなった気が。

			「撃ち方やめッ！」

			　スミレナさんが制止の合図を出し、射撃がピタリと止んだ。

			　オレは文字どおり、真っ白になった。

			　足下には大きなミルクだまりができ、髪の毛から滴(したた)る白濁が、ぴちょん、ぴちょんと水面を打っている。皆が固唾を呑んでいる中、その音はやけに鮮明に聞こえた。

			「リーチちゃん、どう？　呪いは解けた？」

			「……声が」

			「声？」

			「……あ、いえ。……多分……解けました」

			「「「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」」」

			　歓声に次ぐ歓声。加えて、すさまじい量の祝福と喝(かつ)采(さい)を浴びた。

			「……ありがとう……ございました。皆さんには……ホント……ご迷惑を……」

			　焦点の合わない虚ろな目と、唇を満足に持ち上げる気力すらない声で礼を言う。

			　皆が口々に「リーチちゃんには、いつもお世話になっているから」と返してくれる。

			　お世話って、なんのことかな。接客のことかな。そうに違いない。

			　無理やり自分を納得させていると、スミレナさんが、ぱん、ぱん、と手を打ち鳴らした。

			「皆、お疲れ様。後片付けはこっちでやっておくから、解散して」

			　すると、男たちは余(よ)韻(いん)もそこそこに、一秒でも早くと言わんばかりに帰っていく。

			　本当に発射して賢者タイムに入ったかのように、誰もオレに興味を示さない。

			　もしかして、今にも倒れそうなオレを気遣ってくれたんだろうか。

			「彼らの本番はこれからだものね。ネタが新鮮なうちに、相当な回数をこなすと見たわ」

			「カカ。本番と言っても、一人でヤることには変わらんがの」

			　目眩が……。

			「……あの、このパンツはどうすれば？」

			「りぃちに任せるぞい。呪いは消えても、おそらく本来の貞操帯としての機能は残っておる」

			「いらないなら、アタシがもらうけど？」

			「え、スミレナさんが使うんですか？　じゃあ、しっかり洗わないと」

			「洗う必要はないわ。むしろ、洗わない方が使えるの」

			「そういうことならわちきも欲しい。付加価値がついたでな。高く売れそうじゃ」

			「やっぱりオレがもらっておきます」

			　使うとか、売るとか、アナタたちはパンツをなんだと思っているんだ。

			　やれやれ。雲一つない快晴だってのに、朝からくたくただ。

			　おっと。朝日が目に染みたかな。急にはらはらと涙が……。

			「…………男に戻りたい……」

			　ぐしょぐしょになった寝間着は洗濯して、オレも風呂に入って、そしたら二度寝しよう。

			　今日一日くらい、引きこもってもバチは当たるまい。

		

	
		
			あとがき

			　

			「サキュミル」２巻、無事お届けすることができました！

			　今回も輪をかけて下ネタに寄りすぎた気がしなくもないですが、とにかく２巻です！

			　ＴＳ（性転換）というジャンルへの熱い思いは１巻のあとがきで語らせていただいたので、いきなり謝辞に入らせていただきます。

			　新キャラの尻尾にアクセサリーをつけて、ア●ルビーズみたいにしませんか？

			　なんて馬鹿げた提案を即決で採用してくださった担当様。自分では気づけない改善点の指摘には作家として、いつも勉強させてもらっています。

			　同じくアナ●ビーズを快諾し、１巻に続き、悶絶必至の可愛いイラストをつけてくださった雪月佳様。多忙な中、本作のコミカライズまで引き受けてくださり――

			　そう、コミカライズです!!

			　この２巻が書店に出回る頃には、おそらく３話くらいまで公開されているはず。

			　もし、まだご覧になられていなければ、「モンスターコミックス」で検索してみてください。

			　文庫では想像するしかなかった、あの人やあの人もばっちりイラスト化されています。

			　改めて雪月佳様、ありがとうございます。

			　そして、刊行に際して尽力してくださった多くの方々と、本書に触れていただいた読者様に心より感謝を。今後とも、「サキュミル」にお付き合いくださいませ。

			　

			　最後に簡単な次回予告を。

			　３巻では主人公が変わり、リーチの前世での親友――新(あら)垣(がき)拓(たく)斗(と)の物語になります。

			　テコ入れではありません。ＷＥＢ版でいうところの第二部の始まりです。

			　ＴＳ最大の見所と言えば、性別が変わったことに対する本人の戸惑いだろうと思いますが、ＴＳキャラに関わる他者の反応も、これに続く面白ポイントではないでしょうか。

			　そのためには、リーチの前世を知る人間の登場が必要不可欠です。

			　それがこの、新垣拓斗なのです。

			　ただし、彼らは互いにどんな姿で、いつどこに転生しているのかもわかっていません。

			　果たして、二人は再会できるのか。再会した先で、親友だった少年が巨乳美少女に変身していた時、彼らの友情にどのような変化をもたらすのか。

			　２巻を終えたにもかかわらず、ラブコメの中核を担う二人が未だ異世界で出会っていない、一風変わったボーイ・ミーツ・ＴＳガールの進展を期待してやってください。

			木野裕喜

		

	
		
			木野裕喜（きの ゆうき）

			ＴＳ（transsexual）というジャンルをこよなく愛する物書き。ＴＳを書きたくて作家を志し、ＴＳの面白さを広めるために執筆活動を続けている。（二〇一七年十二月現在）

			　

			イラストレーション

			雪月佳（ゆづき けい）

			愛知県出身。二月六日生まれ。イラストレーター兼漫画家。趣味は模型作りとプロレス鑑賞。好きなプロレス技はプルマ・ブランカ。（二〇一七年十二月現在）

		

	
		
			サキュバスに転(てん)生(せい)したのでミルクをしぼります②
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			発行人：稲垣潔
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